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お願い

本書に記載されている情報をご使用になる前に、本書末尾の「特記事項」セクションに記載されている情報をお読みくださ
い。

本書は、WebSphere Process Server for z/OS バージョン 6、リリース 1、モディフィケーション 0 (製品番号
5655-N53) および新しい版で明記されていない限り、以降のすべてのリリースおよびモディフィケーションに適用さ
れます。

IBM は、お客様が提供するいかなる情報も、お客様に対してなんら義務も負うことのない、自ら適切と信ずる方法
で、使用もしくは配布することができるものとします。

IBM 発行のマニュアルに関する情報のページ

http://www.ibm.com/jp/manuals/

こちらから、日本語版および英語版のオンライン・ライブラリーをご利用いただけます。また、マニュアルに関する
ご意見やご感想を、上記ページよりお送りください。今後の参考にさせていただきます。

(URL は、変更になる場合があります)

お客様の環境によっては、資料中の円記号がバックスラッシュと表示されたり、バックスラッシュが円記号と表示さ
れたりする場合があります。
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第 1 章 WebSphere Process Server および WebSphere
Enterprise Service Bus の以前のバージョンからのマイグレーシ
ョン

ご使用のインストール済みアプリケーションおよび構成は、WebSphere Process

Server および WebSphere® Enterprise Service Bus の以前のバージョンから、
WebSphere Process Server の バージョン 6.1 にマイグレーションすることができま
す。

マイグレーションの概要
WebSphere Process Server および WebSphere Enterprise Service Bus の以前のバージ
ョンからマイグレーションします。

WebSphere Process Server の 1 つのバージョンから WebSphere Process Server のよ
り新しいリリースへ移行すること、場合によっては、あるバージョンの WebSphere

Enterprise Service Bus から WebSphere Process Server のより高いリリース・レベル
に移行することを、バージョン間マイグレーションと呼びます。バージョン間マイ
グレーションは、WebSphere Process Server などの製品の新バージョンをインスト
ールし、古いインストールから新規インストールへ関連アプリケーションや構成デ
ータをコピーする場合に行われます。マイグレーションによって、新バージョンの
製品が旧製品に加えてインストールされます。次に、旧バージョンの製品から新バ
ージョンの製品にデータがコピーされます。マイグレーションは更新とは異なりま
す。更新では、既存のインストール環境にある古いファイルまたはデータが現行の
情報で置換されます。リフレッシュ・パック、暫定修正、フィックスパックなどが
更新の例として挙げられます。更新の方法について詳しくは、「Update Installer を
使用したフィックスパックおよびリフレッシュ・パックのインストール」を参照し
てください。

マイグレーションは、WebSphere Process Server の旧バージョンから、同じオペレ
ーティング・システム上で稼働する新バージョンへのマイグレーションでなければ
なりません。異なるオペレーティング・システム間ではマイグレーションできませ
ん。

次の表に、このリリースの WebSphere Process Server でサポートされるバージョン
間マイグレーションのシナリオを示します。「現在のインストール・バージョン」
の下にリストされているすべての製品を WebSphere Process Server の バージョン
6.1 にマイグレーションすることができます。

現在のインストール・バージョン 新バージョン

WebSphere Process Server 6.0.1.x WebSphere Process Server 6.1

WebSphere Process Server 6.0.2.x WebSphere Process Server 6.1

WebSphere Enterprise Service Bus 6.0.1.x WebSphere Process Server 6.1

WebSphere Enterprise Service Bus 6.0.2.x WebSphere Process Server 6.1

© Copyright IBM Corp. 2006, 2007 1
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バージョン間マイグレーションを行う理由

WebSphere Process Server では、以前のバージョンとのユーザー・アプリケーショ
ン・バイナリー互換性が維持されます。しかし、バージョン間マイグレーションを
実行すれば、WebSphere Process Server の新バージョンに移行するときに、アプリ
ケーションに加えて WebSphere Process Server 構成データも保持することができま
す。バージョン間マイグレーションを実行することによって、プロファイル、セ
ル、クラスター、サーバー、およびノードの構成が保存されます。このマイグレー
ションを実行せずに新バージョンの WebSphere Process Server をインストールする
だけの場合は、使用環境を最初から再構成する必要が生じます。

バージョン 6.0.1 からバージョン 6.0.2 にアップグレードする場合は、インプレー
ス更新が利用できます。この更新では、構成データが保持されます。ただし、バー
ジョン 6.1 へのアップグレードではバージョン間のマイグレーションが必要です。

関連概念

開発およびデプロイメントのバージョン・レベル

ご使用の環境に必要な WebSphere Process Server のバージョン・レベルの決定
は、アプリケーションが開発されたときのバージョン・レベルに依存します。一
般に、前のバージョンの WebSphere Process Server にデプロイされたアプリケ
ーションは、次に入手可能なバージョンの WebSphere Process Server 上で稼働
します。

関連タスク

「Update Installer を使用したフィックスパックおよびリフレッシュ・パック
のインストール」

IBM® Update Installer for WebSphere Software を使用して暫定修正、フィックス
パック、およびリフレッシュ・パック (メンテナンス・パッケージと総称される)

をインストールできます。 Update Installer for WebSphere Software はまた、ア
ップデート・インストーラー・プログラム、UpdateInstaller プログラム、および
アップデート・インストール・ウィザードと呼ばれています。

事前マイグレーションの考慮事項
WebSphere Process Server の新バージョンへのマイグレーション・プロセスを開始
する前に、ここに示す考慮事項について考慮してください。

WebSphere Process Server の バージョン 6.1 がインストールされている場合は、マ
イグレーションおよび共存に関して以下の規則と制限事項が適用されます。

v バージョン 6.0.x のデプロイメント・マネージャーをバージョン 6.1.x のデプロ
イメント・マネージャーにマイグレーションできるのは、それらのデプロイメン
ト・マネージャーが同じ拡張レベルにある場合に限られます。

v バージョン 6.0.x のスタンドアロン・サーバーからマイグレーションされたバー
ジョン 6.1.x のスタンドアロン・サーバーは拡張できません。

バージョン 6.1.x で新規のスタンドアロン・プロファイルを作成し、それを拡張
することができます。
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v 6.0.x の管理対象サーバーからマイグレーションされたバージョン 6.1.x の管理対
象サーバーは拡張できません。

バージョン 6.1.x で新規プロファイルを作成して拡張してから、拡張済みデプロ
イメント・マネージャーが組み込まれているバージョン 6.1.x セルに新規ノード
を追加できます。

v セルのデプロイメント・マネージャーが、その管理対象ノードの中の最高拡張レ
ベルと同じ拡張レベルまで拡張されている限り、拡張および拡張解除両方の管理
対象ノードを含む混合セルを作成できます。例えば、デプロイメント・マネージ
ャーが WebSphere Process Server 用に拡張されていれば、そのデプロイメント・
マネージャーによって、WebSphere Process Server および WebSphere Application

Server 用に拡張されているノードを正常に管理できます。ただし、WebSphere

Application Server のみを対象に拡張されているデプロイメント・マネージャーが
管理できるのは、WebSphere Application Server ノードに限られます。

v Business Process Choreographer をインストール済みの場合は、 47ページの
『Business Process Choreographer に関するマイグレーションの考慮事項』を参照
してください。

v WebSphere Process Server for z/OS バージョン 6.1 をインストールした後は、完
全なデプロイメント・セル構成を構築し、既存のセルまたはノードをマイグレー
ションする前に正常に動作することを確認します。

これにより、ご使用のシステムが必要な前提条件をすべて満たし、WebSphere

Process Server の新規レベルをサポートすることが確認できます。

v バージョン 6.0 以降の WebSphere Process Server には、HA マネージャーとコ
ア・グループ機能が組み込まれています。バージョン 6.0.x からバージョン 6.1.x

へのマイグレーションに影響する可能性があるコア・グループのマイグレーショ
ンおよびトポロジーの考慮事項については、『Core group migration

considerations』を参照してください。

v WebSphere Process Server for z/OS のバージョン 6.0.1 からバージョン 6.1 にマ
イグレーションするときに、バージョン 6.0.1 でセキュリティーが有効になって
いる場合は、バージョン 6.1 にマイグレーションする前にサービス・レベル
6.0.2.12 以降にアップグレードする必要があります。

WebSphere Process Server バージョン 6.0.1 でセキュリティーが有効になってい
ない場合は、この要件が適用されず、マイグレーションでの特定のサービス・レ
ベル要件はなくなります。

v WebSphere Process Server for z/OS のバージョン 6.0.2.x からバージョン 6.1 に
マイグレーションする際に、ご使用の構成で XA 接続を使用している場合は、マ
イグレーションの前にバージョンを 6.0.2.9 以降にしておく必要があります。

v バージョン 6.1 より前の IIOP クライアントを実行することを計画しており、そ
の IIOP が同じ LPAR 上のバージョン 6.1 サーバーと相互作用する場合、バー
ジョン 6.1 デーモンのデーモン・プロシージャー・ライブラリーでは、以前のリ
リースの SBBOLD2 ライブラリーと SBBOLPA ライブラリーを STEPLIB に含
めることが必要になります。

v マイグレーション・サポートでは、WebSphere Process Server for z/OS システム
のソースとターゲットの両方が同じ LPAR 上に存在する必要があります。
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したがって、既存の構成を別の z/OS® LPAR にマイグレーションすることはでき
ません。また、WebSphere Process Server バージョン 6.1 のマイグレーション・
ユーティリティーを使用して、z/OS 以外のオペレーティング・システムとの間で
マイグレーションを実行することもできません。

v 複数の Sysplex 環境またはオペレーティング・システムにまたがるセルのマイグ
レーションには、固有の問題はありません。マイグレーションはノード・レベル
で行い、マイグレーションするノードのプラットフォームに基づいて、用意され
ているツールを使用します。

注: 混合プラットフォーム・セルのセットアップについて詳しくは、
http://www.ibm.com/support/techdocs/atsmastr.nsf/WebIndex/WP100644 で、ホワイ
ト・ペーパー「WebSphere for z/OS 異機種混合セル」を参照してください。

v WebSphere Process Server for z/OS は、製品の分散バージョンおよび i5/OS® バ
ージョンでサポートされている WBIPreUpgrade、WBIPostUpgrade、および
manageprofiles コマンド行ツールをサポートしません。

カスタマイズ・ダイアログまたは z/OS マイグレーション管理ツールを使用して
マイグレーション・ジョブを生成し、生成される指示に従ってそれらを実行依頼
する必要があります。

v JDK 1.4 (WebSphere Process Server の前のバージョンで使用) から JDK 5

(WebSphere Application Server バージョン 6.1 で導入されたので、WebSphere

Process Server にも該当) にマイグレーションする前に、Sun Microsystems の
Java™ 仕様に基づいて、アプリケーションに必要な変更があるかどうかを調べて
ください。

『APIおよび仕様マイグレーション』を参照してください。

v 複数のノードが存在するセルをマイグレーションする場合、アプリケーション
は、すべてのノードがマイグレーションされるまで最低の JDK レベルに留まる
必要があります。

v WebSphere Process Server のバージョン 6.1 は、前のレベルの WebSphere

Process Server と共存する環境にインストールすることができます。

共存については、他の WebSphere 製品のインストール済み環境との『共存』を参
照してください。

共存を使用可能にすることを計画するときには、以下の項目について考慮してく
ださい。

– WebSphere Process Server バージョン 6.1 で必要とされるレベルまで前提条件
を更新する。

前のレベルの WebSphere Process Server は、より高い前提条件レベルでも稼働
します。

– 混合モード・クラスターでは、1 つの バージョン 6.1 クラスター・メンバー
を開始すると、そのクラスターに残っている、停止済みのバージョン 6.0.x メ
ンバーはいずれも開始できない。現在同時に稼働中のすべてのクラスター・メ
ンバーはそのまま稼働を続けて、停止するまで正常にメッセージを処理しま
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す。バージョン 6.0.x クラスター・メンバーが混合モード・セルで停止した
ら、そのメンバーを再始動する前に、バージョン バージョン 6.1 にマイグレ
ーションする必要があります。

– 前のバージョンの 6.0.x インストールとの潜在的な LPA 競合を除去するよう
に WebSphere Process Server for z/OS バージョン 6.1をセットアップする。

バージョン 6.0.x および 6.1 では、LPA (SBBOLPA) に何らかのコードを配置
する必要があります。また、パフォーマンス上の理由から、追加製品コード
(SBBOLOAD) を LPA に配置する必要があります。ただし、命名の競合が発生
するので、製品コードの複数のバージョンを LPA に同時に配置することはで
きません。

– WebSphere Process Server バージョン 6.1 のインストールが競合しないように
するために、定義されているポートを確認する。

特に、両方のバージョンのデフォルト・デーモン・ポート定義は、WebSphere

Process Server バージョン 6.0.x と共存するようにインストールする場合は同
じになります。

他の WebSphere 製品のインストール済み環境との『共存』を参照してください。

v 混合リリース・セルの作成を計画している場合は、次の点を考慮してください。

– セル内のノードの一部だけを WebSphere Process Server バージョン 6.1 にア
ップグレードし、他のノードのリリース・レベルは古いままにすることができ
ます。これは、現在のリリース・レベルのサーバーと新規リリースを実行する
サーバーを、一定期間同じセルで管理することを意味します。

– WebSphere Process Server バージョン 6.1 のデプロイメント・セル内では、
6.0.x ノードと 6.1 ノードを混在させることができますが、バージョン 6.0.1.x

では混合ノード管理はサポートされません。

バージョン 6.1 では、デプロイメント・マネージャーでバージョン 6.1 のノ
ードとバージョン 6.0.2 のノードの両方を管理できます。ただし、バージョン
6.1 のデプロイメント・マネージャーは、バージョン 6.0.1 のノードを管理で
きません。デプロイメント・マネージャー・セルにバージョン 6.0.1.x のノー
ドがある場合は、以下のタスクのいずれかを実行する必要があります。

- バージョン 6.0.1.x のノードすべてを、最低でもバージョン 6.0.2 にアップ
グレードする。

- これらのノードをバージョン 6.1 に直接マイグレーションする。

v マイグレーションにおいて、バージョン 6.1 のクラスター情報はセル全体に配布
されます。WebSphere Application Server バージョン 6.0.2.11 以降のレベルでは
ないバージョン 6.0.x ノードは、この情報の読み込みに失敗し、クラスター機能
が停止する可能性があります。したがって、ご使用のデプロイメント・マネージ
ャーをバージョン 6.1 にマイグレーションする前に、マイグレーション後にバー
ジョン 6.1 のセルに含まれるか、そのセルと相互作用することになるすべての
6.0.x ノードを バージョン 6.0.2.11 にアップグレードしてください。

v WebSphere Process Server バージョン 6.1 のマイグレーションでは、HTTP トラ
ンスポートがチャネル・フレームワークによる Web コンテナー・トランスポー
ト・チェーンに変換されます。
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v 構成ファイル・システム方針を作成する場合は、保守の考慮事項を含めてくださ
い。

カスタマイズ・ダイアログにある製品ファイル・システム・パスのデフォルト値
を使用して Network Deployment 環境を構成すると、すべてのノードが製品ファ
イル・システムのマウント・ポイントを直接に指すことになります。この場合
は、稼動中のローリング保守がほとんど不可能になります。1 つのセルをこの方
法で構成すると、サービスを製品ファイル・システムに適用するときにすべての
ノードが同時に影響を受け、複数のセルをこの方法で構成すると、サービスを製
品ファイル・システムに適用するときにすべてのセルが同時に影響を受けます。

各ノードの構成ファイル・システムと、製品ファイル・システムの実際のマウン
ト・ポイントとの間に、いわゆる「中間シンボリック・リンク」を指定してくだ
さい。この方法については、ホワイト・ペーパー「WebSphere Application Server

for z/OS V5 - Planning for Test, Production and Maintenance」で説明されていま
す。

この問題および保守の適用との関連について詳しくは、ホワイト・ペーパー
「Washington Systems Center Sample WebSphere for z/OS ND Configuration」を参
照してください。中間シンボリック・リンクを使用するように既存の構成ファイ
ル・システムを更新するためのユーティリティーを入手および使用する方法につ
いて詳しくは、『WebSphere for z/OS: Updating an Existing Configuration HFS to

Use Intermediate Symbolic Links』の指示を参照してください。

v マイグレーション・ツールは、前のバージョンからの構成コピーのバックアップ
を格納したマイグレーション・バックアップ・ディレクトリーを作成します。こ
のディレクトリーで使用可能なスペースは、少なくとも前のバージョンの構成デ
ィレクトリーとアプリケーションのサイズに、マイグレーションによるバッチ・
ジョブ出力のサイズを加えた大きさにしてください。

通常、マイグレーションによるバッチ・ジョブの出力は、トレースを使用可能に
しない限り非常に小さなサイズになります。トレース出力サイズは、トレースを
使用可能にしたマイグレーションの部分に応じて異なります。最も大きなトレー
ス出力が生成されるのは、マイグレーションの WBIPostUpgrade フェーズです。
このフェーズでの標準的なトレース出力は、およそ 30 MB です。

v バージョン 6.1 にマイグレーションすると、z/OS のサーバーで使用する Java 仮
想マシン (JVM) のヒープ・サイズが増大する場合があります。バージョン 6.1

では以下のヒープ・サイズが必要です。

– 制御領域の minheap は最低 48 MB に、maxheap は 256 MB 以上にする必要
があります。

– サーバントの minheap は最低 256 MB に、maxheap は 512 MB 以上にする
必要があります。

マイグレーションするバージョンの JVM ヒープ・サイズがこれらの必須値より
小さい場合、マイグレーション・プロセスによってそれらの値がバージョン 6.1

の最小値まで増やされます。

v WebSphere Process Server バージョン 6.1 は、DB2® for zOS ローカル JDBC プ
ロバイダー (RRS) をサポートしません。
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マイグレーションしようとするバージョン 6.0.x 構成で DB2 for zOS ローカル
JDBC プロバイダー (RRS) を使用している場合は、バージョン 6.1 にマイグレ
ーションする前かその直後に、DB2 Universal JDBC ドライバー・プロバイダー
を使用するように構成に変更を加える必要があります。バージョン 6.1 のマイグ
レーション・ツールでは、このプロバイダーは自動的にマイグレーションされま
せん。

マイグレーションするバージョンで DB2 for zOS ローカル JDBC プロバイダー
(RRS) を使用している場合、バージョン 6.1 にマイグレーションする前に DB2

Universal JDBC ドライバー・プロバイダーを使用するように構成に変更を加えな
いと、次のイベントが発生します。

– マイグレーション・ツールの実行時に、次のメッセージが表示されます。

MIGR0442W: Not migrating DB2 for zOS Local JDBC Provider (RRS) jdbc provider.
Manually create a DB2 Universal Driver provider as a replacement. See DB2
documentation for further details.

– マイグレーション後、DB2 アクセスが中断され、以下のランタイム・メッセー
ジが表示されます。

DSRA8213W: JDBC provider, DB2 for zOS Local JDBC Provider (RRS), is no longer
supported by WebSphere Application Server. Applications should use DB2
Universal JDBC Driver Provider Type 2.

DB2 Universal JDBC ドライバー・プロバイダーを使用するように構成を変更す
る必要があると判断した場合は、その変更を行うために以下のタスクのいずれか
を実行できます。

– バージョン 6.1 にマイグレーションする前に、 DB2 Universal JDBC ドライ
バー・プロバイダーを使用するようにバージョン 6.0.x 構成に変更を加えま
す。

このタスクを行う場合、バージョン 6.1 のマイグレーション・ツールによって
DB2 Universal JDBC ドライバー・プロバイダーへのマイグレーションが処理
されるので、必要な事後マイグレーション・アクティビティーはなくなりま
す。

以下のアクションのいずれかを実行してください。

- DB2 Universal JDBC ドライバー・プロバイダーを使用するように手動で構
成を変更します。

バージョン 6.0.2 製品のインフォメーション・センターを検索し、
WebSphere Process Server for z/OS での DB2 Universal JDBC ドライバー・
プロバイダーの構成に関する情報を見つけてください。

- DB2 on z/OS 用の JDBC マイグレーション・ユーティリティーを使用し
て、DB2 for zOS ローカル JDBC プロバイダー (RRS) から DB2 Universal

JDBC ドライバー・プロバイダーにマイグレーションします。

このツールは、一度に 1 つのノードで、DB2 for zOS ローカル JDBC プロ
バイダー (RRS) を DB2 Universal JDBC ドライバー・プロバイダーにマイ
グレーションする Jython スクリプトです。ツールに付属するホワイト・ペ
ーパーでは、ツールを実行して構成をマイグレーションする前に DB2

Universal JDBC ドライバーをインストールおよび構成する方法について説明
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しています。ツールおよびホワイト・ペーパーは、製品サポート・サイト
http://www.ibm.com/support/docview.wss?uid=swg27007826 から入手できま
す。

– バージョン 6.1 へのマイグレーション後、以下のアクションのいずれかを実行
してください。

- DB2 Universal JDBC ドライバー・プロバイダーを使用するように手動で構
成を変更します。

- DB2 on z/OS 用の JDBC マイグレーション・ユーティリティーを使用し
て、DB2 for zOS ローカル JDBC プロバイダー (RRS) から DB2 Universal

JDBC ドライバー・プロバイダーにマイグレーションします。

このツールは、一度に 1 つのノードで、DB2 for zOS ローカル JDBC プロ
バイダー (RRS) を DB2 Universal JDBC ドライバー・プロバイダーにマイ
グレーションする Jython スクリプトです。ツールに付属するホワイト・ペ
ーパーでは、ツールを実行して構成をマイグレーションする前に DB2

Universal JDBC ドライバーをインストールおよび構成する方法について説明
しています。ツールおよびホワイト・ペーパーは、製品サポート・サイト
http://www.ibm.com/support/docview.wss?uid=swg27007826 から入手できま
す。

v サーバーを WebSphere Process Server for z/OS バージョン 6.1 にマイグレーシ
ョンした後も、管理アプリケーションとユーザー・アプリケーションは、前のリ
リースと同様に仮想ホスト default_host の下で引き続き定義されます。ただし、
マイグレーションされたデプロイメント・マネージャーは、バージョン 6.1 で導
入された仮想ホスト admin_host の下で定義されます。

v Cloudscape™ データベースをマイグレーションする前に、Cloudscape データベー
スを使用するアプリケーションをホスティングしているサーバーがシャットダウ
ンされているか確認します。シャットダウンされていないサーバーがあると、
Cloudscape のマイグレーションに失敗します。

v マイグレーション・ツールを使用して WebSphere Process Server バージョン 6.1

にマイグレーションした後は、マイグレーション・ツールで自動的に実行されな
い操作を実行しなければならない場合があります。

– バージョン 6.0.x で使用していた Lightweight Third Party Authentication

(LTPA) セキュリティーの設定がある場合には、それらについて調べ、バージ
ョン 6.1 のセキュリティーが適切に設定されていることを確認してください。

– 必要な場合は、マイグレーションしたサーバーが WebSphere Process Server

for z/OS バージョン 6.1 で始動する前に、新規の System Authorization

Facility (SAF) プロファイルを作成してください。

バージョン 6.1 以降、一部のセキュリティー機能は SAF プロファイルを使用
して制御されることになりました。

- バージョン 6.1 以降では、前のリリースでの内部 WebSphere 変数の代わり
に、SAF セキュリティー・プロファイルによって「信頼できるアプリケーシ
ョンの使用可能化 (Enabling Trusted Applications)」設定が制御されます。

WebSphere Process Server for z/OS ランタイムがアプリケーション・コード
の代わりに特定の特権操作を実行するのを許可する「信頼できるアプリケー
ションの使用可能化 (Enabling Trusted Applications)」オプションは、
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LocalOS レジストリーまたは SAF 許可を使用するすべての WebSphere

Process Server for z/OS サーバーで必要です。

- バージョン 6.1 以降では、Sync to OS Thread 機能 (これによってアプリケ
ーションは、サーバー ID 以外のオペレーティング・システム ID を使用し
てリソースにアクセスできる) が SAF セキュリティー・プロファイルと
com.ibm.websphere.security.SyncToOSThread 変数によって制御されます。

そのため管理者およびシステム・セキュリティー管理者は、この機能が使用
されているかどうかを判断できます。このインプリメンテーションにより、
アプリケーションで使用可能な ID を制限することもできます。

WebSphere Process Server の前のバージョンからマイグレーションし、これら
の機能を必要とする場合は、必須の SAF プロファイルを作成してください。
これらのプロファイルが存在せず、正しくセットアップされていないと、
LocalOS ユーザー・レジストリーまたは SAF 許可を使用するセルは、バージ
ョン 6.1 への移行に失敗します。

セキュリティー・システムでリソース・アクセス管理機能 (RACF®) を使用す
る場合は、次の指示に従ってください。別の SAF 互換セキュリティー・シス
テムを使用する場合は、セキュリティー・システムのベンダーに問い合わせて
適切な情報を入手してください。

- MVS™ システム・ログを確認するか、または管理コンソールを使用して、ご
使用のサーバーで「信頼できるアプリケーションの使用可能化 (Enable

Trusted Applications)」が有効になっているかどうかを判別します。

開始ログで control_region_security_enable_trusted_applications とい
う行を見つけます。値が 1 に設定されている場合は、「信頼できるアプリ
ケーションを使用可能化 (Enable Trusted Applications)」が有効になっていま
す。有効になっている場合は、次の SAF プロファイルを作成し、アプリケ
ーション・サーバーの制御領域ユーザー ID に READ アクセス権を付与し
てください。

BBO.TRUSTEDAPPS.cell_shortname.cluster_transition_name

以下の RACF コマンドを使用して操作を完了します。

RDEFINE FACILITY
BBO.TRUSTEDAPPS.cell_shortname.cluster_transition_name
UACC(NONE)

PERMIT FACILITY
BBO.TRUSTEDAPPS.cell_shortname.cluster_transition_name
ID(controller_userid) ACCESS(READ)

SETROPTS RACLIST(FACILITY) REFRESH

cluster_name SAF 機能プロファイルは、非クラスター・サーバーではクラス
ター遷移名によって置き換えられます。セル内のすべてのサーバーで「信頼
できるアプリケーションの使用可能化 (Enabling Trusted Applications)」を有
効にする場合は、クラスター名をワイルドカード (*) によって置き換えま
す。

詳しくは、『System Authorization Facility のクラスとプロファイル (System

Authorization Facility classes and profiles)』を参照してください。
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- MVS システム・ログを確認するか、または管理コンソールを使用して、ご
使用のサーバーで「OS スレッドとの同期の許可 (Sync to OS Thread

Allowed)」が有効になっているかどうかを判別します。

有効になっている場合は、次の SAF プロファイルを作成し、アプリケーシ
ョン・サーバーの制御領域ユーザー ID に READ または CONTROLアクセ
ス権のどちらかを付与してください。

BBO.SYNCID.cell_shortname.cluster_transition_name

次の例には、この操作を完了するために使用する可能性がある RACF コマ
ンドが含まれています。

RDEFINE FACILITY
BBO.SYNCID.cell_shortname.cluster_transition_name
UACC(NONE)

PERMIT FACILITY
BBO.SYNCID.cell_shortname.cluster_transition_name

ID(controller_userid) ACCESS(CONTROL)
SETROPTS RACLIST(FACILITY) REFRESH

クラスター名は、非クラスター・サーバーのクラスター遷移名によって置き
換えられます。セル内のすべてのサーバーで「OS スレッドとの同期の許可
(Sync to OS Thread Allowed)」を有効にする場合は、クラスター名をワイル
ドカード (*) によって置き換えます。

注:

v 制御領域の READ アクセス権をアプリケーション・サーバーの制御領域
ユーザー ID に付与することにより、SAF SURROGAT プロファイルに基
づいてスレッド ID を変更する対象のユーザー ID を制限します。

コントローラー・ユーザー ID に BBO.SYNC プロファイルへの READ

アクセス権が付与されており、com.ibm.websphere.security.SyncToOSThread

変数が true に設定されている場合、アプリケーションは OS スレッドへ
の同期を要求する可能性があります。そのアプリケーションは、新規 ID

に BBO.SYNC.servant_user_ID SAF SURROGAT プロファイルへの
READ アクセス権が付与されている限り、呼び出し側の ID またはリソー
スにアクセスするロール関連のユーザー ID を使用します。

v 制御領域の CONTROL アクセス権をアプリケーション・サーバーの制御
領域ユーザー ID に付与することにより、スレッド ID を Sync to OS

Thread を要求する任意のユーザー ID に切り替えることができます。

コントローラー・ユーザー ID に BBO.SYNC プロファイルへの
CONTROL アクセス権が付与されており、
com.ibm.websphere.security.SyncToOSThread 変数が true に設定されている
場合、アプリケーションは Sync to OS Thread を要求する可能性があり
ます。そのアプリケーションは、呼び出し側の ID またはリソースにアク
セスするロール関連のユーザー ID を使用します。SURROGAT プロファ
イルは検査されません。

詳しくは、『Application Synch to OS Thread Allowed』を参照してくださ
い。
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– 役割ベースの許可に SAF EJBROLE プロファイルを使用する場合は、バージ
ョン 6.1 で導入された 2 つの管理ロール (deployer ロールと
adminsecuritymanager ロール) に対して EJBROLE プロファイルを作成しま
す。

– ご使用の Java 仮想マシンの設定を確認し、『Java 仮想マシン設定』で説明さ
れているデフォルトの推奨値を使用していることを確認してください。

– Cloudscape データベースの自動マイグレーションの結果を検証し、ツールによ
って自動的にマイグレーションされていない Cloudscape データベースがあれ
ば手動でマイグレーションします。

34ページの『Cloudscape データベースのマイグレーション』を参照してくだ
さい。

– マイグレーション前にこれを行わなかった場合、WebSphere Process Server コ
ンポーネントをサポートするデータベースをバックアップしてください。これ
によって、マイグレーションをロールバックする必要がある場合、データベー
スもロールバックできます。

関連概念

47ページの『Business Process Choreographer に関するマイグレーションの考慮
事項』
サーバーで Business Process Choreographer を稼働させている場合、いくつかの
制限事項および実行する必要のある追加タスクに注意してください。

関連タスク

27ページの『環境のロールバック』
WebSphere Process Server バージョン 6.1 環境へのマイグレーション後に、バー
ジョン 6.0.x 環境にロールバックできます。これによって、構成はマイグレーシ
ョン前の状態に戻ります。環境のロールバック後に、マイグレーション・プロセ
スを再開できます。

34ページの『Cloudscape データベースのマイグレーション』
マイグレーション・ツールを使用して WebSphere Process Server バージョン 6.1

にマイグレーションした後、Cloudscape データベースの自動マイグレーションの
結果を検査して、ツールによって自動的にマイグレーションされていない
Cloudscape データベース・インスタンスがあれば、手動でマイグレーションしま
す。

関連情報

他の WebSphere 製品のインストール済み環境との『共存』

WebSphere Process Server バージョン 6.1 のインストール済み環境は、
WebSphere Process Server または WebSphere Enterprise Service Bus のすべての
バージョンのインストール済み環境、および特定の WebSphere 製品の一部のバ
ージョンと同じシステム上で共存することができます。

トランスポート・チェーンの構成

HTTP トランスポート・チャネルの設定

トランスポート・チェーン

API および仕様マイグレーション

クラスターの作成
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アプリケーション・サーバーの作成

Lightweight Third Party Authentication

コア・グループのマイグレーションに関する考慮事項

Java 仮想マシン設定

旧バージョンからマイグレーションするときのデータ処理方法
WebSphere Process Server のバージョン間マイグレーション・ツールは、さまざま
なデータ・セット (エンタープライズ・アプリケーション・データ、構成データ、
およびシステム・アプリケーション・データ) をそれぞれ異なる方法で処理しま
す。

構成データのマイグレーション

バージョン間マイグレーション・ツール (ウィザードまたはスクリプト) は、以前の
プロファイルの構成設定を、マイグレーション・プロセスで作成される新規プロフ
ァイルに自動的に適用します。新規プロファイルが既に構成されており、古いプロ
ファイルと新規プロファイルの値が一致しない場合には、それらの値が次のように
処理されます。

v 新規プロファイルで既に構成済みのインストール・ディレクトリー名は、新規プ
ロファイルに保持されます。

v インストール・ディレクトリー名以外で、新規プロファイルにある一致しない値
は、古いプロファイルの値に置き換えられます。

アプリケーションのマイグレーション

ご使用のアプリケーション (WebSphere Process Server 製品に付属していないアプリ
ケーションすべて) は、サポートされるマイグレーション・シナリオではバイナリ
ー互換です。(サポートされるマイグレーションのシナリオについては、 1ページの
『マイグレーションの概要』を参照してください)。アプリケーションは、
WebSphere Process Server の新バージョンで実行するためにその一部に変更を加え
る必要はありません。

注: バージョン 6.0.1 WebSphere Adapters の場合、互換性を保つにはいくつかの追
加ステップが必要です。このことや、その他の例外について詳しくは、WebSphere

Process Server の技術情報 (WebSphere Process Server 技術情報の Web サイト) を
参照してください。

サンプル・アプリケーションを除いて、WebSphere Process Server 製品の一部とし
て提供されるアプリケーションはそれらのアプリケーションの最新バージョンにマ
イグレーションされます。これらは以下のように処理されます。

v すべてのシステム・アプリケーション (install_root/systemApps ディレクトリ
ーに存在するアプリケーション) には、新バージョンがインストールされます。

v すべてのサポート・アプリケーション (Business Rules Manager や Business

Process Choreographer アプリケーションなどの WebSphere Process Server に付属
するアプリケーション) では、古いバージョンが最新バージョンに更新されま
す。

関連概念
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1ページの『マイグレーションの概要』
WebSphere Process Server および WebSphere Enterprise Service Bus の以前のバ
ージョンからマイグレーションします。

関連タスク

34ページの『Cloudscape データベースのマイグレーション』
マイグレーション・ツールを使用して WebSphere Process Server バージョン 6.1

にマイグレーションした後、Cloudscape データベースの自動マイグレーションの
結果を検査して、ツールによって自動的にマイグレーションされていない
Cloudscape データベース・インスタンスがあれば、手動でマイグレーションしま
す。

製品構成のマイグレーション時の構成マッピング
製品構成のマイグレーション時には、さまざまな構成がマッピングされます。

マイグレーションには多くのシナリオがあります。マイグレーション・ツールは、
マイグレーション元となるバージョンに存在するオブジェクトおよび属性を、新規
バージョン環境の対応するオブジェクトおよび属性にマッピングします。

ブートストラップ・ポート

マイグレーション・ツールは、デフォルト以外の値をバージョン 6.1 の環
境に直接マップします。

ただし、WBIPostUpgrade への呼び出し中に -portBlock パラメーターを指定
すると、バージョン 6.1 にマイグレーションした各サーバーに新規のポー
ト値が指定されます。

コマンド行パラメーター

マイグレーション・ツールは、適切なコマンド行パラメーターを、サーバ
ー・プロセス定義の Java 仮想マシン (JVM) 設定に変換します。ほとんど
の設定は直接にマッピングされます。一部の設定は、WebSphere Process

Server のバージョン 6.1 構成内にそのロールが存在しない、構成内での意
味が異なる、または構成内でのスコープが異なる、などの理由によりマイグ
レーションされません。

プロセス定義設定の変更方法について詳しくは、WebSphere Application

Server インフォメーション・センターの『プロセス定義設定』を参照してく
ださい。Java 仮想マシンの設定の変更方法について詳しくは、 WebSphere

Application Server インフォメーション・センターの『Java 仮想マシン設
定』を参照してください。

バージョン 6.0.x のノードからバージョン 6.1 のノードへのマイグレーション

セルに属する WebSphere Process Server のバージョン 6.0.x のノードは、
セルからそのノードを除去せずに WebSphere Process Serverのバージョン
6.1 にマイグレーションできます。

セル内のベース・ノードをマイグレーションする前に、まずデプロイメン
ト・マネージャーをマイグレーションしてください。
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バージョン 6.0.x からバージョン 6.1 にマイグレーションするときには、
同じセル名を使用します。異なるセル名を使用すると、WebSphere Process

Server のバージョン 6.1 のセルに統合ノードを正常にマイグレーションで
きなくなります。

セル内のベース WebSphere Process Server ノードをバージョン 6.1 にマイ
グレーションすると、ノード・エージェントもバージョン 6.1 にマイグレ
ーションされます。セルには、いくつかのバージョン 6.1 のノードと、バ
ージョン 6.0.x レベルにある他のノードを含めることができます。 リリー
スが混在したセルを使用する上での制限については、他の WebSphere 製品
のインストール済み環境との『共存』を参照してください。

ポリシー・ファイル

WebSphere Process Server のバージョン 6.1 は、バージョン 6.0.x のポリシ
ー・ファイルと共にインストールされた、次の特性を持つポリシー・ファイ
ルすべてをマイグレーションします。

v バージョン 6.1 のポリシー・ファイル内のコメントはすべて保持されま
す。バージョン 6.0.x のポリシーに含まれるコメントは、どれもバージョ
ン 6.1 に組み込まれません。

v マイグレーションでは、アクセス権限または認可のマージは試みられませ
ん。これは、完全に追加型のマイグレーションです。アクセス権限または
認可がバージョン 6.1　のファイル内に存在しない場合は、マイグレーシ
ョンによって持ち込まれます。

v セキュリティーは重要なコンポーネントであるため、マイグレーションに
よって追加される場合は、元の .policy ファイルの最後にある
「MIGR0372I: Migrated grant permissions follow」コメントの直後に追
加されます。これにより管理者は、マイグレーションによって生じたポリ
シー・ファイルの変更を検証できます。

プロパティーと lib/app ディレクトリー

マイグレーションでは、以前のバージョン・ディレクトリーからバージョン
6.1 の WebSphere Process Server 構成にファイルをコピーします。

プロパティー・ファイル

WebSphere は、設定をバージョン 6.1 のプロパティー・ファイルにマージ
することにより、バージョン 6.0.x でインストールされたバージョン 6.1

の WebSphere Process Server プロパティー・ファイルすべてをマイグレー
ションします。

マイグレーションによってプロパティー・ファイルがオーバーレイされるこ
とはありません。

J2C リソースが参照するリソース・アダプター・アーカイブ (RAR)

J2C リソースが参照する RAR は、WebSphere Process Server の古いインス
トールに存在していればマイグレーションされます。この場合に RAR は、
WebSphere Process Server の新規インストールでの対応するロケーションに
コピーされます。 Relational Resource Adapter の RAR はマイグレーション
されません。

クラスター・レベルのリソースのマイグレーション:
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クラスター・レベルのリソースは、クラスターのディレクトリーの下にある
resourcexxx.xml ファイルで構成されます。以下に例を示します。
<resources.j2c:J2CResourceAdapter xmi:id="J2CResourceAdapter_1112808424172"
name="ims" archivePath="${WAS_INSTALL_ROOT}¥installedConnectors¥x2.rar">
...

</resources.j2c:J2CResourceAdapter>

クラスター・レベルのリソースを使用している場合は、各クラスター・メン
バー (ノード) の同じロケーションにこのリソースが存在します。したがっ
て、上の例で説明すると、各クラスター・メンバーでは、ロケーション
${WAS_INSTALL_ROOT}¥installedConnectors¥x2.rar に RAR ファイルがイ
ンストールされています。${WAS_INSTALL_ROOT} は、各クラスター・メ
ンバーで解決され、正確なロケーションに到達します。

デプロイメント・マネージャーのマイグレーションでは、resourcexxx.xml フ
ァイルを含むデプロイメント・マネージャーのクラスター・ファイルがツー
ルによってマイグレーションされます。

管理対象ノードのマイグレーションでは、ツールが各 J2C アダプターを処
理します。RAR ファイルなどのファイルは、次のようにして、バージョン
6.0.x からバージョン 6.1 にマイグレーションされます。

バージョン 6.0.x からバージョン 6.1 へのマイグレーションでは、RAR フ
ァイルなどのファイルが、WAS_INSTALL_ROOT から
WAS_INSTALL_ROOT へ、また USER_INSTALL_ROOT から
USER_INSTALL_ROOT へコピーされます。

例えば、バージョン 6.0.x の WAS_INSTALL_ROOT に RAR ファイルがあ
る場合、マイグレーション・ツールは WAS_INSTALL_ROOT から
USER_INSTALL_ROOT へのファイルのコピーを自動的には行いません。こ
れにより、クラスター・レベルの J2C リソースの整合性が維持されます。
ただし、バージョン 6.0.x で RAR ファイルへのパスをハードコーディング
している場合 (例えば archivePath=″C:/WAS/installedConnectors/x2.rar″)、バー
ジョン 6.1 のマイグレーション・ツールでは、そのことを反映するように
archivePath 属性を変更することはできません。これは、その属性を変更す
ると、マイグレーションされていない他のクラスター・メンバーのすべてを
切断することになるからです。

サンプル

デプロイメント・マネージャーのマイグレーション時には、WebSphere

Process Server の統合ノード用サンプルは何もマイグレーションされませ
ん。すべてのバージョン 6.1 サンプルに対して、同等のバージョン 6.1 サ
ンプルが使用可能です。

セキュリティー

WebSphere Process Serverバージョン 6.1 でセキュリティーを有効にする
と、Java 2 セキュリティーがデフォルトで有効になります。Java 2 セキュ
リティーでは、セキュリティー・アクセス権限を明示的に与える必要があり
ます。

バージョン 6.1 では、数種類の技術を使用して異なるレベルの Java 2 セキ
ュリティーを定義できます。その 1 つでは、アプリケーションの一部とし
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て was.policy ファイルを作成し、すべてのセキュリティー・アクセス権限
を使用可能に設定します。マイグレーション・ツールは、wsadmin コマンド
を呼び出して、バージョン 6.1の properties ディレクトリーにある
was.policy ファイルを、マイグレーション中にエンタープライズ・アプリケ
ーションに追加します。

バージョン 6.1 の WebSphere Process Server にマイグレーションする場合
は、スクリプト互換性をサポートするようにマイグレーションするかどうか
の選択によって、結果が 2 つに分かれます。

v スクリプト互換性をサポートするマイグレーションを選択すると、セキュ
リティー構成は変更なしでバージョン 6.1 に引き渡されます。

これはデフォルトです。

v スクリプト互換性をサポートするマイグレーションを選択しない場合、セ
キュリティー構成は WebSphere Process Serverバージョン 6.1 のデフォル
ト構成に変換されます。バージョン 6.1 デフォルト・セキュリティー構
成は旧バージョンとほとんど同様に動作しますが、いくつかの変更点があ
ります。

例えば、既存の鍵ファイルとトラスト・ファイルは SSLConfig レパート
リー外に移され、新しい鍵ストア・オブジェクトとトラストストア・オブ
ジェクトが作成されました。

デーモンに属するレパートリーを除いた System Secure Sockets Layer

(SSSL) タイプのすべての SSL 構成レパートリーは、Java Secure Socket

Extension (JSSE) タイプに変換されました。

同じセキュリティー設定を維持するには、バージョン 6.0.x で設定されてい
る WebSphere Application Server のセキュリティー設定をマイグレーション
する必要があります。バージョン 6.1 へのセキュリティー構成のマイグレ
ーションについて詳しくは、WebSphere Application Server インフォメーシ
ョン・センターの『マイグレーション、共存、および相互運用 - セキュリ
ティーに関する考慮事項』を参照してください。

stdin、stdout、stderr、passivation、および作業ディレクトリー

WebSphere Process Server for z/OS では、stdin、stdout、および stderr の出
力がデフォルトで SYSOUT に転送されます。前のバージョンの構成ディレ
クトリーにリダイレクトされる場合は、バージョン 6.1 JCL でこのディレ
クトリーを変更する必要があります。

マイグレーション・ツールは、既存の非活性化ディレクトリーと作業ディレ
クトリーのマイグレーションを試みます。それ以外のディレクトリーについ
ては、バージョン 6.1 の適切なデフォルト設定が使用されます。

非活性化ディレクトリーについて詳しくは、『EJBコンテナー設定』を参照
してください。作業ディレクトリーについて詳しくは、『プロセス定義設
定』を参照してください。

前のバージョンの構成ディレクトリーに WebSphere Process Server for z/OS

ユーザー ID のホーム・ディレクトリーがある場合は、マイグレーションの
前に更新して別のロケーションに配置してください。
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共存シナリオにおいて、異なるバージョンどうしで共通ディレクトリーを使
用すると問題が発生します。

ポートのトランスポート

マイグレーション・ツールにより、すべてのポートがマイグレーションされ
ます。このツールは、構成内でポートがすでに定義されている場合、ポート
競合警告をログに記録します。サーバーを同時に実行できるようにするに
は、すべてのポート競合を解決しておく必要があります。

プロセスの WBIPostUpgrade パートで -portBlock パラメーターを指定する
と、マイグレーションされた各トランスポートに新規の値が割り当てられま
す。

ポートごとに仮想ホスト別名エントリーを手動で追加する必要があります。
詳しくは、『仮想ホストの構成』を参照してください。

Web モジュール

バージョン 6.0.x の WebSphere Process Server に実装された Java 2

Platform, Enterprise Edition (J2EE) の仕様レベルでは、コンテンツ・タイプ
を設定する場合に Web コンテナーでの振る舞いを変更する必要がありまし
た。デフォルトのサーブレット書き込みプロセスによってコンテンツ・タイ
プの設定が行われない場合は、Web コンテナーがそのデフォルトに設定さ
れなくなるだけでなく、Web コンテナーがその呼び出しを「null」として戻
します。この状況になると、一部のブラウザーで結果の Web コンテナー・
タグが正しく表示されなくなる場合があります。この問題の発生を防止する
ために、エンタープライズ・アプリケーションのマイグレーションでは、
Web モジュールの autoResponseEncoding IBM 拡張子が「true」に設定され
ます。

関連概念

2ページの『事前マイグレーションの考慮事項』
WebSphere Process Server の新バージョンへのマイグレーション・プロセスを開
始する前に、ここに示す考慮事項について考慮してください。

18ページの『WebSphere アプリケーションのマイグレーション』
マイグレーションのために既存の WebSphere Process Server アプリケーション
を変更する必要はありません。さまざまなタイプの WebSphere アプリケーショ
ンのマイグレーションについて詳しくは、WebSphere Application Server Network

Deployment インフォメーション・センターの情報を参照してください。

関連情報

プロセス定義設定

Java 仮想マシン設定

マイグレーション、共存、および相互運用 - セキュリティーに関する考慮事項

EJB コンテナー設定

トランスポート・チェーン

仮想ホストの構成

タスクの概説: アプリケーションでのエンタープライズ Bean の使用
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WebSphere アプリケーションのマイグレーション
マイグレーションのために既存の WebSphere Process Server アプリケーションを変
更する必要はありません。さまざまなタイプの WebSphere アプリケーションのマイ
グレーションについて詳しくは、WebSphere Application Server Network Deployment

インフォメーション・センターの情報を参照してください。

ご使用のアプリケーション (WebSphere Process Server 製品に付属していないアプリ
ケーションすべて) は、サポートされるマイグレーション・シナリオではバイナリ
ー互換です。(サポートされるマイグレーションのシナリオについては、
1ページの『マイグレーションの概要』を参照してください)。アプリケーション
は、WebSphere Process Server の新バージョンで実行するためにその一部に変更を
加える必要はありません。

注: バージョン 6.0.1 WebSphere Adapters の場合、互換性を保つにはいくつかの追
加ステップが必要です。このことや、その他の例外について詳しくは、WebSphere

Process Server の技術情報 (WebSphere Process Server 技術情報の Web サイト) を
参照してください。
特定タイプの WebSphere アプリケーションのマイグレーションについて詳しくは、
WebSphere Application Server Network Deployment バージョン 6.1 インフォメーシ
ョン・センターで、『WebSphere アプリケーションのマイグレーション』とその下
位トピックを参照してください。WebSphere Process Server は WebSphere

Application Server Network Deployment を基にしているので、同じ情報が適用されま
す。

WebSphere Adapters のマイグレーションについては、IBM WebSphere Business

Process Management バージョン 6.1 インフォメーション・センターの WebSphere

Integration Developer の資料の中から、ご使用のアダプターに関する資料を参照して
ください。

WebSphere Process Server の最新バージョンで開発されたアプリケーションは、旧
バージョンでは実行できません。ランタイムの互換性についての詳細は、 開発およ
びデプロイメントのバージョン・レベルを参照してください。

関連概念

1ページの『マイグレーションの概要』
WebSphere Process Server および WebSphere Enterprise Service Bus の以前のバ
ージョンからマイグレーションします。

開発およびデプロイメントのバージョン・レベル

ご使用の環境に必要な WebSphere Process Server のバージョン・レベルの決定
は、アプリケーションが開発されたときのバージョン・レベルに依存します。一
般に、前のバージョンの WebSphere Process Server にデプロイされたアプリケ
ーションは、次に入手可能なバージョンの WebSphere Process Server 上で稼働
します。
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スタンドアロン・サーバーのマイグレーション
バージョン 6.0.x のスタンドアロン・サーバーを、バージョン 6.1 のスタンドアロ
ン・サーバーにマイグレーションします。

始める前に

開始する前に:

v Techdoc WP100771: Migrating to WebSphere Application Server for z/OS Version

6.1 をお読みください。

v z/OS に、バージョン 6.0.x の WebSphere Process Server サーバーが入っていま
す。

v z/OS に、バージョン 6.1 の同じタイプの WebSphere Process Server サーバーを
インストールし、構成します。バージョン 6.0.x のサーバーで使用するのと同じ
データベースを使用するために、このサーバーが拡張されています。

プロシージャー

1. バージョン 6.0.x のサーバーを停止します。 MVS コンソールからのサーバー
の開始MVS コンソールからのサーバーの開始を参照してください。

2. WebSphere Process Server データベースをバックアップします。 必要なら、あ
とでバージョン 6.0.x のシステムをリカバリーすることができます。

3. WebSphere Application Server カスタマイズ ISPF パネルからマイグレーショ
ン・ジョブを生成します。

a. TSO セッションで、以下のコマンドを入力します。

ex ’high_level_qualifier.sbboclib(bbowstrt)’ ’appl(bb61) lang(enus)’

ここで、high_level_qualifier は WebSphere Application Server インストー
ル・ライブラリーの高位修飾子です。

b. 「4 - ノードのマイグレーション (4 - Migrate a Node)」を選択し、次に、
「1 スタンドアロン・アプリケーション・サーバー・ノードのマイグレーシ
ョン (1 Migrate a stand-alone application server node)」を選択します。
WebSphere Application Server カスタマイズ ISPF パネルで作業したときに
作成した 2 つの PDS データ・セットに、 WebSphere Application Server

マイグレーション・ジョブが生成されます。以下に例を示します。

ZWPS.WAS.V602.V602SVR.MIG.CNTL
ZWPS.WAS.V602.V602SVR.MIG.DATA

ここで、V602SVR は、マイグレーションされるバージョン 6.0.2 の
WebSphere Process Server サーバーの名前です。

生成される各ジョブのメンバー ZWPS.WAS.V602.V602SVR.MIG.CNTL

(BBOMBINS) に、詳細な説明があります。

4. 生成されたジョブを、マイグレーション・シェル・スクリプトを選出するよう
にカスタマイズします。 スタンドアロン・サーバーでは、必要なのは次の 3

つのジョブだけです。

v BBOWMG1B

v BBOWMG2B
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v BBOWMG3B

a. インストール済みの WebSphere Process Server JCL PDS

(ZWPS.*.*.SBPZJCL) で、次の 3 つのジョブに対応する WebSphere Process

Server マイグレーション・ジョブのサンプルを 3 つ見つけます。

v BPZWMG1B

v BPZWMG2B

v BPZWMG3B

これらのジョブは WebSphere Process Server スクリプト wbimigrt2.sh を呼
び出しますが、このスクリプトは WebSphere Application Server スクリプト
bbomigrt2.sh と非常によく似ています。wbimgrt2.sh スクリプトは、マイグレ
ーション・ユーティリティー WBIPreUpgrade.sh および WBIPostUpgrade.sh

を呼び出します。

b. このジョブを、WebSphere Application Server カスタマイズ・パネルで生成
され、現在は BBOWMGxB ジョブにあるパラメーターを利用するように編
集します。

バージョン 6.0.x サーバーに XA コネクターがインストールされている場合
は、BPZWMG1B と BPZWMG2B を実行するだけです。実際にマイグレーショ
ンを行うのは BPZWMG3B です。

5. サーバーをマイグレーションします。

a. 前のステップで生成した PDS から以下のジョブを実行します。 例えば、
ZWPS.WAS.V602.V602SVR.MIG.CNTL などです。

b. バージョン 6.0.x サーバーに XA コネクターがインストールされていた場
合は、 BPZWMG1B ジョブと BPZWMG2B ジョブを実行します。

c. BPZWMG3B ジョブを実行します。

6. マイグレーションを検証します。 マイグレーション・プロセスが生成する多数
の診断ログ・ファイルを、以下のファイルも含めて、確認する必要がありま
す。

v /WebSphere/V6R1/AppServer/profiles/default/logs にあるすべてのログ・ファイ
ル

v マイグレーション・ジョブで指定した /tmp/migration/nnnnnn ディレクトリー
にあるすべてのログ・ファイル

これらのファイルのほとんどは ASCII ファイルとして生成されるため、TSO

から表示する場合は、 EBCDIC に変換する必要があります。スクリプトの表
示、編集、実行に使用するツールで、スクリプトが EBCDIC フォーマットであ
る必要がある場合は、 iconv コマンドを使用してファイルを EBCDIC に変換
します。以下に例を示します。

iconv –t IBM-1047 –f ISO8859-1 createTable_AppScheduler.sql >
createTable_AppScheduler_EBCDIC.sql

ファイルを ASCII フォーマットから EBCDIC に変換したものの、 ASCII フ
ォーマットで実行する必要がある場合は、iconv を使用して、 ASCII に戻しま
す。以下に例を示します。

iconv -t ISO8859-1 -f IBM-1047 createTable_AppScheduler_EBCDIC.sql >
createTable_AppScheduler.sql
createTable_AppScheduler.sql
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7. WebSphere Process Server データベースをアップグレードします。 いずれかの
WebSphere Process Server データベースをアップグレードする必要がある場
合、バージョン 6.1 サーバーの /WebSphere/V6R1/AppServer/dbscripts ディレク
トリーに、SQL スクリプトが生成されます。この SQL スクリプトは、データ
ベース固有のディレクトリーに生成されます。 以下に例を示します。

/WebSphere/V6R1/AppServer/dbscripts/CommonDB/DB2zOSV8/upgradeSchema602.sql
/WebSphere/V6R1/AppServer/dbscripts/ProcessChoreographer/DB2zOSV8/
upgradeTablespaces602.sql
/WebSphere/V6R1/AppServer/dbscripts/ProcessChoreographer/DB2zOSV8/
upgradeSchema602.sql

a. 作業ディレクトリーにスクリプトをコピーします。

b. ファイルのコピーに適切なアクセス権を割り当てます。以下に例を示しま
す。

chmod 755 upgradeSchema602.sql

c. 必要に応じてファイル内の値を編集します。必要なら、 ASCII から
EBCDIC に変換してください。

d. カスタマイズしたスクリプトを任意のツールで実行します。 例えば、
DBUtility.sh または SPUFI などです。

8. Business Process Choreographer Observer を使用する場合は、マイグレーショ
ン・プロセスで、Observer 製品の SQL スクリプトも生成されます。バージョ
ン 6.1 サーバーで Observer を使用可能にするには、これらの SQL ファイル
を実行する必要があります。この SQL スクリプトは編集しないでください。
SQL スクリプトは、 /WebSphere/V6R1/AppServer/profiles/default/dbscripts/

ProcessChoreographer/DB2zOSV8/dbname/dbschema/createSchema_Observer.sql の構
成ファイル・システムに生成されます。ここで、dbname はデータベースの名
前、dbschema はデータベース・スキーマの名前です。

9. ZWPS.WAS.V602.V602SVR.MIG.CNTL から BBOMBCP ジョブを実行して、バ
ージョン 6.0.x の開始済みタスク・メンバーを新しいバージョン 6.1 のメンバ
ーで置き換えることにより、 USER.PROCLIB 内の開始済みタスクの JCL メン
バーが置き換えられます。

10. サーバーを始動します。

11. サーバーのアドレス・スペースの SYSLOG 出力ファイルを調べて、始動エラ
ーがないかどうかを確認します。

結果

スタンドアロン・サーバーがバージョン 6.1 にマイグレーションされます。

Network Deployment 環境のマイグレーション

このタスクについて

以下のステップで、デプロイメント・マネージャーを 1 つと管理対象ノードを 2

つ備える WebSphere Process Server Network Deployment 構成をマイグレーションす
る方法を説明します。

プロシージャー

1. 22ページの『デプロイメント・マネージャーのマイグレーション』
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2. 24ページの『管理対象ノードのマイグレーション』

デプロイメント・マネージャーのマイグレーション
バージョン 6.0.x のデプロイメント・マネージャーをバージョン 6.1 のデプロイメ
ント・マネージャーにマイグレーションします。

始める前に

開始する前に:

v Techdoc WP100771: Migrating to WebSphere Application Server for z/OS Version

6.1 をお読みください。

v z/OS に、バージョン 6.0.x の WebSphere Process Server Network Deployment 構
成が入っています。

v z/OS に、バージョン 6.1 の同じタイプの WebSphere Process Server Network

Deployment 構成をインストールし、構成します。バージョン 6.0.x の構成で使用
するのと同じデータベースを使用するために、バージョン 6.1 の構成は拡張され
ています。

プロシージャー

1. バージョン 6.0.x のシステムで、WebSphere Application Server カスタマイズ
ISPF パネルからマイグレーション・ジョブを生成します。

a. TSO セッションで、以下のコマンドを入力します。

ex ’high_level_qualifier.sbboclib(bbowstrt)’ ’appl(bb61) lang(enus)’

ここで、high_level_qualifier は WebSphere Application Server インストール・
ライブラリーの高位修飾子です。

b. 「4 - ノードのマイグレーション (4 - Migrate a Node)」を選択し、次に、
「2 - デプロイメント・マネージャーのマイグレーション (2 - Migrate a
deployment manager)」を選択します。 WebSphere Application Server カスタ
マイズ ISPF パネルで作業したときに作成した 2 つの PDS データ・セット
に、 WebSphere Application Server マイグレーション・ジョブが生成されま
す。

2. 生成されたマイグレーション・ジョブを、ユーザー指定のパラメーターを選出す
るようにカスタマイズします。デプロイメント・マネージャーでは、カスタマイ
ズが必要なジョブは BBOWMG3D だけです。

a. インストール済みの WebSphere Process Server JCL PDS(ZWPS.**.SBPZJCL)

で、サンプルの WebSphere Process Server マイグレーション・ジョブ
BPZWMG3D を見つけます。このジョブは WebSphere Process Server スクリ
プト wbimigrt2.sh を呼び出しますが、このスクリプトは WebSphere

Application Server スクリプト bbomigrt2.sh と非常によく似ています。
wbimgrt2.sh スクリプトは、マイグレーション・ユーティリティー
WBIPreUpgrade.sh および WBIPostUpgrade.sh を呼び出します。

b. ジョブ BPZWMG3D を、WebSphere Application Server カスタマイズ・パネ
ルで生成され、現在は BBOWMG3D ジョブにあるパラメーターを利用する
ように編集します。

22 マイグレーション
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3. バージョン 6.0.x のデプロイメント・マネージャーを停止します。 MVS コンソ
ールからのサーバーの開始MVS コンソールからのサーバーの開始を参照してく
ださい。

4. WebSphere Process Server データベースをバックアップします。 必要なら、あ
とでバージョン 6.0.x のシステムをリカバリーすることができます。

5. 編集した BBOWMG3D ジョブを実行依頼します。

6. /tmp/migrate/XXXXX/BBOWMG3D.out の出力を調べて、以下のテキストが含まれ
るメッセージにあるコマンドの名前を書き留めます。

[wsadmin] You must manually update the Process Choreographer cluster
’ClusterT4’ when half of the nodes have been migrated

このメッセージにあるように、ノードの半分のマイグレーションが完了したら、
このコマンドを実行する必要があります。

7. WebSphere Process Server データベースをアップグレードします。 いずれかの
WebSphere Process Server データベースをアップグレードする必要がある場合、
バージョン 6.1 サーバーの /WebSphere/V6R1/DeploymentManager/dbscripts ディ
レクトリーに、SQL スクリプトが生成されます。この SQL スクリプトは、デー
タベース固有のディレクトリーに生成されます。 以下に例を示します。

/WebSphere/V6R1/DeploymentManager/dbscripts/CommonDB/DB2zOSV8/
upgradeSchema602.sql
/WebSphere/V6R1/DeploymentManager/dbscripts/ProcessChoreographer/DB2zOSV8/
upgradeTablespaces602.sql
/WebSphere/V6R1/DeploymentManager/dbscripts/ProcessChoreographer/DB2zOSV8/
upgradeSchema602.sql

a. 作業ディレクトリーにスクリプトをコピーします。

b. ファイルのコピーに適切なアクセス権を割り当てます。以下に例を示しま
す。

chmod 755 upgradeSchema602.sql

c. 必要に応じてファイル内の値を編集します。必要なら、 ASCII から EBCDIC

に変換してください。

d. カスタマイズしたスクリプトを任意のツールで実行します。 例えば、
DBUtility.sh または SPUFI などです。

8. 生成された JCL ライブラリーから BBOMDCP ジョブを実行して、
USER.PROCLIB の開始済みタスクの JCL メンバーを更新します。 このジョブ
は、バージョン 6.0.x の開始済みタスク・メンバーを、新しいバージョン 6.1 の
メンバーで置き換えます。

9. デプロイメント・マネージャーを始動します。 MVS コンソールからのサーバー
の開始MVS コンソールからのサーバーの開始を参照してください。

結果

デプロイメント・マネージャーがバージョン 6.1 にマイグレーションされます。

次のタスク

次に、セル内の個々の管理対象ノードをマイグレーションします。 24ページの『管
理対象ノードのマイグレーション』を参照してください。
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管理対象ノードのマイグレーション
バージョン 6.0.x の管理対象ノードをバージョン 6.1 の管理対象ノードにマイグレ
ーションします。

始める前に

開始する前に:

v デプロイメント・マネージャーをマイグレーションします。.

プロシージャー

1. バージョン 6.0.x のシステムで、WebSphere Application Server カスタマイズ
ISPF パネルからマイグレーション・ジョブを生成します。

a. TSO セッションで、以下のコマンドを入力します。

ex ’high_level_qualifier.sbboclib(bbowstrt)’ ’appl(bb61) lang(enus)’

ここで、high_level_qualifier は WebSphere Application Server インストール・
ライブラリーの高位修飾子です。

b. 「4 - ノードのマイグレーション (4 - Migrate a Node)」を選択し、次に、
「3 - 統合ノードのマイグレーション (3 - Migrate a federated node)」を選
択します。 WebSphere Application Server カスタマイズ ISPF パネルで作業
したときに作成した 2 つの PDS データ・セットに、 WebSphere Application

Server マイグレーション・ジョブが生成されます。

2. 生成されたマイグレーション・ジョブを、ユーザー指定のパラメーターを選出す
るようにカスタマイズします。管理対象ノードでは、
BBOWMG1F、BBOWMG2F、BBOWMG3F の各ジョブをカスタマイズします。

a. インストール済みの WebSphere Process Server JCL PDS(ZWPS.**.SBPZJCL)

で、対応するサンプルの WebSphere Process Server マイグレーション・ジョ
ブ (BPZWMG1F、BPZWMG2F、および BPXWMG3F) を見つけます。これら
のジョブは WebSphere Process Server スクリプト wbimigrt2.sh を呼び出しま
すが、このスクリプトは WebSphere Application Server スクリプト
bbomigrt2.sh と非常によく似ています。wbimgrt2.sh スクリプトは、マイグレ
ーション・ユーティリティー WBIPreUpgrade.sh および WBIPostUpgrade.sh

を呼び出します。

b. ジョブ BPZWMGxF を、WebSphere Application Server カスタマイズ・パネ
ルで生成され、現在は BBOWMGxF ジョブにあるパラメーターを利用するよ
うに編集します。

3. バージョン 6.0.x の管理対象ノード・サーバーを停止しますが、デプロイメン
ト・マネージャーが稼働していることを確認してください。 MVS コンソールか
らのサーバーの開始MVS コンソールからのサーバーの開始を参照してくださ
い。

4. WebSphere Process Server データベースをバックアップします。 必要なら、あ
とでバージョン 6.0.x のシステムをリカバリーすることができます。

5. 編集した BPZWMGxF ジョブを実行依頼します。バージョン 6.0.x サーバーに
XA コネクターがインストールされている場合は、BPZWMG1F と BPZWMG2F

だけを実行する必要があります。実際にマイグレーションを行うのは
BPZWMG3F です。
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6. 生成した CNTL データ・セットで BBOWMG3D ジョブを実行依頼します。

7. 管理対象ノードの半分のマイグレーションが完了したら、サーバーがすべて停止
し、デプロイメント・マネージャーが稼働していることを確認して、デプロイメ
ント・マネージャー上で wsadmin.sh コマンドを実行します。 22ページの『デ
プロイメント・マネージャーのマイグレーション』を参照してください。ノード
のいずれかがまだ稼働していると、コマンドは失敗します。 以下に例を示しま
す。

wsadmin.sh -f ProcessChoreographer/config/bpeupgrade.jacl -cluster ClusterT4
-migrationFrom 6.0.2.1

8. 生成された JCL ライブラリーから BBOMMCP ジョブを実行して、
USER.PROCLIB の開始済みタスクの JCL メンバーを更新します。 このジョブ
は、バージョン 6.0.x の開始済みタスク・メンバーを、新しいバージョン 6.1 の
メンバーで置き換えます。

9. バージョン 6.1 の管理対象ノード・サーバーを始動します。 MVS コンソール
からのサーバーの開始MVS コンソールからのサーバーの開始を参照してくださ
い。

マイグレーションの検査
ログ・ファイルを確認し、管理コンソールで操作を確認して、マイグレーションが
正常に行われたことを検査します。

始める前に

マイグレーションされたサーバーが始動していることを確認してください。

プロシージャー

1. WBIPostUpgrade コマンドおよび WBIProfileUpgrade.ant スクリプトのマイグレー
ション・ログ・ファイルを確認します。

a. backupDirectory/logs/WBIPostUpgradetimestamp.log ファイルで、以下のメッセ
ージのいずれかがあるかどうかを調べます。 (backupDirectory は、マイグレ
ーション中に、マイグレーションされたデータがまず保管され、後で取り出
されるディレクトリーであり、マイグレーション・ウィザードか、
WBIPreUpgrade または WBIPostUpgrade コマンドで指定されています。)

v MIGR0259I: マイグレーションは正常に完了しました。

v MIGR0271W: マイグレーションは、1 つ以上の警告を伴って、正常に完了し
ました。

b. backupDirectory/logs/WBIProfileUpgrade.anttimestamp.log ファイルで、「BUILD

SUCCESSFUL」というメッセージがあるかどうかを調べます。

これらのログ・ファイルの両方で、上記のメッセージによって成功したことが示
された場合に、マイグレーションが正常に行われたと見なすことができます。

2. logs ディレクトリーのログ・ファイルを確認します。 例えば、スタンドアロ
ン・サーバーのログは /WebSphere/V6R1/AppServer/profiles/default/logs ディレク
トリーで確認します。

3. 管理コンソールで操作を確認します。

a. 管理コンソール (Integrated Solutions Console) を開きます。
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b. ナビゲーション・パネルから「アプリケーション」>「エンタープライズ・ア
プリケーション」を選択します。

c. 右側のパネルで、リストされているすべてのアプリケーションが開始してい
ること (緑の「開始済み」アイコンで示される) を確認します。

d. ナビゲーション・パネルから「リソース」>「JDBC」>「ビジネス・インテグ
レーション・データ・ソース (Business Integration Data Sources)」を選択し
ます。

e. このパネルにリストされている WebSphere Process Server データ・ソースご
とに、チェック・ボックスを選択してから、「テスト接続」を選択します。

f. データ・ソースごとに、「ノード Dmgr1Node1 にあるサーバー Dmgr1 上の
データ・ソース WPS_DataSource のテスト接続が成功しました。」に類似し
たメッセージが返されます。

次のタスク

マイグレーションが正常に行われた場合、サーバーの使用を開始できます。マイグ
レーションが正常に完了しなかった場合は、 50ページの『バージョン間のマイグレ
ーションのトラブルシューティング』でトラブルシューティングの情報を参照して
ください。

関連タスク

27ページの『環境のロールバック』
WebSphere Process Server バージョン 6.1 環境へのマイグレーション後に、バー
ジョン 6.0.x 環境にロールバックできます。これによって、構成はマイグレーシ
ョン前の状態に戻ります。環境のロールバック後に、マイグレーション・プロセ
スを再開できます。

50ページの『バージョン間のマイグレーションのトラブルシューティング』
WebSphere Process Server の古いバージョンからのマイグレーション時に問題が
発生した場合は、このページのトラブルシューティングのヒントを参照してくだ
さい。

関連情報

エンタープライズ・アプリケーションの管理

コンソールの「エンタープライズ・アプリケーション」ページ (「アプリケーシ
ョン」>「エンタープライズ・アプリケーション」とクリックして表示) を使用
して、サーバーにインストールされているエンタープライズ・アプリケーション
の表示および管理を行います。

事後マイグレーション構成検査
マイグレーション後に、いくつかの構成設定を確認する必要があります。設定を変
更するか、さらにバージョン 6.1 サーバーを構成しなければならない場合がありま
す。

始める前に

サーバーまたはクラスターのマイグレーションを完了し、マイグレーションが正常
に行われたことを確認済みである必要があります。
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このタスクについて

ご使用の環境に該当する場合は、以下の検査を実行します。

v バージョン 6.0.x で使用していた Lightweight Third Party Authentication (LTPA)

セキュリティー設定を検査して、バージョン 6.1 セキュリティーが適切に設定さ
れているか確認します。

v logs ディレクトリーの WBIPostUpgrade.log ファイルを調べ、マイグレーショ
ン・ツールによってマイグレーションされなかった JSP オブジェクトの詳細を確
認します。

バージョン 6.1 が、JSP オブジェクトの構成レベルをサポートしていない場合、
マイグレーション・ツールは出力の際にオブジェクトを認識して、ログに記録し
ます。

v ご使用の Java 仮想マシンの設定を見直して、推奨ヒープ・サイズを使用してい
ることを確認してください。『Java 仮想マシン設定』を参照してください。この
リンクの情報は、WebSphere Process Server サーバーと WebSphere Application

Server のサーバーに適用されます。

v Cloudscape データベースの自動マイグレーションの結果を検証し、ツールによっ
て自動的にマイグレーションされていない Cloudscape データベースがあれば手動
でマイグレーションします。詳しくは、 34ページの『Cloudscape データベースの
マイグレーション』を参照してください。

環境のロールバック
WebSphere Process Server バージョン 6.1 環境へのマイグレーション後に、バージ
ョン 6.0.x 環境にロールバックできます。これによって、構成はマイグレーション
前の状態に戻ります。環境のロールバック後に、マイグレーション・プロセスを再
開できます。

このタスクについて

一般に、マイグレーションを行っても、旧リリースの構成は何も変わりません。た
だし、最小限の変更が行われる場合もあります。例えば、デプロイメント・マネー
ジャーや管理対象ノードなどの変更で、これらの変更は元に戻すことが可能です。

以下のサブトピックで、このような場合について詳細に説明しています。

関連概念

2ページの『事前マイグレーションの考慮事項』
WebSphere Process Server の新バージョンへのマイグレーション・プロセスを開
始する前に、ここに示す考慮事項について考慮してください。

関連タスク

25ページの『マイグレーションの検査』
ログ・ファイルを確認し、管理コンソールで操作を確認して、マイグレーション
が正常に行われたことを検査します。
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デプロイメント・セルのロールバック
restoreConfig および wsadmin コマンドを使用して、マイグレーション済みの
WebSphere Process Server バージョン 6.1 デプロイメント・セルを、バージョン
6.0.x にロールバックすることができます。これによって、構成はマイグレーション
前の状態に戻ります。デプロイメント・セルをロールバックした後、マイグレーシ
ョン・プロセスを再開できます。

始める前に

バージョン 6.0.x のデプロイメント・セルをマイグレーションする場合、マイグレ
ーション後に以前の状態にロールバックできるようにするには、以下の操作を実行
します。

1. WebSphere Process Server コンポーネントをサポートするデータベースをバック
アップします。

2. backupConfig コマンドまたは望ましいバックアップ・ユーティリティーを使用
して、既存の構成をバックアップします。

v backupConfig コマンドまたは望ましいユーティリティーを実行して、バージ
ョン 6.0.x デプロイメント・マネージャー構成をバックアップします。

重要: このバックアップした構成の正しい名前と場所をメモしておいてくださ
い。

WebSphere Application Server Network Deployment バージョン 6.1 インフォメ
ーション・センターの『backupConfig コマンド』を参照してください。

v backupConfig コマンドまたは望ましいユーティリティーを実行して、バージ
ョン 6.0.x 管理対象ノード構成をバックアップします。

重要: これらのバックアップした各構成の正しい名前と場所をメモしておいて
ください。

WebSphere Application Server Network Deployment バージョン 6.1 インフォメ
ーション・センターの『backupConfig コマンド』を参照してください。

3. デプロイメント・セルをマイグレーションします。

プロシージャー

1. WebSphere Process Server バージョン 6.1 環境で現在実行中のサーバーをすべて
停止します。

2. バージョン 6.1 デプロイメント・マネージャーにマイグレーションしたとき、以
前のデプロイメント・マネージャーを使用不可にすることを選択した場合、以下
のいずれか 1 つの操作を実行します。

a. backupConfig コマンドまたは望ましいバックアップ・ユーティリティーを使
用して、以前のデプロイメント・マネージャーの構成をバックアップした場
合、restoreConfig コマンドまたは望ましいユーティリティーを実行して、デ
プロイメント・マネージャーの バージョン 6.0.x 構成をリストアします。

重要: デプロイメント・マネージャーをマイグレーションした直前に作成した
同じバックアップ構成をリストアするようにしてください。
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WebSphere Application Server Network Deployment バージョン 6.1 インフォ
メーション・センターの『restoreConfig コマンド』を参照してください。

b. 以前のデプロイメント・マネージャー構成をバックアップしなかった場合、
wsadmin コマンドを使用して、デプロイメント・マネージャーのバージョン
5.x または 6.0.x の WAS_HOME/bin ディレクトリーから
migrationDisablementReversal.jacl スクリプトを実行してください。

以下のパラメーターを使用します。

./wsadmin.sh -f migrationDisablementReversal.jacl -conntype NONE

ヒント: migrationDisablementReversal.jacl スクリプトの実行に問題がある場
合、スクリプト内のステップを手動で実行してみてください。

1) 以下のディレクトリーに移動します。

WAS_HOME/config/cells/cell_name/nodes/node_name

ここで、node_name はロールバック対象のデプロイメント・マネージャ
ー・ノードの名前です。

2) serverindex.xml_disabled ファイルがこのディレクトリーに表示された場
合、以下の操作を実行します。

a) serverindex.xml ファイルを削除するか名前変更します。

b) serverindex.xml_disabled ファイルを serverindex.xml に名前変更しま
す。

3. ロールバックが必要なデプロイメント・セルの管理対象ノードそれぞれについ
て、以下のいずれか 1 つの操作を実行します。

a. backupConfig コマンドまたは望ましいバックアップ・ユーティリティーを使
用して、以前の管理対象ノードの構成をバックアップした場合、
restoreConfig コマンドまたは望ましいユーティリティーを実行して、管理対
象ノードのバージョン 6.0.x 構成をリストアします。

重要: 管理対象ノードをマイグレーションした直前に作成した同じバックアッ
プ構成をリストアするようにしてください。

WebSphere Application Server Network Deployment バージョン 6.1 インフォ
メーション・センターの『restoreConfig コマンド』を参照してください。

b. 以前の管理対象ノード構成をバックアップしなかった場合、wsadmin コマン
ドを使用して、管理対象ノードの バージョン 6.0.x profile_root/bin ディレク
トリーから migrationDisablementReversal.jacl スクリプトを実行してくださ
い。

ヒント: migrationDisablementReversal.jacl スクリプトの実行に問題がある場
合、スクリプト内のステップを手動で実行してみてください。

1) 以下のディレクトリーに移動します。

profile_root/config/cells/cell_name/nodes/node_name

ここで、node_name はロールバックする管理対象ノードの名前です。

2) serverindex.xml_disabled ファイルがこのディレクトリーに表示された場
合、以下の操作を実行します。
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a) serverindex.xml ファイルを削除するか名前変更します。

b) serverindex.xml_disabled ファイルを serverindex.xml に名前変更しま
す。

c. 以前の管理対象ノード構成をバックアップしなかった場合、wsadmin コマン
ドを使用して、管理対象ノードの バージョン 6.0.x install_root/bin ディレク
トリーから migrationDisablementReversal.jacl スクリプトを実行してくださ
い。

以下のパラメーターを使用します。

./wsadmin.sh -f migrationDisablementReversal.jacl -conntype NONE

ヒント: migrationDisablementReversal.jacl スクリプトの実行に問題がある場
合、スクリプト内のステップを手動で実行してみてください。

1) 以下のディレクトリーに移動します。

install_root/config/cells/cell_name/nodes/node_name

ここで、node_name はロールバックする管理対象ノードの名前です。

2) serverindex.xml_disabled ファイルがこのディレクトリーに表示された場
合、以下の操作を実行します。

a) serverindex.xml ファイルを削除するか名前変更します。

b) serverindex.xml_disabled ファイルを serverindex.xml に名前変更しま
す。

4. バージョン 6.1 デプロイメント・マネージャーが実行しているときに管理対象ノ
ードも実行中の場合、管理対象ノードを同期化します。

WebSphere Application Server Network Deployment バージョン 6.1 インフォメー
ション・センターの『wsadmin ツールによるノードの同期化』を参照してくださ
い。

5. バージョン 6.1 へのマイグレーション中に、インストールしたアプリケーション
を以前のリリースと同じ場所に保持するよう選択したとき、バージョン 6.1 のア
プリケーションで以前のリリースとの互換性のないものがある場合は、互換性の
あるアプリケーションをインストールしてください。

6. バージョン 6.1 プロファイルを削除します。

WebSphere Application Server Network Deployment バージョン 6.1 インフォメー
ション・センターの『プロファイルの削除』を参照してください。

7. データベースをロールバックします。 (アップグレードされた WebSphere

Process Server コンポーネントをサポートするデータベースに対して、マイグレ
ーション・ツールによって自動で、または手動で、マイグレーション・プロセス
を開始する前に作成したバックアップをリストアします。)

8. ロールバックしたデプロイメント・マネージャーとその管理対象ノードを、バー
ジョン 6.0.x 環境で開始します。

結果

構成はマイグレーション前の状態に戻ります。

次のタスク

30 マイグレーション

http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/wasinfo/v6r1/topic/com.ibm.websphere.nd.multiplatform.doc/info/ae/ae/txml_sync.html
http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/wasinfo/v6r1/topic/com.ibm.websphere.nd.multiplatform.doc/info/ae/ae/tpro_removeprofile.html


マイグレーション・プロセスを再開する必要があれば、ここで再開できます。

関連タスク

『管理対象ノードのロールバック』
restoreConfig および wsadmin コマンドを使用して、マイグレーション済みの
WebSphere Process Server バージョン 6.1 管理対象ノードを、マイグレーション
前の状態にロールバックすることができます。ロールバックする各管理対象ノー
ドに対して、管理対象ノードそれ自体と、デプロイメント・マネージャーにある
マスター・リポジトリーに加えた対応する変更をロールバックする必要がありま
す。

デプロイメント・マネージャーのマイグレーション

コマンド行ツールを使用して、デプロイメント・マネージャーを WebSphere

Process Server の古いバージョンから新しいバージョンにマイグレーションしま
す。

関連情報

restoreConfig コマンド

backupConfig コマンド

wsadmin ツールによるノードの同期化

管理対象ノードのロールバック
restoreConfig および wsadmin コマンドを使用して、マイグレーション済みの
WebSphere Process Server バージョン 6.1 管理対象ノードを、マイグレーション前
の状態にロールバックすることができます。ロールバックする各管理対象ノードに
対して、管理対象ノードそれ自体と、デプロイメント・マネージャーにあるマスタ
ー・リポジトリーに加えた対応する変更をロールバックする必要があります。

始める前に

バージョン 6.0.x の管理対象ノードをマイグレーションする場合、マイグレーショ
ン後に以前の状態にロールバックできるようにするには、以下の操作を実行しま
す。

1. WebSphere Process Server コンポーネントをサポートするデータベースをバック
アップします。

2. backupConfig コマンドまたは望ましいバックアップ・ユーティリティーを使用
して、既存の構成をバックアップします。

v backupConfig コマンドまたは望ましいユーティリティーを実行して、バージ
ョン 6.0.x デプロイメント・マネージャー構成をバックアップします。

重要: このバックアップした構成の正しい名前と場所をメモしておいてくださ
い。

WebSphere Application Server Network Deployment バージョン 6.1 インフォメ
ーション・センターの『backupConfig コマンド』を参照してください。

v backupConfig コマンドまたは望ましいユーティリティーを実行して、バージ
ョン 6.0.x 管理対象ノード構成をバックアップします。
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重要: このバックアップした構成の正しい名前と場所をメモしておいてくださ
い。

WebSphere Application Server Network Deployment バージョン 6.1 インフォメ
ーション・センターの『 backupConfig コマンド』を参照してください。

3. 管理対象ノードをマイグレーションします。

必要な場合、マイグレーションしたばかりの管理対象ノードをロールバックするこ
とができます。

重要: ロールバックするバージョン 6.0.x 管理対象ノードをマイグレーションする
前の状態のバージョン 6.1 デプロイメント・マネージャー構成のバックアップ・コ
ピーを持たない場合、この項目で説明する手順は使用できず、 28ページの『デプロ
イメント・セルのロールバック』で説明するようにセル全体をロールバックする必
要があります。

このタスクについて

別の管理対象ノードのロールバックに進む前に、マイグレーション済みの管理対象
ノードごとに、バックアップおよびロールバック操作をすべて実行する必要があり
ます。

プロシージャー

1. データベースをロールバックします。 (アップグレードされた WebSphere

Process Server コンポーネントをサポートするデータベースに対して、マイグレ
ーション・ツールによって自動で、または手動で、マイグレーション・プロセス
を開始する前に作成したバックアップをリストアします。)

2. バージョン 6.1 環境で現在実行中のサーバーをすべて停止します。

3. 以前の構成をリストアします。

a. restoreConfig コマンドまたは望ましいユーティリティーを実行して、バージ
ョン 6.1 デプロイメント・マネージャー構成をリストアします。

重要: 管理対象ノードをマイグレーションした直前に作成した同じバックアッ
プ構成をリストアするようにしてください。

WebSphere Application Server Network Deployment バージョン 6.1 インフォ
メーション・センターの『 restoreConfig コマンド』を参照してください。

b. 以下のアクションのいずれかを実行して、管理対象ノードのバージョン 6.0.x

構成をリストアします。

v restoreConfig コマンドまたは望ましいユーティリティーを実行して、バー
ジョン 6.0.x 構成をリストアします。

WebSphere Application Server Network Deployment バージョン 6.1 インフ
ォメーション・センターの『 restoreConfig コマンド』を参照してくださ
い。

v wsadmin コマンドを使用して、バージョン 6.1 からロールバックする必要
のある管理対象ノードのバージョン 6.0.x の install_root/bin ディレクトリ
ーから、migrationDisablementReversal.jacl スクリプトを実行してください。
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以下のパラメーターを使用します。

./wsadmin.sh -f migrationDisablementReversal.jacl -conntype NONE

ヒント: migrationDisablementReversal.jacl スクリプトの実行に問題がある場
合、スクリプト内のステップを手動で実行してみてください。

1) 以下のディレクトリーに移動します。

WAS_HOME/config/cells/cell_name/nodes/node_name

ここで、node_name はロールバックする管理対象ノードの名前です。

2) serverindex.xml_disabled ファイルがこのディレクトリーに表示された場
合、以下の操作を実行します。

a) serverindex.xml ファイルを削除するか名前変更します。

b) serverindex.xml_disabled ファイルを serverindex.xml に名前変更しま
す。

4. バージョン 6.1 デプロイメント・マネージャーを始動します。

5. 管理対象ノードを同期化します。

WebSphere Application Server インフォメーション・センターの『wsadmin ツー
ルによるノードの同期化』を参照してください。

6. バージョン 6.1 へのマイグレーション中に、インストールしたアプリケーション
を以前のリリースと同じ場所に保持するよう選択したとき、バージョン 6.1 のア
プリケーションで以前のリリースとの互換性のないものがある場合は、互換性の
あるアプリケーションをインストールしてください。

7. バージョン 6.1 環境で、ロールバックされた管理対象ノードを開始します。

結果

構成はマイグレーション前の状態に戻ります。

次のタスク

マイグレーション・プロセスを再開する必要があれば、ここで再開できます。

関連タスク

28ページの『デプロイメント・セルのロールバック』
restoreConfig および wsadmin コマンドを使用して、マイグレーション済みの
WebSphere Process Server バージョン 6.1 デプロイメント・セルを、バージョン
6.0.x にロールバックすることができます。これによって、構成はマイグレーシ
ョン前の状態に戻ります。デプロイメント・セルをロールバックした後、マイグ
レーション・プロセスを再開できます。

管理対象ノードの移行 (Migrating a managed node)

コマンド行ツールを使用して、非クラスター管理対象ノードを WebSphere

Process Server の古いバージョンから新しいバージョンにマイグレーションしま
す。

関連情報

restoreConfig コマンド
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backupConfig コマンド

wsadmin ツールによるノードの同期化

Cloudscape データベースのマイグレーション
マイグレーション・ツールを使用して WebSphere Process Server バージョン 6.1 に
マイグレーションした後、Cloudscape データベースの自動マイグレーションの結果
を検査して、ツールによって自動的にマイグレーションされていない Cloudscape デ
ータベース・インスタンスがあれば、手動でマイグレーションします。

始める前に

1ページの『マイグレーションの概要』および 2ページの『事前マイグレーション
の考慮事項』を参照してください。

ヒント:

v Cloudscape データベースをマイグレーションする前に、Cloudscape データベース
を使用するアプリケーションをホスティングしているサーバーがシャットダウン
されているか確認します。シャットダウンされていないサーバーがあると、
Cloudscape のマイグレーションに失敗します。

v マイグレーション・ツールを実行する前に、デバッグ・マイグレーション・トレ
ース がアクティブであるか確認します。デフォルトでは、このトレース機能は有
効になっています。デバッグ・マイグレーション・トレースが無効の場合に再び
有効化するには、以下のいずれか 1 つのトレース・オプションを設定します。

– all traces*=all

– com.ibm.ws.migration.WASUpgrade=all

このタスクについて

WebSphere Process Server バージョン 6.1 では Cloudscape バージョン 10.1 が必要
です。

Cloudscape バージョン 10.1 は純粋な Java データベース・サーバーで、Apache

Derby ランタイムを、IBM ソフトウェア・サポートの完全なサービスを使用できる
機能と結合したものです。 Cloudscape バージョン 10.1 に関する包括的な情報につ
いては、Cloudscape 製品の Web ページを参照してください。

マイグレーションするときの問題のトラブルシューティングのヘルプについては、
50ページの『バージョン間のマイグレーションのトラブルシューティング』を参照
してください。

プロシージャー

1. Cloudscape データベース・インスタンスの自動マイグレーションを検査します。

WebSphere Process Server バージョン 6.0.x から バージョン 6.1 にマイグレー
ションすると、マイグレーション・ツールは、UDDI レジストリーなどの一部の
内部コンポーネントによって、組み込みのフレームワークを経由してアクセスさ
れるデータベース・インスタンスを自動的にアップグレードします。またこのツ
ールでは、ご使用のアプリケーションが組み込みフレームワークを経由してアク
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セスする Cloudscape インスタンスもアップグレードしようとします。マイグレ
ーション・ツールを実行した後、これらのマイグレーションの結果を検査する必
要があります。

36ページの『Cloudscape v10.1.x 自動マイグレーションの検査』を参照してくだ
さい。

2. 必要に応じて、Cloudscape データベース・インスタンスを手動でマイグレーショ
ンします。

バージョン 6.1 マイグレーション・ツールは、Cloudscape ネットワーク・サー
バー・フレームワークを経由してアプリケーションとの間で処理を行うデータベ
ース・インスタンスの自動マイグレーションを試行しません。このように除外す
ることで、WebSphere Process Server からアクセスするデータベース・インスタ
ンスと同じデータベース・インスタンスにアクセスするサード・パーティー・ア
プリケーションを破損するリスクがなくなります。

Cloudscape ネットワーク・サーバー・フレームワーク経由でアクセスするデータ
ベース・インスタンスと、自動マイグレーションに失敗した Cloudscape インス
タンスを手動でマイグレーションする方法についての詳細は、 40ページの『手
動による Cloudscape のアップグレード』を参照してください。

3. UDDI レジストリーが Cloudscape ネットワーク・サーバー・フレームワーク上
のデータベースを使用する場合、UDDI レジストリーを手動でマイグレーション
します。

45ページの『UDDI レジストリーのマイグレーション』を参照してください。

関連概念

12ページの『旧バージョンからマイグレーションするときのデータ処理方法』
WebSphere Process Server のバージョン間マイグレーション・ツールは、さまざ
まなデータ・セット (エンタープライズ・アプリケーション・データ、構成デー
タ、およびシステム・アプリケーション・データ) をそれぞれ異なる方法で処理
します。

2ページの『事前マイグレーションの考慮事項』
WebSphere Process Server の新バージョンへのマイグレーション・プロセスを開
始する前に、ここに示す考慮事項について考慮してください。

1ページの『マイグレーションの概要』
WebSphere Process Server および WebSphere Enterprise Service Bus の以前のバ
ージョンからマイグレーションします。

関連タスク

36ページの『Cloudscape v10.1.x 自動マイグレーションの検査』
WebSphere Process Server バージョン 6.1.x を使用するには、バージョン
v10.1.x 以上の Cloudscape を実行する必要があります (Cloudscape v10.1.x は、
Apache Derby バージョン 10.1 のコード・ベースで構成されていることに注意
してください。) WebSphere Process Server バージョン 6.1 のアップグレード中
に、マイグレーション・ツールは、UDDI レジストリーなどの一部の内部コンポ
ーネントによって、組み込みフレームワークを経由してアクセスされるデータベ
ース・インスタンスを自動的にアップグレードします。また、このツールは、使
用中のアプリケーションが組み込みフレームワークを経由してアクセスする
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Cloudscape インスタンスもアップグレードしようとします。これらのバックエン
ド・データベースについて、マイグレーション結果を検査する必要があります。

45ページの『UDDI レジストリーのマイグレーション』
ほとんどのシナリオにおいて、既存の UDDI レジストリーのマイグレーション
は、現行レベルの WebSphere Process Server にマイグレーションするときに自
動的に実行されます。ただし、既存の UDDI レジストリーでネットワーク
Cloudscape データベースを使用しているか、または DB2 UDDI バージョン 2

データベースを使用している場合、手動でのステップがいくつか必要になりま
す。

関連情報

IBM Cloudscape 製品 Web ページ

Cloudscape マイグレーション文書

Cloudscape v10.1.x 自動マイグレーションの検査
WebSphere Process Server バージョン 6.1.x を使用するには、バージョン v10.1.x

以上の Cloudscape を実行する必要があります (Cloudscape v10.1.x は、Apache

Derby バージョン 10.1 のコード・ベースで構成されていることに注意してくださ
い。) WebSphere Process Server バージョン 6.1 のアップグレード中に、マイグレ
ーション・ツールは、UDDI レジストリーなどの一部の内部コンポーネントによっ
て、組み込みフレームワークを経由してアクセスされるデータベース・インスタン
スを自動的にアップグレードします。また、このツールは、使用中のアプリケーシ
ョンが組み込みフレームワークを経由してアクセスする Cloudscape インスタンスも
アップグレードしようとします。これらのバックエンド・データベースについて、
マイグレーション結果を検査する必要があります。

始める前に

Cloudscape v10.1.x を実動データベースとして使用しないでください。これは開発お
よびテスト目的としてのみ使用してください。

詳細情報: 新しいバージョンの Cloudscape は、 IBM Quality Assurance (QA) およ
び各国語サポート (NLS) などの追加のサービスを Derby ランタイムと組み合わせ
ています。Cloudscape v10.1.x オープン・ソース・コード・ベースについての情報
は、Cloudscape 製品 Web ページを参照してください。

マイグレーション・ツールは、組み込みフレームワークのみを経由してアクセスす
る Cloudscape データベース・インスタンスをアップグレードしようとします。
Derby ネットワーク・サーバー・フレームワークでサーバーとの間で処理を行う
Cloudscape インスタンスは、手動でアップグレードする必要があります。( 40ペー
ジの『手動による Cloudscape のアップグレード』を参照してください。) この要件
によって、ネットワーク・サーバー・フレームワークを使用して、WebSphere

Process Server と同じデータベース・インスタンスにアクセスするサード・パーティ
ー・アプリケーションを破損するリスクがなくなります

他のアプリケーションはネットワーク・サーバー上の Cloudscape にアクセスできま
すが、これは、このフレームワークによって接続ソフトウェアの基盤がデータベー
スに提供されるためです。組み込みフレームワークでは提供されません。Cloudscape

ネットワーク・サーバーは複数の Java 仮想マシン (JVM) (またはサーバー) と同時
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に相互作用できますが、組み込みフレームワーク上の Cloudscape は単一の JVM と
しか作業できません。WebSphere Process Server のクラスターまたは共存インプリ
メンテーションには、ネットワーク・サーバーが必要です。詳しくは、『IBM

Cloudscape インフォメーション・センター』を参照してください。

このタスクについて

組み込みフレームワークを経由してアプリケーションがアクセスするデータベー
ス・インスタンスの場合、自動マイグレーションは完全に成功するか、完全に失敗
するか、または警告を出して成功するかのいずれかです。マイグレーションで警告
メッセージが出された場合、ご使用のデータを含む Cloudscape v10.1.x データベー
スが作成されますが、以下に示す構成済みのロジックなどの設定がすべてマイグレ
ーションされるわけではありません。

v キー

v チェック

v ビュー

v トリガー

v 別名

v ストアード・プロシージャー

部分的に成功したマイグレーションと完全に成功したマイグレーションを識別する
には、一般のアップグレード後のログと個別のデータベース・ログの両方を確認し
て、自動マイグレーションの結果を検査する必要があります。これらのタスクを実
行すると、部分的にマイグレーションされたデータベースと、自動マイグレーショ
ンが完全に失敗したデータベースをトラブルシューティングするための重要な診断
データが取得できます。最終的には、これらのデータベースは手動プロセスでマイ
グレーションします。

プロシージャー

1. それぞれの新しい WebSphere Process Serverバージョン 6.1.x プロファイルのア
ップグレード後のログを開きます。 ログのパス名は install_rootprofiles/

profileName/logs/WASPostUpgrade.timestamp.log です。

2. アップグレード後のログを検査し、データベース・エラー・メッセージがあるか
どうか調べます。 これらの例外は、データベース・マイグレーションの失敗を
示すものです。以下の行はアップグレード後のログ内容の例で、データベースの
エラー・コードは DSRA7600E です。(マイグレーション・ツールでは、すべての
データベースの例外に接頭部 DSRA が付いています。)

MIGR0344I: Processing configuration file /opt/WebSphere51/AppServer/cloudscape
/db2j.properties.

MIGR0344I: Processing configuration file /opt/WebSphere51/AppServer/config/cells
/migr06/applications/MyBankApp.ear/deployments/MyBankApp/deployment.xml.

DSRA7600E: Cloudscape migration of database instance /opt/WebSphere61/Express
/profiles/default/databases/_opt_WebSphere51_AppServer_bin_DefaultDB failed,
reason: java.sql.SQLException: Failure creating target db

MIGR0430W: Cloudscape Database /fvt/temp/51BaseXExpress/PostUpgrade50BaseFVTTest9
/testRun/pre/websphere_backup/bin/DefaultDB failed to migrate <new database name>

重要: WebSphere 内部コンポーネント (つまり、アプリケーションの 1 つでは
なく、WebSphere Process Server を構成するコンポーネント) によってアクセス
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される Cloudscape インスタンスのマイグレーション障害メッセージが表示され
た場合、IBM WebSphere Process Server サポートに連絡してください。

3. バックエンドの Cloudscape データベースにそれぞれ対応する個々のデータベー
ス・マイグレーション・ログを開きます。 これらのログには、一般的なアップ
グレード後のログと同じタイム・スタンプが付いています。このログには、一般
的なアップグレード後のログにリストされるものよりも詳細なエラーが表示され
るほか、一般的なログに記載されていないエラーも記述されます。

それぞれのデータベース・ログのパス名は WAS_HOME/profiles/profileName/

logs/myFulldbPathName_migrationLogtimestamp.log です。

4. 各データベース・マイグレーション・ログを検査して、エラーがないか調べま
す。 マイグレーションが完全に正常な場合、ログには以下のテキストに似たメ
ッセージが表示されます。
MIGR0429I: Cloudscape Database F:¥temp¥51BaseXExpress¥PostUpgrade50BaseFVTTest2¥testRun
¥pre¥websphere_backup¥bin¥DefaultDB was successfully migrated. See log C:¥WebSphere61
¥Express¥profiles¥default¥logs¥DefaultDB_migrationLogSun-Dec-18-13.31.40-CST-2005.log

そうでない場合、ログには以下の例のような形式のエラー・メッセージが表示さ
れます。

connecting to source db <jdbc:db2j:/fvt/temp/51BaseXExpress/PostUpgrade50BaseFVTTest9
/testRun/pre/websphere_backup/bin/DefaultDB>

connecting to source db <jdbc:db2j:/fvt/temp/51BaseXExpress/PostUpgrade50BaseFVTTest9
/testRun/pre/websphere_backup/bin/DefaultDB> took 0.26 seconds

creating target db <jdbc:derby:/opt/WebSphere61/Express/profiles/default/databases
/_opt_WebSphere51_AppServer_bin_DefaultDB>

ERROR: An error occurred during migration. See debug.log for more details.

shutting down databases

shutting down databases took 0.055 seconds

5. マイグレーション・エラーに関する詳細なデータについては、データベース・マ
イグレーション・ログに対応するデバッグ・ログを確認してください。
WebSphere Application Server マイグレーション・ユーティリティーは、デフォ
ルトでデバッグ・マイグレーション・トレース をトリガーします。このトレー
ス機能は、データベース・デバッグ・ログを生成します。デバッグ・ログの絶対
パス名は WAS_HOME/profiles/profileName/logs/

myFulldbPathName_migrationDebugtimestamp.log です。

以下の行は、デバッグ・テキストのサンプルです。この行には、前述のデータベ
ース・マイグレーション・ログ・データのサンプルに記載されているエラーの、
詳細な例外データが表示されています。
java.sql.SQLException: Database_opt_WebSphere51_AppServer_bin_DefaultDB already exists.
Aborting migration
at com.ibm.db2j.tools.migration.MigrateFrom51Impl.go(Unknown Source)
at com.ibm.db2j.tools.migration.MigrateFrom51Impl.doMigrate(Unknown Source)
at com.ibm.db2j.tools.MigrateFrom51.doMigrate(Unknown Source)
at com.ibm.ws.adapter.migration.CloudscapeMigrationUtility.migr

結果

v WebSphere Process Server マイグレーション・ユーティリティーは、アプリケー
ションによってアクセスされるデータベース・インスタンスを正常にマイグレー
ションしたかどうかにかかわらず、Cloudscape JDBC 構成を変更します。このツ
ールは、Cloudscape JDBC プロバイダー・クラス・パス、データ・ソースのイン
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プリメンテーション・クラス、およびデータ・ソースのヘルパー・クラスを変更
します。以下の表に、これらの変更内容を示します。

表 1. 新しいクラス情報
クラス・タイプ 古い値 新しい値

JDBC プロバイダー・クラス・パス ${CLOUDSCAPE_JDBC_DRIVER_PATH}/db2j.jar ${DERBY_JDBC_DRIVER_PATH}/derby.jar

v ここで、DERBY_JDBC_DRIVER_PATH は Cloudscape

JDBC プロバイダーを定義する WebSphere 環境変

数です。

v また、derby.jar は JDBC ドライバー・クラス・

ファイルのベース名です (使用中の環境では、絶対

パス名で JDBC ドライバー・クラス・ファイルを

参照します。)

データ・ソースのインプリメンテーション・クラス:

接続プール
com.ibm.db2j.jdbc.DB2jConnectionPool DataSource org.apache.derby.jdbc.EmbeddedConnection

PoolDataSource

データ・ソースのインプリメンテーション・クラス:

XA

com.ibm.db2j.jdbc.DB2jXADataSource org.apache.derby.jdbc.EmbeddedXADataSource

データ・ソースのヘルパー・クラス com.ibm.websphere.rsadapter.Cloudscape

DataStoreHelper

com.ibm.websphere.rsadapter.Derby

DataStoreHelper

また、db2j.properties ファイルでは以下が変更されます。
– WAS_HOME/cloudscape/dbj.properties の名前が WAS_HOME/derby/

derby.properties に変更されます

– ファイル上で、プロパティー名が db2j.drda.*からderby.drda.*に変更されま
す。

v データベースのマイグレーションが部分的または完全に成功した場合、以下の例
に従ってデータベースの場所と名前が変更されます。

– 古いデータベース名: c:¥temp¥mydb

– 新しいデータベース名: 新しい名前には、古いデータベースのパス名全体と、
マイグレーション・タイム・スタンプを結合したハッシュ・コードが含まれま
す。新しい名前には、古いデータベース名とタイム・スタンプがそのまま含め
られます。例:

install_root¥profiles¥profile_name¥databases¥my_db_hashCode_timestamp

パス名の正確なメモ: 部分的なマイグレーションと失敗したマイグレーションの
両方の場合、ログ・メッセージには、手動マイグレーションの実行に使用する必
要がある正しい新旧のデータベース・パス名が含まれています。これらの新しい
パス名を正しくメモします。

部分的なマイグレーションの場合、Cloudscape についての専門的な知識がある場合
に限り、新しい v10.1.x データベースのトラブルシューティングを試行するように
してください。そうでない場合、新しいデータベースを削除します。自動マイグレ
ーションに完全に失敗した各データベースについて実行するのと同様に、元のデー
タベースで手動マイグレーション手順を実行します。詳しくは、 40ページの『手動
による Cloudscape のアップグレード』を確認してください。

正しくマイグレーションした Cloudscape インスタンスの場合、セルを有効範囲とす
る新しいデータ・ソースは、バージョン 6.0.2 以降の WebSphere Process Server を
実行するノードのみで使用できることに注意してください。以前のバージョンの製
品は、新しい Cloudscape をサポートしません。バージョン 6.0.2 より前のノード上
のアプリケーションが Cloudscape 10.1.x データ・ソースにアクセスしようとする
と、サーバーはランタイム例外を発行します。

関連タスク
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『手動による Cloudscape のアップグレード』
WebSphere Process Server バージョン 6.1 のアップグレード中に、マイグレーシ
ョン・ツールは、組み込みフレームワークのみを経由してアクセスする
Cloudscape のインスタンスをアップグレードしようとします。(新しいバージョ
ンの Cloudscape はバージョン 10.1.x で、Derby をベースにしています。) 自動
アップグレードでは、ネットワーク・サーバー・フレームワークを経由してアプ
リケーションとの間で処理を行う Cloudscape インスタンスは除外されます。こ
のように除外することで、WebSphere Process Server と同じデータベース・イン
スタンスにアクセスするサード・パーティー・アプリケーションを破損するリス
クがなくなります。ネットワーク・サーバー・フレームワーク経由でアクセスす
るデータベース・インスタンスは手動でアップグレードする必要があります。自
動マイグレーションに失敗したデータベースについても、同じ操作を行います。

34ページの『Cloudscape データベースのマイグレーション』
マイグレーション・ツールを使用して WebSphere Process Server バージョン 6.1

にマイグレーションした後、Cloudscape データベースの自動マイグレーションの
結果を検査して、ツールによって自動的にマイグレーションされていない
Cloudscape データベース・インスタンスがあれば、手動でマイグレーションしま
す。

45ページの『UDDI レジストリーのマイグレーション』
ほとんどのシナリオにおいて、既存の UDDI レジストリーのマイグレーション
は、現行レベルの WebSphere Process Server にマイグレーションするときに自
動的に実行されます。ただし、既存の UDDI レジストリーでネットワーク
Cloudscape データベースを使用しているか、または DB2 UDDI バージョン 2

データベースを使用している場合、手動でのステップがいくつか必要になりま
す。

関連情報

IBM Cloudscape 製品 Web ページ

Cloudscape マイグレーション文書

Apache Derby

IBM Cloudscape インフォメーション・センター

手動による Cloudscape のアップグレード
WebSphere Process Server バージョン 6.1 のアップグレード中に、マイグレーショ
ン・ツールは、組み込みフレームワークのみを経由してアクセスする Cloudscape の
インスタンスをアップグレードしようとします。(新しいバージョンの Cloudscape

はバージョン 10.1.x で、Derby をベースにしています。) 自動アップグレードで
は、ネットワーク・サーバー・フレームワークを経由してアプリケーションとの間
で処理を行う Cloudscape インスタンスは除外されます。このように除外すること
で、WebSphere Process Server と同じデータベース・インスタンスにアクセスする
サード・パーティー・アプリケーションを破損するリスクがなくなります。ネット
ワーク・サーバー・フレームワーク経由でアクセスするデータベース・インスタン
スは手動でアップグレードする必要があります。自動マイグレーションに失敗した
データベースについても、同じ操作を行います。

始める前に
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Cloudscape v10.1.x を実動データベースとして使用しないでください。これは開発お
よびテスト目的としてのみ使用してください。

詳細情報: 新しいバージョンの Cloudscape は、 IBM Quality Assurance (QA) およ
び各国語サポート (NLS) などの追加のサービスを Derby ランタイムと組み合わせ
ています。

v Cloudscape v10.1.x オープン・ソース・コード・ベースについての情報は、
Cloudscape 製品 Web ページを参照してください。

v Cloudscape v10.1.x と v5.1.60x (および v5.1.60x 以前のバージョン) との非互換
性についての情報は、「Migrating IBM Cloudscape to Version 10」を参照してく
ださい。

組み込みフレームワーク経由でアクセスする Cloudscape のインスタンスについて
は、どのインスタンスが自動アップグレード・プロセスで完全に失敗したか、また
部分的にアップグレードされたかを判別してください。 36ページの『Cloudscape

v10.1.x 自動マイグレーションの検査』のトピックでは、データベース・エラーおよ
び診断データを、各種マイグレーション・ログから見つける方法が説明されていま
す。ログ・メッセージには、手動マイグレーションの実行に使用する必要がある正
しい新旧のデータベース・パス名が含まれています。これらの新しいパス名を正し
くメモします。

自動マイグレーション・プロセス中に部分的にアップグレードされたデータベース
について、マイグレーション・エラーのリスクを最小限にするには、新しいデータ
ベースを削除します。ログ診断データに従って元のデータベースをトラブルシュー
ティングした後、元のデータベースで手動マイグレーションを実行します。

このタスクについて

以下のセクションでは、両方のフレームワーク (組み込みフレームワークとネット
ワーク・サーバー・フレームワーク) を経由してアクセスする Cloudscape インスタ
ンスをマイグレーションするためのステップを示します。Cloudscape ネットワー
ク・サーバー・フレームワークにのみ適用されるステップには、それを示すマーク
が付けられています。マイグレーションのベスト・プラクティスとして、使用する
ユーザー ID が以下のいずれかの権限を持つようにしてください。

v Cloudscape インスタンスにアクセスするサーバーの管理者

v データベース・インスタンスにアクセスできる umask

権限がない場合、データベース・インスタンスが読み取り専用であることを示すラ
ンタイム・エラーが表示されることがあります。

プロシージャー

1. ネットワーク・サーバー・フレームワークのみ: Cloudscape データベースのすべ
てのクライアントが Cloudscape v10.1.x をサポートできるようにします。 デー
タベースの WebSphere Process Server クライアントが実行する WebSphere

Process Server は、バージョン 6.0.1.x またはそれ以上である必要があります。

ノードが混在したセルの場合、WebSphere Process Server バージョン 6.0.1.x 以
降のノードのみが、Cloudscape 10.1.x. にアクセスするために、マイグレーショ
ン後に作成するデータ・ソースを使用できます。以前のバージョンの製品は、新
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しい Cloudscape をサポートしません。WebSphere Process Server のバージョン
6.0.1.x より前のノード上のアプリケーションが、セルを有効範囲とする
Cloudscape 10.1.x データ・ソースにアクセスしようとすると、WebSphere

Process Server はランタイム例外を発行します。

2. ネットワーク・サーバー・フレームワークのみ: データベースをオフラインにし
ます。クライアントはマイグレーション・プロセス中にデータベースにアクセス
できません。

3. WebSphere Process Server が提供するサンプルの Cloudscape マイグレーショ
ン・スクリプト (db2jmigrate.bat または db2jmigrate.sh) を検査します。両方
のスクリプトについて、パスは install_root¥derby¥bin¥embedded¥... です。
使用中の環境の要件に応じて、スクリプトを変更できます。スクリプトで使用で
きるオプションについては、「Migrating IBM Cloudscape to Version 10」を参照
してください。例えば、オプション -DB2j.migrate.ddlFile=filename を使用し
て、新しいデータベースの DDL ファイルを指定できます。

4. マイグレーション・スクリプトを実行するときにデータベース・デバッグ・ログ
を生成するには、デバッグ・マイグレーション・トレース がアクティブである
か確認します。 デフォルトでは、このトレース機能は有効になっています。デ
バッグ・トレースが使用不可になっている場合、再アクティブ化します。

a. 管理コンソールでトレース・オプションを設定するには、コンソール・ナビ
ゲーション・ツリーで「トラブルシューティング」 > 「ロギングおよびトレ
ース」をクリックします。

b. サーバー名を選択します。

c. 「ログ・レベルの詳細の変更 (Change Log Level Details)」をクリックしま
す。

d. オプション: 「すべてのコンポーネント」が有効にされている場合、これをオ
フにして特定のコンポーネントを使用可能に設定することが必要な場合もあ
ります。

e. オプション: コンポーネントまたはグループ名を選択します。詳細について
は、WebSphere Application Server Network Deployment バージョン 6.1 イン
フォメーション・センターの『ログ・レベル設定』を参照してください。選
択されたサーバーが実行中でない場合、グラフィック・モードで個別のコン
ポーネントを表示できません。

f. トレース・ストリング・ボックスにトレース・ストリングを入力します。 こ
の場合、以下のいずれか 1 つを入力します。

v all traces*=all

v com.ibm.ws.migration.WASUpgrade=all

トレースについては、WebSphere Application Server Network Deployment バー
ジョン 6.1 インフォメーション・センターの『トレースによる処理』を読ん
でください。

g. 「適用」を選択し、次に「OK」を選択します。

5. スクリプトを実行するときに、古いデータベース名と、新しいデータベース名の
マイグレーション後の絶対パスを指定します。 例:

E:¥WebSphere¥ProcServer¥derby¥bin¥embedded>db2jMigrate.bat myOldDB

myNewDB 自動マイグレーションで生成されたログには、古いデータベースとター
ゲット・データベースの両方を指定するための正確なパス名が記載されていま
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す。新しいデータベースを指定するには、このターゲット・データベース名を使
用する必要があります。なぜなら、マイグレーション済みの Cloudscape デー
タ・ソース (WebSphere Process Server マイグレーション・ユーティリティーに
よって更新されたもの) は、このターゲット・データベース名を指すようになっ
ているためです。ログ・メッセージにターゲット・データベース名がどのように
表示されるかを以下のサンプル・テキストで示します。

Cloudscape migration of database instance C:¥temp¥migration2¥profiles¥Srv01¥
installedApps\ghongellNode01Cell\DynamicQuery.ear\EmployeeFinderDB to
new database instance C:\WebSphere\ProcServer
\profiles\Srv01\databases\C__WAS602_ProcServer_profiles_ProcSrv01_
installedApps_ghongellNode01Cell_DynamicQuery.ear_
EmployeeFinderDB failed, reason: java.sql.SQLException:
Failure creating target db

ネットワーク・サーバー・フレームワーク経由でアクセスする Cloudscape のイ
ンスタンスの場合は、新しいデータベースに付ける任意の名前を入力します。新
しいデータベース名を指すように、既存のデータ・ソースを変更するようにして
ください。

6. マイグレーション・プロセスが終了したら、データベース・マイグレーション・
ログを確認して、結果を検査してください。 各データベース・マイグレーショ
ン・ログのパス名は、install_root/logs/derby/

myFulldbPathName_migrationLog.log です。

マイグレーションが正常な場合、データベース・マイグレーション・ログには、
以下のテキストに似たメッセージが表示されます。

Check E:¥WebSphere¥ProcServer¥derby¥myOldDB_migrationLog.log for progress
Migration Completed Successfully
E:¥WebSphere¥ProcServer¥derby¥bin¥embedded>

そうでない場合、ログには以下の例のような形式のエラー・メッセージが表示さ
れます。

Check E:¥WebSphere¥ProcServer¥derby¥myOldDB_migrationLog.log for progress
ERROR: An error occurred during migration. See debug.log for more details.
ERROR XMG02: Failure creating target db
java.sql.SQLException: Failure creating target db

at com.ibm.db2j.tools.migration.MigrationState.getCurrSQLException(Unknown
Source)
at com.ibm.db2j.tools.migration.MigrateFrom51Impl.handleException(Unknown
Source)
at com.ibm.db2j.tools.migration.MigrateFrom51Impl.go(Unknown Source)
at com.ibm.db2j.tools.migration.MigrateFrom51Impl.main(Unknown Source)
at com.ibm.db2j.tools.MigrateFrom51.main(Unknown Source)

7. マイグレーション・エラーに関する詳細なデータについては、データベース・マ
イグレーション・ログに対応するデバッグ・ログを確認してください。 デバッ
グ・ログ・ファイルの絶対パス名は install_root/logs/derby/

myFulldbPathName_migrationDebug.log です。

以下の行は、デバッグ・テキストのサンプルです。

sourceDBURL=jdbc:db2j:E:¥WebSphere¥myOldDB
newDBURL=jdbc:derby:e:¥tempo¥myNewDB
ddlOnly=false
connecting to source db <jdbc:db2j:E:¥WebSphere¥myOldDB>
connecting to source db <jdbc:db2j:E:¥WebSphere¥myOldDB> took 0.611 seconds
creating target db <jdbc:derby:e:¥tempo¥myNewDB>
creating target db <jdbc:derby:e:¥tempo¥myNewDB> took 6.589 seconds
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initializing source db data structures
initializing source db data structures took 0.151 seconds
recording DDL to create db <E:¥WebSphere¥myOldDB>
recording DDL to create db <E:¥WebSphere¥myOldDB> took 5.808 seconds

結果

前のステップに示したように、データベース・マイグレーション・ログには
Migration Completed Successfully メッセージか、またはマイグレーション失敗の
例外を含むメッセージのいずれかが表示されます。

次のタスク

v マイグレーションに失敗したデータベースについては、ログに記録されたエラ
ー・データに従ってトラブルシューティングします。その後に、マイグレーショ
ン・スクリプトを再実行します。

v 正常にアップグレードしたデータベースに組み込みフレームワークを経由してア
クセスするには、新しいデータベース名を指すようにデータ・ソースを変更しま
す。

v 正常にアップグレードしたデータベースにネットワーク・サーバー・フレームワ
ークを経由してアクセスするには、DB2 Universal JDBC ドライバーまたは
Derby Client JDBC ドライバーのいずれかを使用できます。

– 既存の JDBC 構成で DB2 Universal JDBC ドライバーを使用し続ける場合、
新しいデータベース名を指すようにデータ・ソースを変更します。

– XA データ・ソースをサポートできる Derby Client JDBC ドライバーを使用す
る場合、新しい Derby Client JDBC ドライバー・クラスおよび新しいデータ・
ソースのインプリメンテーション・クラスを使用するよう JDBC プロバイダー
を変更します。次に、正しい Derby データ・ソースのヘルパー・クラスを使
用し、かつ新しいデータベース名を指すように、既存のそれぞれのデータ・ソ
ースを再構成します。

新しいすべてのクラス名については、WebSphere Application Server Network

Deployment バージョン 6.1 インフォメーション・センターのトピック ベンダ
ー固有データ・ソースで最低限必要な設定を確認してください。

– install_root/dbscripts/component_name/Derbyディレクトリーでデータベース・ア
ップグレード・スクリプトを実行して、データベース・テーブルおよびスキー
マを WebSphere Process Server バージョン 6.1 レベルにアップグレードしま
す。詳しくは、『マイグレーションのためのデータベースのアップグレード』
を参照してください。

関連タスク

36ページの『Cloudscape v10.1.x 自動マイグレーションの検査』
WebSphere Process Server バージョン 6.1.x を使用するには、バージョン
v10.1.x 以上の Cloudscape を実行する必要があります (Cloudscape v10.1.x は、
Apache Derby バージョン 10.1 のコード・ベースで構成されていることに注意
してください。) WebSphere Process Server バージョン 6.1 のアップグレード中
に、マイグレーション・ツールは、UDDI レジストリーなどの一部の内部コンポ
ーネントによって、組み込みフレームワークを経由してアクセスされるデータベ
ース・インスタンスを自動的にアップグレードします。また、このツールは、使
用中のアプリケーションが組み込みフレームワークを経由してアクセスする
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Cloudscape インスタンスもアップグレードしようとします。これらのバックエン
ド・データベースについて、マイグレーション結果を検査する必要があります。

『UDDI レジストリーのマイグレーション』
ほとんどのシナリオにおいて、既存の UDDI レジストリーのマイグレーション
は、現行レベルの WebSphere Process Server にマイグレーションするときに自
動的に実行されます。ただし、既存の UDDI レジストリーでネットワーク
Cloudscape データベースを使用しているか、または DB2 UDDI バージョン 2

データベースを使用している場合、手動でのステップがいくつか必要になりま
す。

関連情報

IBM Cloudscape 製品 Web ページ

Cloudscape マイグレーション文書

Migrating IBM Cloudscape to Version 10

ログ・レベル設定

トレースの使用

ベンダー固有データ・ソースで最低限必要な設定

UDDI レジストリーのマイグレーション
ほとんどのシナリオにおいて、既存の UDDI レジストリーのマイグレーションは、
現行レベルの WebSphere Process Server にマイグレーションするときに自動的に実
行されます。ただし、既存の UDDI レジストリーでネットワーク Cloudscape デー
タベースを使用しているか、または DB2 UDDI バージョン 2 データベースを使用
している場合、手動でのステップがいくつか必要になります。

始める前に

WebSphere Process Server のインストール済み環境をマイグレーションします。ア
プリケーションをマイグレーションするオプションを選択して、UDDI レジストリ
ー・アプリケーションがマイグレーションされるようにします。

このタスクについて

既存の UDDI レジストリーで Oracle、組み込み Cloudscape、または DB2 UDDI バ
ージョン 3 データベースを使用している場合、手動マイグレーションを実行する必
要はありません。WebSphere Process Server をマイグレーションして、マイグレー
ション後に UDDI ノードを最初に始動したときに、マイグレーションは自動的に実
行されます。

既存の UDDI レジストリーでネットワーク Cloudscape データベースを使用してい
るか、または DB2 UDDI バージョン 2 データベースを使用している場合、レジス
トリーをマイグレーションするには手動ステップをいくつか実行する必要がありま
す。

v UDDI レジストリーで DB2 UDDI バージョン 2 データベースを使用している場
合、『バージョン 3 の UDDI レジストリーへのマイグレーション』およびサブ
トピックのステップに従ってください。

v UDDI レジストリーでネットワーク Cloudscape データベースを使用している場
合、以下のステップを実行してください。
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1. 異なるレベルの WebSphere Process Server のサーバーを持つクラスターがあ
る場合、WebSphere Process Server バージョン 6.1 のサーバー上で UDDI レ
ジストリーが実行するようにします。 例えば、2 つのノードにまたがるクラ
スターがあって、UDDI レジストリーを実行しているサーバーが バージョン
6.1 である場合、1 つのノードを WebSphere Process Server バージョン 6.1

にアップグレードして、別のノードを以前のレベルに維持することができま
す。

2. 関連する UDDI ノードを初期化します。 初期化プロセスによって、一部の
UDDI レジストリーのマイグレーションが実行されます。

3. データベース管理者として、install_root/cloudscape/lib から以下のコマンドを
入力します。

java -cp db2j.jar;db2jtools.jar com.ibm.db2j.tools.ij

connect ’jdbc:db2j:uddi_cloudscape_database_path’;

run ’install_root/UDDIReg/databaseScripts/uddi30crt_drop_triggers
_cloudscape.sql’;

quit;

cd install_root/derby/migration

java -cp db2j.jar;db2jmigration.jar;../lib/derby.jar
com.ibm.db2j.tools.MigrateFrom51

jdbc:db2j:uddi_cloudscape_database_path

ここで、

– uddi_cloudscape_database_path は既存の Cloudscape データベースの絶対パ
スで、例えば install_root/profiles/profile_name/databases/com.ibm.uddi/UDDI30

となります。

– install_root は、WebSphere Process Server のインストール済み環境のルー
ト・ディレクトリーです。

結果

UDDI データベースおよびデータ・ソースがマイグレーションされ、UDDI ノード
がアクティブになります。

注: WebSphere Process Server をマイグレーションすると、プロファイルのアップグ
レード後のログは、UDDI データベースのマイグレーションが部分的に完了してい
て、トリガー、別名、および保管ステートメントのステップが欠落していることを
示します。デバッグ機能を最初に有効化すると、データベースのデバッグ・ログ
に、トリガーの作成に失敗したことが示されます。これらのメッセージは無視して
ください。UDDI ノードが始動すれば、データベースのマイグレーションは完了し
ています。これらのログ・ファイルについて詳しくは、 36ページの『Cloudscape

v10.1.x 自動マイグレーションの検査』を参照してください。ログに他のエラーが表
示された場合も、このトピックを参照してください。

UDDI データベースのマイグレーションが正常に完了した場合、サーバー・ログに
以下のメッセージが表示されます。

CWUDQ0003I: UDDI registry migration has completed
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以下のエラーが表示された場合、予期しないエラーがマイグレーション時に発生し
ています。 UDDI レジストリー・ノードはアクティブにされていません。問題がな
いかエラー・ログを確認して、問題が修正できない場合、http://www.ibm.com/

software/support の IBM ソフトウェア・サポートの Web サイトを参照してくださ
い。

CWUDQ004W: UDDI registry not started due to migration errors

関連タスク

36ページの『Cloudscape v10.1.x 自動マイグレーションの検査』
WebSphere Process Server バージョン 6.1.x を使用するには、バージョン
v10.1.x 以上の Cloudscape を実行する必要があります (Cloudscape v10.1.x は、
Apache Derby バージョン 10.1 のコード・ベースで構成されていることに注意
してください。) WebSphere Process Server バージョン 6.1 のアップグレード中
に、マイグレーション・ツールは、UDDI レジストリーなどの一部の内部コンポ
ーネントによって、組み込みフレームワークを経由してアクセスされるデータベ
ース・インスタンスを自動的にアップグレードします。また、このツールは、使
用中のアプリケーションが組み込みフレームワークを経由してアクセスする
Cloudscape インスタンスもアップグレードしようとします。これらのバックエン
ド・データベースについて、マイグレーション結果を検査する必要があります。

40ページの『手動による Cloudscape のアップグレード』
WebSphere Process Server バージョン 6.1 のアップグレード中に、マイグレーシ
ョン・ツールは、組み込みフレームワークのみを経由してアクセスする
Cloudscape のインスタンスをアップグレードしようとします。(新しいバージョ
ンの Cloudscape はバージョン 10.1.x で、Derby をベースにしています。) 自動
アップグレードでは、ネットワーク・サーバー・フレームワークを経由してアプ
リケーションとの間で処理を行う Cloudscape インスタンスは除外されます。こ
のように除外することで、WebSphere Process Server と同じデータベース・イン
スタンスにアクセスするサード・パーティー・アプリケーションを破損するリス
クがなくなります。ネットワーク・サーバー・フレームワーク経由でアクセスす
るデータベース・インスタンスは手動でアップグレードする必要があります。自
動マイグレーションに失敗したデータベースについても、同じ操作を行います。

34ページの『Cloudscape データベースのマイグレーション』
マイグレーション・ツールを使用して WebSphere Process Server バージョン 6.1

にマイグレーションした後、Cloudscape データベースの自動マイグレーションの
結果を検査して、ツールによって自動的にマイグレーションされていない
Cloudscape データベース・インスタンスがあれば、手動でマイグレーションしま
す。

関連情報

バージョン 3 の UDDI レジストリーへのマイグレーション

IBM ソフトウェア・サポート Web サイト

Business Process Choreographer に関するマイグレーションの考慮事項
サーバーで Business Process Choreographer を稼働させている場合、いくつかの制限
事項および実行する必要のある追加タスクに注意してください。
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混合セルの制約事項

セルのマイグレーション・プロセス中に、バージョン 6.0.x レベルとバージョン 6.1

レベルの両方で、セルが同時にノードを実行している場合、以下の点に注意してく
ださい。

v デプロイメント・マネージャーをバージョン 6.1 にマイグレーションした後は、
バージョン 6.0.x レベルのままのセルのノードで Business Process Choreographer

アプリケーション (BPEL アプリケーションまたはヒューマン・タスク) を、イン
ストール、更新、またはアンインストールすることはできません。

v デプロイメント・マネージャーをバージョン 6.1 にマイグレーションした後は、
バージョン 6.0.x レベルのままのセルのノードで Business Process Choreographer

を構成することはできません。

v バージョン 6.1 クラスターを保有し、そのクラスター上に Business Process

Choreographer を構成済みの場合、同じセルの 6.0.x ノードに新規のクラスター・
メンバーを作成してはいけません。

マイグレーション後のタスク

ご使用の環境によっては、実動環境で WebSphere Process Server バージョン 6.1 を
使用する前に、以下のタスクを実行しなければならない場合があります。

v WebSphere Process Server バージョン 6.0.1 が Business Process Choreographer

Observer サンプルを使用していた場合は、サンプルを除去してください。
『Business Process Choreographer Observer Sample バージョン 6.0.1 の除去
(Removing the Business Process Choreographer Observer Sample Version

6.0.1)Business Process Choreographer Observer バージョン 6.0.1 のサンプルの除去
(Removing the Business Process Choreographer Observer Version 6.0.1 sample)』を
参照してください。このサンプルはマイグレーションされません。バージョン
6.0.2 またはバージョン 6.1 では、Business Process Choreographer Observer はサ
ンプルではありません。

v 最初にユーザーを認証せずに、Business Process Choreographer API を使用するク
ライアントを作成済みの場合、API を使用する前に、ログインを実行するように
クライアントを変更する必要があります。マイグレーション後、J2EE ロール
BPEAPIUser および TaskAPIUser は、値 Everyone に設定されます。これによっ
て、アプリケーション・セキュリティーが有効な場合に 6.0.x がログインを要求
しないようにして、後方互換性を保つことができます。クライアントを修正した
後、これらのロールを値 AllAuthenticated に変更して、認証されていないユーザ
ーが API にアクセスすることを防ぎます。新規のインストールの場合、これらの
ロールのデフォルト値は AllAuthenticated です。

これを行うには、次のようにします。

1. 管理コンソールを開き、「アプリケーション」>「エンタープライズ・アプリ
ケーション」を選択します。

2. 右のパネルで、BPEContainer_name を選択します。ここで、name は、
nodeName_serverName か clusterName のいずれかで、ユーザーが Business

Process Choreographer をサーバー上またはクラスター上のどちらに構成したか
によって決まります。(名前の左のチェック・ボックスではなく、名前を選択
します。)
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3. 右のパネルの、「詳細プロパティー」の下の、「ユーザー/グループ・マッピ
ングへのセキュリティー・ロール」を選択します。

4. J2EE BPEAPIUser ロールのマッピングを「Everyone」から「All

authenticated」に変更します。

5. 「OK」を選択します。

6. TaskContainer_name エンタープライズ・アプリケーションの TaskAPIUser ロ
ールについて、これらのステップを繰り返します。

7. 変更を保管して、Business Process Choreographer を構成したサーバーまたはク
ラスターを再始動します。

v install_root/ProcessChoreographer/Staff ディレクトリーにある、デフォルトの XSL

変換ファイル (EverybodyTransformation.xsl、
LDAPTransformation.xsl、SystemTransformation.xsl、 UserRegistryTransformation.xsl)

に何らかの変更を適用した場合、マイグレーション後にその変更を WebSphere

Process Server バージョン 6.1 バージョンのこれらのファイルに再度適用する必
要があります。install_root/ProcessChoreographer/Staff ディレクトリーにあるカスタ
ム XSL 変換ファイルは自動的にマイグレーションされます。その他のディレク
トリーにあるカスタム XSL 変換ファイルは、手動でコピーする必要があります
が、バージョン 6.0.x スタッフ・プラグイン構成 (WebSphere Process Server バー
ジョン 6.1 では担当者ディレクトリー構成と呼ばれるようになりました) に指定
された変換ファイル・パスの正確な値によって異なります。

関連概念

2ページの『事前マイグレーションの考慮事項』
WebSphere Process Server の新バージョンへのマイグレーション・プロセスを開
始する前に、ここに示す考慮事項について考慮してください。

関連タスク

50ページの『バージョン間のマイグレーションのトラブルシューティング』
WebSphere Process Server の古いバージョンからのマイグレーション時に問題が
発生した場合は、このページのトラブルシューティングのヒントを参照してくだ
さい。

関連情報

Business Process Choreographer Observer Sample バージョン 6.0.1 の除去
(Removing the Business Process Choreographer Observer Sample Version 6.0.1)

Business Process Choreographer Observer バージョン 6.0.1 のサンプルの除去
(Removing the Business Process Choreographer Observer Version 6.0.1 sample)

エンタープライズ・アプリケーションの管理

コンソールの「エンタープライズ・アプリケーション」ページ (「アプリケーシ
ョン」>「エンタープライズ・アプリケーション」とクリックして表示) を使用
して、サーバーにインストールされているエンタープライズ・アプリケーション
の表示および管理を行います。
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バージョン間のマイグレーションのトラブルシューティング
WebSphere Process Server の古いバージョンからのマイグレーション時に問題が発
生した場合は、このページのトラブルシューティングのヒントを参照してくださ
い。

v WebSphere Process Server の旧バージョンから バージョン 6.1 へのマイグレーシ
ョン中に問題が発生する場合は、ログ・ファイルや他の入手可能な情報を確認し
てください。

1. マイグレーション・ジョブの実行時に生成された 2 つのファイルで、診断情
報を探します。 このファイルは、 WROUT ステップと WRERR ステップで
JESOUT データ・セットに書き込まれます。 SDSF から参照してください。

2. 以下のログ・ファイルを探してください。これらのファイルは ASCII フォー
マットです (このファイルを z/OS で表示する場合は、まず EBCDIC に変換
する必要があります)。

– migration_backup_directory/base_backup/WASPreUpgrade.time_stamp.log

– migration_backup_directory/base_backup/WBIPostUpgrade.time_stamp.log

– migration_backup_directory/base_backup/WBIPreUpgrade.time_stamp.log

– /WebSphere/V6R1/DeploymentManager/profiles/default/logs/

WASPreUpgradeSummary.log

– /WebSphere/V6R1/DeploymentManager/profiles/default/logs/

WASPostUpgradeSummary.log

– /WebSphere/V6R1/DeploymentManager/profiles/default/logs/

WASPostUpgrade.time_stamp.log

– /WebSphere/V6R1/AppServer/profiles/default/logs/WASPreUpgradeSummary.log

– /WebSphere/V6R1/AppServer/profiles/default/logs/WASPostUpgradeSummary.log

– /WebSphere/V6R1/AppServer/profiles/default/logs/

WASPostUpgrade.time_stamp.log

3. ログで、以下のメッセージを探します。

MIGR0259I: マイグレーションは正常に完了しました。

MIGR0271W: マイグレーションは、1 つ以上の警告を伴って、正常に完了しま
した。

4. アクセスしようとしているリソースをホスティングしているサーバーのサービ
ス・ログの Application Server Toolkit (AST) に組み込まれている Log and

Trace Analyzer を開いて、エラー・メッセージおよび警告メッセージを参照し
ます。

Application Server Toolkit でのコンポーネントのデバッグを参照してくださ
い。

5. WebSphere Process Server で dumpNameSpace コマンドを実行し、出力をパイ
ピング、リダイレクト、および詳細出力にして、出力を見やすくします。

このコマンドを実行すると、WebSphere Process Server 名前空間のすべてのオ
ブジェクトがディレクトリー・パスとオブジェクト名を含めて表示されます。
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6. クライアントがアクセスする必要があるオブジェクトが表示されない場合は、
管理コンソールを使用して、以下の状態を確認します。

– ターゲット・リソースをホスティングしているサーバーが開始しているこ
と。

– ターゲット・リソースをホスティングしている Web モジュールまたは
Enterprise JavaBean コンテナーが稼働していること。

– ターゲット・リソースの JNDI 名が正しく指定されていること。

これらのステップのいずれでも問題を解決できない場合は、IBM サポートとの連
絡方法なども記載されている追加のトラブルシューティング・リソースについ
て、トラブルシューティングおよびサポートを参照してください。

v マイグレーション・プロセス時に、 WBIPreUpgrade ステップまたは
WBIPostUpgrade ステップで問題が発生することがあります。

– WBIPreUpgrade ステップで問題が発生する場合があります。

- 「見つかりません」または「そのようなファイルまたはディレクトリーがあ
りません (No such file or directory)」というメッセージが返されます。

この問題は、 WBIPreUpgrade スクリプトが正しい場所 (バージョン 6.1 の
bin ディレクトリー、例えば /WebSphere/V6R1/DeploymentManager/profiles/

default/bin) にない場合に起こることがあります。 WBIPreUpgrade スクリプ
トが正しいディレクトリーにあり、マイグレーション・ジョブがこのスクリ
プトを実行できることを確認してください。

- DB2 JDBC ドライバーおよび DB2 JDBC ドライバー (XA) が、管理コンソ
ールに表示されているサポートされる JDBC プロバイダーのドロップダウ
ン・リスト内で見つかりません。

管理コンソールには、推奨されない JDBC プロバイダー名が表示されなく
なりました。管理コンソールで使用されている新しい JDBC プロバイダー
名は、より説明的で、紛らわしさが解消されています。新しいプロバイダー
名と推奨されないプロバイダー名は、名前だけが異なっています。

推奨されない名前は、マイグレーション上の理由で (例えば、既存の JACL

スクリプトなどのために) jdbc-resource-provider-templates.xml ファイルに引
き続き残されています。ただし、JACL スクリプトでは、新しい JDBC プロ
バイダー名を使用するようお勧めします。

- 以下のメッセージを受け取ります。

MIGR0108E: The specified WebSphere directory does not contain a WebSphere
version that can be upgraded.

これは、マイグレーション・ジョブの WBIPreUpgrade ステップで使用した
ディレクトリーが間違っている場合に発生することがあります。

– WBIPostUpgrade ステップで問題が発生する場合があります。

- 「見つかりません」または「そのようなファイルまたはディレクトリーがあ
りません (No such file or directory)」というメッセージが返されます。

この問題は、 WBIPostUpgrade スクリプトが正しい場所 (バージョン 6.1 の
bin ディレクトリー、例えば /WebSphere/V6R1/DeploymentManager/profiles/

default/bin) にない場合に起こることがあります。 WBIPostUpgrade スクリプ
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トが正しいディレクトリーにあり、マイグレーション・ジョブがこのスクリ
プトを実行できることを確認してください。

- セル内で統合ノードをマイグレーションすると、以下のエラー・メッセージ
を受け取ります。

MIGR0304I: The previous WebSphere environment is being restored.
com.ibm.websphere.management.exception.RepositoryException:
com.ibm.websphere.management.exception.ConnectorException: ADMC0009E:

The system failed to make the SOAP RPC call: invoke
MIGR0286E: The migration failed to complete.

接続タイムアウトは、統合ノードの WBIPostUpgrade マイグレーション・ス
テップ中に、統合ノードが Deployment Manager から構成の更新を検索しよ
うとするときに発生します。バージョン 6.1 にマイグレーションする構成に
以下のいずれかの要素が含まれている場合、構成全体のコピーにかかる時間
が、接続タイムアウトより長くなる可能性があります。

v 小規模アプリケーションが多数ある

v 大規模アプリケーションがいくつかある

v 非常に大規模なアプリケーションが 1 つある

これが発生した場合は、タイムアウト値を変更してからマイグレーション・
ジョブを実行してください。

1. 統合ノードのマイグレーション先のバージョン 6.1 プロファイルの
properties ディレクトリーに移動します。このディレクトリーは、例えば
次のようになります。

/WebSphere/V6R1/AppServer/profiles/default/properties

2. このディレクトリー内の soap.client.props ファイルを開き、
com.ibm.SOAP.requestTimeout プロパティーの値を見つけます。これは、
秒単位のタイムアウト値です。デフォルト値は 180 秒です。

3. com.ibm.SOAP.requestTimeout の値を変更して、構成をマイグレーション
できるよう十分に大きくします。例えば、以下のように入力すると、タ
イムアウト値は 30 分になります。

com.ibm.SOAP.requestTimeout=1800

注: タイムアウト値には、必要を満たす最小の値を選択してください。選
択したタイムアウトの少なくとも 3 倍の長さの待機時間を見込んでくだ
さい。つまり、ファイルをバックアップ・ディレクトリーにダウンロー
ドする時間、マイグレーション済みのファイルをデプロイメント・マネ
ージャーにアップロードする時間、およびデプロイメント・マネージャ
ーとマイグレーション済みのノード・エージェントとを同期化する時間
です。

4. マイグレーション・ジョブの WBIPreUpgrade ステップで作成したバック
アップ・ディレクトリーの、以下のロケーションに移動します。

migration_backup_directory/profiles/default/properties

5. このディレクトリー内の soap.client.props ファイルを開き、
com.ibm.SOAP.requestTimeout プロパティーの値を見つけます。

6. com.ibm.SOAP.requestTimeout の値を バージョン 6.1 ファイルで使用し
ているのと同じ値に変更します。
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- 「Unable to copy document to temp file」というエラー・メッセージが表示
されます。以下に例を示します。

MIGR0304I: The previous WebSphere environment is being restored.
com.ibm.websphere.management.exception.DocumentIOException: Unable to copy
document to temp file:

cells/sunblade1Network/applications/LARGEApp.ear/LARGEApp.ear

ファイル・システムに空きがない可能性があります。ファイル・システムに
空きがない場合、一部のスペースを消去して WBIPostUpgrade コマンドを再
実行してください。

- 以下のメッセージを受け取ります。

MIGR0108E: The specified WebSphere directory does not contain a WebSphere
version that can be upgraded.

このエラーの原因として、以下のような理由が存在すると考えられます。

v WBIPreUpgrade ステップまたは WBIPostUpgrade ステップを実行中に、
誤ったディレクトリーが使用された可能性があります。

v WBIPreUpgrade コマンドが実行されなかった。

- 以下のエラー・メッセージを受け取ります。

MIGR0253E: The backup directory migration_backup_directory does not exist.

このエラーの原因として、以下のような理由が存在すると考えられます。

v 誤ったバックアップ・ディレクトリーが指定されていた可能性がある。

例えば、ディレクトリーが、WBIPreUpgrade コマンドの実行後に削除され
た バージョン 6.0.x ツリーのサブディレクトリーであり、
WBIPostUpgrade コマンドの実行前に、製品の旧バージョンがアンインス
トールされたということが考えられます。

1. エラー・メッセージに示されているディレクトリー構造全体が存在す
るかどうかを判別します。

2. 可能であれば、正しいマイグレーション・バックアップ・ディレクト
リー全体を指定して、WBIPreUpgrade コマンドを再実行します。

3. バックアップ・ディレクトリーが存在しない場合で、旧バージョンが
削除されている場合は、バックアップ・リポジトリーまたは XML 構
成ファイルから旧バージョンを再ビルドします。

4. WBIPreUpgrade コマンドを再実行します。

- WBIPostUpgrade コマンドの実行後に、WBIPreUpgrade をもう一度実行しな
ければならなくなりました。

Deployment Manager または管理対象ノードのマイグレーションの過程で、
WBIPostUpgrade が旧環境を無効にする可能性があります。WBIPostUpgrade

の実行後に、WBIPreUpgrade を旧インストールに対してもう一度実行する場
合、旧 install_root/bin ディレクトリーに存在する
migrationDisablementReversal.jacl スクリプトを実行する必要があります。こ
の JACL スクリプトを実行すると、バージョン 6.0.x 環境はもう一度有効
な状態になり、WBIPreUpgrade を実行して有効な結果を出すことができるよ
うになります。
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スクリプト記述について詳しくは、スクリプト記述入門を参照してくださ
い。ここで説明されているスクリプト記述は、WebSphere Process Server で
使用可能です。

- 統合マイグレーションが、メッセージ MIGR0405E で失敗します。

統合マイグレーションの一環として Deployment Manager で実行されたマイ
グレーションが失敗しました。このエラーが発生した詳しい理由について
は、Deployment Manager ノードの ...DeploymentManagerProfile/temp ディレ
クトリーの下にあるフォルダー your_node_name_migration_temp を開いてく
ださい。以下に例を示します。

/websphere61/procserver/profiles/dm_profile/temp/nodeX
_migration_temp

Deployment Manager ノード上のこのノードのマイグレーションに関係する
ログや他のすべての情報は、このフォルダーに置かれています。このフォル
ダーは、このシナリオに関連した IBM サポートでも必要になります。

- WebSphere Process Server バージョン 6.1 アプリケーションがマイグレーシ
ョン中に失われる。

統合マイグレーション中に、バージョン 6.1 アプリケーションのいずれかが
インストールに失敗する場合、それらのアプリケーションは構成の同期化中
に失われます。これが発生する理由は、WBIPostUpgrade の最終手順の 1 つ
で、syncNode コマンドが実行されるためです。この結果、Deployment

Manager ノードの構成がダウンロードされ、統合ノードの構成が上書きされ
ます。アプリケーションのインストールが失敗すると、それらのアプリケー
ションは Deployment Manager ノードの構成に含まれなくなります。この問
題を解決するには、マイグレーション後にアプリケーションを手動でインス
トールしてください。標準 のバージョン 6.1 アプリケーションの場合、
install_root/installableApps ディレクトリーにあります。

マイグレーション中に失われたアプリケーションを手動でインストールする
には、wsadmin コマンドを使用して、マイグレーション・ツールがバックア
ップ・ディレクトリーに作成した install_application_name.jacl スクリプトを
実行します。

Wsadminツールを参照してください。

- WebSphere Process Server バージョン 6.1 アプリケーションのインストール
が失敗する。

WBIPostUpgrade の完了後に、wsadmin コマンドを使用して、アプリケーシ
ョンを手動でインストールします。

マイグレーション中にインストールが失敗したアプリケーションを手動でイ
ンストールするには、wsadmin コマンドを使用して、マイグレーション・ツ
ールがバックアップ・ディレクトリーに作成した install_application_name.jacl

スクリプトを実行します。

『Wsadmin ツール』または WBIPostUpgrade コマンドを参照してくださ
い。
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v マイグレーション・プロセスで、バージョン 6.0.x 構成に存在するエンタープラ
イズ・アプリケーションを新しいバージョン 6.1 構成にインストールするオプシ
ョンを選択すると、マイグレーションのアプリケーション・インストール・フェ
ーズでエラー・メッセージが表示される場合があります。

バージョン 6.0.x 構成に存在するアプリケーションのデプロイメント情報が誤っ
ている可能性があります。その場合、WebSphere Process Server の旧ランタイム
で十分に検証されなかったために XML 文書が誤っているという場合がほとんど
です。ランタイムのアプリケーション・インストール検証プロセスが改善されて
いるため、これらの誤った形式の EAR ファイルのインストールが失敗します。
このため、WBIPostUpgrade のアプリケーション・インストール・フェーズで障害
が発生し、「E:」エラー・メッセージが生成されます。これは「致命的な」マイ
グレーション・エラーと見なされます。

アプリケーションのインストール中に、マイグレーションがこのような方法で失
敗する場合、以下のいずれかを実行してください。

– バージョン 6.0.x アプリケーションの問題を修正してから、再マイグレーシ
ョンする。

– マイグレーションを続行し、これらのエラーを無視する。

この場合、マイグレーション・プロセスでは、障害が起こったアプリケーショ
ンはインストールされませんが、他のすべてのマイグレーション手順は完了し
ます。

後で、アプリケーションの問題を修正してから、管理コンソールまたはインス
トール・スクリプトを使用して新しい バージョン 6.1 構成に手動でインスト
ールできます。

v WebSphere Process Server バージョン 6.0.1.3 より古い バージョン 6.0.x ノード
を含んでいるか、これらのノードと相互運用する バージョン 6.1 セルにマイグ
レーションすると、クラスター機能に障害が発生する場合があります。

これらのバージョン 6.0.x サーバーを始動すると、以下の問題が発生する可能性
があります。

– First Failure Data Capture (FFDC) ログに ClassNotFoundException エラー・メ
ッセージが記録される場合があります。この例外は RuleEtiquette.runRules メソ
ッドからスローされ、以下のような形式になっています。

Exception = java.lang.ClassNotFoundException
Source = com.ibm.ws.cluster.selection.SelectionAdvisor.<init>
probeid = 133
Stack Dump = java.lang.ClassNotFoundException: rule.local.server
at java.net.URLClassLoader.findClass(URLClassLoader.java(Compiled Code))
at com.ibm.ws.bootstrap.ExtClassLoader.findClass(ExtClassLoader.java:106)
at java.lang.ClassLoader.loadClass(ClassLoader.java(Compiled Code))
at java.lang.ClassLoader.loadClass(ClassLoader.java(Compiled Code))
at java.lang.Class.forName1(Native Method)
at java.lang.Class.forName(Class.java(Compiled Code))
at com.ibm.ws.cluster.selection.rule.RuleEtiquette.runRules(RuleEtiquette.java
:154)at com.ibm.ws.cluster.selection.SelectionAdvisor.handleNotification
(SelectionAdvisor.java:153)
at com.ibm.websphere.cluster.topography.DescriptionFactory$Notifier.run
(DescriptionFactory.java:257)
at com.ibm.ws.util.ThreadPool$Worker.run(ThreadPool.java:1462)

– 以下のような形式の java.io.IOException が記録される場合があります。
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Exception = java.io.IOException
Source = com.ibm.ws.cluster.topography.DescriptionManagerA. update probeid

= 362
Stack Dump = java.io.IOException
at com.ibm.ws.cluster.topography.ClusterDescriptionImpl.importFromStream
(ClusterDescriptionImpl.java:916)
at com.ibm.ws.cluster.topography.DescriptionManagerA.update
(DescriptionManagerA.java:360)
Caused by: java.io.EOFException
at java.io.DataInputStream.readFully(DataInputStream.java(Compiled Code))
at java.io.DataInputStream.readUTF(DataInputStream.java(Compiled Code))
at com.ibm.ws.cluster.topography.KeyRepositoryImpl.importFromStream
(KeyRepositoryImpl.java:193)

マイグレーション中にバージョン 6.1 クラスター情報がセル全体に配布されま
す。バージョン 6.0.1.3 以降ではない WebSphere Process Server バージョン 6.0.x

ノードは、この情報を読み取ることができません。

この問題を回避するには、Deployment Manager をバージョン 6.1 にマイグレー
ションする前に、バージョン 6.1 セルに含まれるか、このセルと相互運用される
すべてのバージョン 6.0.x ノードをバージョン 6.0.1.3 以降にアップグレードし
ます。

v 管理対象ノードを バージョン 6.1 にマイグレーションした後、アプリケーショ
ン・サーバーが始動しない場合があります。

アプリケーション・サーバーを始動しようとすると、以下の例のようなエラーが
発生する場合があります。

[5/11/06 15:41:23:190 CDT] 0000000a SystemErr R
com.ibm.ws.exception.RuntimeError:

com.ibm.ws.exception.RuntimeError: org.omg.CORBA.INTERNAL:
CREATE_LISTENER_FAILED_4

vmcid: 0x49421000 minor code: 56 completed: No
[5/11/06 15:41:23:196 CDT] 0000000a SystemErr R at
com.ibm.ws.runtime.WsServerImpl.bootServerContainer(WsServerImpl.java:198)
[5/11/06 15:41:23:196 CDT] 0000000a SystemErr R at
com.ibm.ws.runtime.WsServerImpl.start(WsServerImpl.java:139)
[5/11/06 15:41:23:196 CDT] 0000000a SystemErr R at
com.ibm.ws.runtime.WsServerImpl.main(WsServerImpl.java:460)
[5/11/06 15:41:23:196 CDT] 0000000a SystemErr R at
com.ibm.ws.runtime.WsServer.main(WsServer.java:59)
[5/11/06 15:41:23:196 CDT] 0000000a SystemErr R at
sun.reflect.NativeMethodAccessorImpl.invoke0(Native Method)
[5/11/06 15:41:23:196 CDT] 0000000a SystemErr R at
sun.reflect.NativeMethodAccessorImpl.invoke(NativeMethodAccessorImpl.java:64)
[5/11/06 15:41:23:197 CDT] 0000000a SystemErr R at
sun.reflect.DelegatingMethodAccessorImpl.invoke

(DelegatingMethodAccessorImpl.java:43)

管理対象ノードのサーバーが listen するポート番号を変更します。例えば、
Deployment Manager がポート 9101 で ORB_LISTENER_ADDRESS を listen し
ている場合、管理対象ノードのサーバーはポート 9101 で
ORB_LISTENER_ADDRESS を listen してはいけません。この例のような問題を
解決するには、以下の手順を実行します。

1. 管理コンソールで、「アプリケーション・サーバー」 → 「server_name」 →

「ポート」 → 「ORB_LISTENER_ADDRESS」をクリックします。

2. ORB_LISTENER_ADDRESS のポート番号を使用されていない番号に変更しま
す。
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v 管理対象ノードの バージョン 6.1 へのマイグレーション時に同期に失敗する
と、サーバーが始動しない場合があります。

管理対象ノードをバージョン 6.1 にマイグレーションすると、以下のようなメッ
セージが記録される場合があります。

ADMU0016I: Synchronizing configuration between node and cell.
ADMU0111E: Program exiting with error:

com.ibm.websphere.management.exception.AdminException: ADMU0005E:
Error synchronizing repositories

ADMU0211I: Error details may be seen in the file:
/opt/WebSphere/61AppServer/profiles/AppSrv02/logs/syncNode.log

MIGR0350W: Synchronization with the deployment manager using the SOAP protocol
failed.
MIGR0307I: The restoration of the previous WebSphere Application Server
environment is complete.
MIGR0271W: Migration completed successfully, with one or more warnings.

これらのメッセージは、以下のことを示しています。

– Deployment Manager の構成レベルがバージョン 6.1 になっている。

– これからマイグレーションする管理対象ノードの構成レベルが (アプリケーシ
ョンも含めて)、Deployment Manager のリポジトリーでバージョン 6.1 になっ
ている。

– syncNode 操作を完了しなかった場合は、管理対象ノードがまったく完了して
いない。

以下のアクションを実行して、この問題を解決します。

1. ノード上で syncNode コマンドを再実行し、ノードを Deployment Manager と
同期化します。

syncNodeコマンドを参照してください。

2. GenPluginCfg コマンドを実行します。

GenPluginCfgコマンドを参照してください。

v WebSphere Process Server の旧バージョンから バージョン 6.1 へのマイグレーシ
ョン中に問題が発生する場合は、ログ・ファイルや他の入手可能な情報を確認し
てください。

– WBIPostUpgrade ステップの前にマイグレーション・ジョブが失敗する場合
は、マイグレーション・ジョブを再実行してください。

– WBIPostUpgrade ステップでマイグレーション・ジョブが失敗する場合は、新
しい 6.1 サーバーの構成が一部しか更新されていないので、新しい 6.1 サー
バーを再作成 (またはバックアップから復元) してから、マイグレーション・
ジョブを再実行します。

– 管理対象 (統合) ノードのマイグレーションで問題が発生する。

統合ノードは、マイグレーションの対象としては最も複雑なノードです。基本
的に 2 つのマイグレーションが 1 つになっているためです。統合ノードで
は、Deployment Manager のマスター・リポジトリーに含まれているノード構
成情報と、統合ノードに含まれている構成情報をマイグレーションすることが
必要です。統合ノードのマイグレーションには、Deployment Manager とのア
クティブ接続が必要です。セキュリティーを有効にしてある場合は、マイグレ
ーション・ジョブの作成時に生成された説明に従うことが必要です。マイグレ

第 1 章 WebSphere Process Server および WebSphere Enterprise Service Bus の以前のバージョンからのマイグレーション 57

http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/wasinfo/v6r1/topic/com.ibm.websphere.nd.multiplatform.doc/info/ae/ae/rxml_syncnode.html
http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/wasinfo/v6r1/topic/com.ibm.websphere.nd.multiplatform.doc/info/ae/ae/rxml_genplugincfg1.html


ーション・ジョブは、セキュア接続を取得するために正しく構成されている
WebSphere 管理者ユーザー ID を使用して実行依頼する必要があります。

バージョン 6.1 Deployment Manager へのマイグレーション中に混合セル内で
Deployment Manager のノード名を変更すると、バージョン 6.x ノード・エー
ジェントは同期化されていないと表示されるか、使用不可として表示される場
合があります。バージョン 6.x のノード・エージェントは、再始動されるま
で、バージョン 6.x の Deployment Manager へのリンクを維持します。したが
って、新しい Deployment Manager との同期化に失敗する可能性があります。
自動同期化を阻止するディスカバリーの問題は、マイグレーション中に
Deployment Manager の名前が変更されたことをノード・エージェントが認識
していないために発生します。この問題が発生する場合は、ノードで以下の手
順を実行してください。

1. ノードを停止します。

2. syncNode コマンドを実行します。

3. ノードを再始動します。

– ジョブがマイグレーションのアプリケーション・インストール・フェーズ中に
失敗する。

マイグレーション・プロセスで、バージョン 6.0.x 構成に存在するエンタープ
ライズ・アプリケーションを新しいバージョン 6.1 構成にインストールするオ
プションを選択する場合、マイグレーションのアプリケーション・インストー
ル・フェーズでエラー・メッセージが表示される可能性があります。

バージョン 6.0.x 構成に存在するアプリケーションのデプロイメント情報が誤
っている可能性があります。その場合、WebSphere Process Server の旧ランタ
イムで十分に検証されなかったために XML 文書が無効である場合がほとんど
です。ランタイムのアプリケーション・インストール検証プロセスが改善され
ているため、これらの誤った形式の EAR ファイルのインストールが失敗しま
す。このため、WBIPostUpgrade のアプリケーション・インストール・フェー
ズで障害が発生し、「E:」エラー・メッセージが生成されます。これは「致命
的な」マイグレーション・エラーと見なされます。

アプリケーションのインストール中に、マイグレーションがこのような方法で
失敗する場合、以下のいずれかを実行してください。

- バージョン 6.0.x アプリケーションの問題を修正してから、再マイグレー
ションする。

- マイグレーションを続行し、これらのエラーを無視する。

1. FINISHUP ステップでマイグレーション・ジョブを再開し、残りのマイ
グレーション機能が実行されるようにする。

これを行うには、RESTART=FINISHUP パラメーターをジョブ・カード
に追加して、ジョブを再実行依頼します。

2. 後で、アプリケーションの問題を修正してから、管理コンソールまたは
インストール・スクリプトを使用して新しい バージョン 6.1 構成に手動
でインストールできます。

– スペース不足エラーが発生する。
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マイグレーション・ログは、temporary_directory_location/nnnnnにあります。こ
こで、temporary_directory_location はマイグレーション・ジョブを作成したと
きに指定した値 (デフォルトは /tmp/migrate) で、nnnnn はマイグレーション・
ジョブの作成中に生成された固有の番号です。通常、マイグレーション・ログ
には、多くのスペースは必要ありません。ただし、トレースを有効にすると、
ログ・ファイルが非常に大きくなる可能性があります。ベスト・プラクティス
は、問題が検出された後でトレースを有効にすることです。トレースが必要な
場合、デバッグ中のプロセスのステップに関連するトレースだけを有効にして
ください。これにより、スペース所要量を減らすことができます。

トレースを有効にするには、マイグレーション・ジョブの作成時に有効にする
か、マイグレーション JCL の変数を無効から有効に変更します。

TraceState=enabled
profileTrace=disabled
preUpGradeTrace=disabled
postUpGradeTrace=enabled

マイグレーション中に、バージョン 6.0.x 構成のバックアップ・コピーが作成
されます。このバックアップが、マイグレーションされる情報のソースになり
ます。デフォルトのバックアップ・ロケーションは、/tmp/migrate/nnnnn です。
このロケーションは、マイグレーション・ジョブの作成時に変更できます。マ
イグレーションするノードのサイズによって、このバックアップは非常に大き
くなる可能性があります。一時スペースが十分でない場合は、このバックアッ
プを移動する必要があります。

– バッチ・ジョブの時間が超過する。

z/OS インストールはそれぞれ、ジョブ・クラスおよび時間制限の点で異なっ
ています。ジョブ・カードに適切なジョブ・クラスおよびタイムアウト値を指
定してあることを確認してください。

– マイグレーション後のサーバー始動中に障害が発生する。

マイグレーション・ジョブの作成時に生成された説明を確認してください。
JCL プロシージャーが PROCLIB に正しくコピーされていること、RACF 定
義が作成されていること、バージョン 6.1 ライブラリーが許可されているこ
と、および必要であればバージョン 6.1 ライブラリーへの STEPLIB ステート
メントが指定されていることを確認します。セルに関連付けられているデーモ
ン・プロセスのレベルが適切であることを確認します。デーモン・プロセスの
レベルは、セル内で管理されるすべてのサーバーの中の WebSphere Process

Server for z/OS の最も高いバージョンでなければなりません。

バージョン 6.0.1.3 以降ではないバージョン 6.0.x ノードを含んでいるか、こ
れらのノードと相互運用するバージョン 6.1 セルにマイグレーションすると、
クラスター機能に障害が発生する可能性があります。これらのバージョン
6.0.x アプリケーション・サーバーを始動すると、以下の問題が発生する可能
性があります。

- First Failure Data Capture (FFDC) ログに ClassNotFoundException エラー・
メッセージが記録される場合があります。この例外は RuleEtiquette.runRules

メソッドからスローされ、以下のような形式になっています。
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Exception = java.lang.ClassNotFoundException
Source = com.ibm.ws.cluster.selection.SelectionAdvisor.<init>
probeid = 133
Stack Dump = java.lang.ClassNotFoundException: rule.local.server
at java.net.URLClassLoader.findClass(URLClassLoader.java(Compiled Code))
at com.ibm.ws.bootstrap.ExtClassLoader.findClass(ExtClassLoader.java:106)
at java.lang.ClassLoader.loadClass(ClassLoader.java(Compiled Code))
at java.lang.ClassLoader.loadClass(ClassLoader.java(Compiled Code))
at java.lang.Class.forName1(Native Method)
at java.lang.Class.forName(Class.java(Compiled Code))
at com.ibm.ws.cluster.selection.rule.RuleEtiquette.runRules
(RuleEtiquette.java:154)
at com.ibm.ws.cluster.selection.SelectionAdvisor.handleNotification
(SelectionAdvisor.java:153)
at com.ibm.websphere.cluster.topography.DescriptionFactory$Notifier.run
(DescriptionFactory.java:257)
at com.ibm.ws.util.ThreadPool$Worker.run(ThreadPool.java:1462)

- 以下のような形式の java.io.IOException が記録される場合があります。

Exception = java.io.IOException
Source = com.ibm.ws.cluster.topography.DescriptionManagerA. update probeid
= 362
Stack Dump = java.io.IOException
at com.ibm.ws.cluster.topography.ClusterDescriptionImpl.importFromStream
(ClusterDescriptionImpl.java:916)
at com.ibm.ws.cluster.topography.DescriptionManagerA.update
(DescriptionManagerA.java:360)
Caused by: java.io.EOFException
at java.io.DataInputStream.readFully(DataInputStream.java(Compiled Code))
at java.io.DataInputStream.readUTF(DataInputStream.java(Compiled Code))
at com.ibm.ws.cluster.topography.KeyRepositoryImpl.importFromStream
(KeyRepositoryImpl.java:193)

マイグレーション時には、バージョン 6.1 クラスター情報がセル全体に配布さ
れます。バージョン 6.0.1.3 より古い バージョン 6.0.x ノードは、この情報を
読み取れません。この問題を回避するには、Deployment Manager をバージョ
ン 6.1 にマイグレーションする前に、バージョン 6.1 セルに含まれるか、こ
のセルと相互運用されるすべてのバージョン 6.0.x ノードをバージョン 6.0.1.3

以降にアップグレードします。

マイグレーション後に、ジョブ出力およびログ・ファイルを注意深く調べて、エ
ラーがないか確認します。

注: WebSphere Process Server には、WebSphere Process Server プロセスのダンプ
から情報をフォーマットするのに役立つ対話式問題管理システム (IPCS) verb 出
口があります。この verb 出口には、CBDATA という名前が付けられていまし
た。バージョン 6.0.x 以前では、これは実際のモジュール名の別名でした。バー
ジョン 6.1 では、この別名は除去されました。したがって、バージョン 6.1 以降
では、別名ではなく、この verb 出口の実際の名前 (BBORDATA) を使用する必
要があります。

ノードをバージョン 6.1 にマイグレーションしてから、バージョン 6.0.x に戻す
必要があることが明らかになった場合は、 環境のロールバックを参照してくださ
い。

これらのステップのいずれでも問題を解決できない場合は、IBM サポートとの連
絡方法なども記載されている追加のトラブルシューティング・リソースについ
て、トラブルシューティングおよびサポートを参照してください。
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次のタスク

問題がリストされていない場合は、IBM サポートにお問い合わせください。

関連概念

47ページの『Business Process Choreographer に関するマイグレーションの考慮
事項』
サーバーで Business Process Choreographer を稼働させている場合、いくつかの
制限事項および実行する必要のある追加タスクに注意してください。

関連タスク

25ページの『マイグレーションの検査』
ログ・ファイルを確認し、管理コンソールで操作を確認して、マイグレーション
が正常に行われたことを検査します。

関連情報

Application Server Toolkit でのコンポーネントのデバッグ

Wsadmin ツール

syncNode コマンド

GenPluginCfg コマンド

トラブルシューティングおよびサポート

ご使用の IBM ソフトウェアに関する問題の理解、特定、および解決を支援する
ため、トラブルシューティングおよびサポート情報では IBM 製品で提供されて
いる問題判別リソースの使用について説明しています。

スクリプト記述入門
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第 2 章 以前の WebSphere 製品からのマイグレーション

WebSphere Process Server より前に存在した特定の IBM 製品からアプリケーション
および構成データをマイグレーションできます。

以下の先行製品から WebSphere Process Server へのマイグレーションがサポートさ
れています。

v WebSphere Business Integration Server Foundation バージョン 5.1 および 5.1.1。
詳しくは、『WebSphere Studio Application Developer Integration Edition からのソ
ース成果物のマイグレーション』を参照してください。

v WebSphere MQ Workflow バージョン 3.6。詳しくは、 64ページの『WebSphere

MQ Workflow からのマイグレーション』を参照してください。

注: また、 WebSphere Process Server に、特定のバージョンの WebSphere

Enterprise Service Bus および WebSphere Application Server からマイグレーション
できます。また、前のバージョンの WebSphere Process Server 自体からもマイグレ
ーションできます。これらの製品からのマイグレーションについて詳しくは、 1ペ
ージの『第 1 章 WebSphere Process Server および WebSphere Enterprise Service

Bus の以前のバージョンからのマイグレーション』を参照してください。

前の製品から WebSphere Process Server へマイグレーションする場合 (例えば、
WebSphere Business Integration Server Foundation for z/OS から WebSphere Process

Server for z/OS へ)、マイグレーション手順で、マイグレーション・ツールを使用し
て、ソース成果物を新規 WebSphere Process Server バージョンの成果物に変換する
必要があります。

WebSphere Integration Developer には、既存のアプリケーション・ソース成果物を
WebSphere Process Server 成果物にマイグレーションするためのマイグレーショ
ン・ツールが含まれています。これらのツールは、WebSphere Integration Developer

の「ファイル」>「インポート...」ウィザードから利用できます。WebSphere Process

Server のコマンド行から、WebSphere InterChange Server からのマイグレーション
を支援するために設計されたマイグレーション・ツールも利用できます。

IBM developerWorks® の「テクニカル・ライブラリー」(http://www.ibm.com/

developerworks) でも、マイグレーションに役立つ記事を見つけることができます。

WebSphere Studio Application Developer Integration Edition からの
ソース成果物のマイグレーション

WebSphere Studio Application Developer Integration Edition からソース成果物をマイ
グレーションするには、WebSphere Integration Developer で提供されるツールを使用
します。

このタスクについて
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WebSphere Integration Developer で使用可能なマイグレーション・ウィザードまたは
コマンド行を使用して、 WebSphere Application Server Developer Integration Edition

サービス・プロジェクトをアクティブな WebSphere Integration Developer ワークス
ペース内のプロジェクトにマイグレーションします。詳しくは、WebSphere

Integration Developer インフォメーション・センターを参照してください。

関連情報

WebSphere Integration Developer インフォメーション・センター

WebSphere MQ Workflow からのマイグレーション
WebSphere MQ Workflow からマイグレーションするには、WebSphere Integration

Developer マイグレーション・ウィザードか、または WebSphere MQ Workflow 3.6

から WebSphere Process Server にマイグレーションするための特殊ユーティリティ
ーを使用します。

このタスクについて

このバージョンの WebSphere MQ

Workflow の場合... 実行内容

WebSphere MQ Workflow 3.6 WebSphere Integration Developer のマイグレ
ーション・ウィザードまたは FDL2BPEL ユ
ーティリティーを使用して、すべての
WebSphere MQ Workflow の成果物を
WebSphere Integration Developer の配置可能
な成果物にマイグレーションします。

WebSphere MQ Workflow 3.5 以前 最初に WebSphere MQ Workflow バージョン
3.6 にマイグレーションする必要がありま
す。

詳しくは、WebSphere Integration Developer インフォメーション・センターを参照し
てください。

関連情報

WebSphere Integration Developer インフォメーション・センター

64 マイグレーション

http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/dmndhelp/v6r1mx/index.jsp
http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/dmndhelp/v6r1mx/index.jsp


第 3 章 使用すべきでないフィーチャー

このセクションでは、WebSphere Process Server バージョン 6.0、バージョン 6.1、
および WebSphere Business Integration Server Foundation バージョン 5.1 などの製
品の中で、使用すべきでないフィーチャーについてまとめています。他の
WebSphere Application Server バージョン 5.1 および 6.x 製品の使用すべきでない
フィーチャーについては、それらの製品の資料で説明されています。

廃止リスト
ここでは、以下のバージョンおよびリリースで使用すべきでないフィーチャーにつ
いて説明します。

v 66ページの『WebSphere Process Server バージョン 6.1 で使用すべきでないフィ
ーチャー』

v 70ページの『WebSphere Process Server バージョン 6.0.2 で使用すべきでないフ
ィーチャー』

v 72ページの『WebSphere Process Server バージョン 6.0.1 で使用すべきでないフ
ィーチャー』

v 72ページの『WebSphere Process Server バージョン 6.0 で使用すべきでないフィ
ーチャー』

v 76ページの『WebSphere Business Integration Server Foundation バージョン 5.1.1

で使用すべきでないフィーチャー』

v 76ページの『WebSphere Business Integration Server Foundation バージョン 5.1

で使用すべきでないフィーチャー』

以下のテーブルに、使用すべきでないものをバージョンおよびリリースごとにまと
めました。各テーブルに、非推奨の影響のあるバージョンとリリース、および使用
すべきでないもの (フィーチャー、API、スクリプト・インターフェース、ツール、
ウィザード、公開された構成データ、命名 ID、定数など) を示しています。可能な
ところでは、推奨マイグレーション・アクションが提供されています。
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WebSphere Process Server バージョン 6.1 で使用すべきでな
いフィーチャー

Container Manager Persistence over Anything (CMP/A)

WebSphere Process Server に組み込まれている CMP/A サポートは推奨されません。これには、CMP/

A、cmpdeploy.bat/.sh コマンド行ツール、および以下のパブリック API を使用するためにカスタマイズされたアプリ
ケーションのランタイム・サポートが含まれます。

v com.ibm.websphere.rsadapter.WSProceduralPushDownHelper

v com.ibm.websphere.rsadapter.WSPushDownHelper

v com.ibm.websphere.rsadapter.WSPushDownHelperFactory

v com.ibm.websphere.rsadapter.WSRelationalPushDownHelper

推奨されるマイグレーション・アクション

リレーショナル・データ・ソースを使用するように CMP エンティティー Bean を変換するか、または CMP エンテ
ィティー Bean を、サポートされた別のデータ・パーシスタンス・モデルに置き換えます。

また、 WebSphere Adapters を使用して、既存の CMP/A アプリケーションを置き換えることもできます。Adapter ツ
ールは、サービス・インターフェースの作成に、「作成、取得、更新、および削除」というアーキテクチャーを使用
しており、CMP/A が使用するアーキテクチャーと非常に似ています。

JACL スクリプト (WebSphere Application Server バージョン 6.1 では非推奨)

WebSphere Application Server における JACL スクリプトの非推奨と一貫性を保つため、 WebSphere Process Server

における JACL スクリプト・ファイルは非推奨です。

推奨されるマイグレーション・アクション

対応する .bat/.sh ファイル、または wsadmin コマンドを使用して、同じ機能を実行してください。
注: 以下の Business Process Choreographer JACL スクリプトは非推奨ではありません。

1. <install_root>¥ProcessChoreographer¥admin¥bpcTemplates.jacl

2. <install_root>¥ProcessChoreographer¥config¥bpeconfig.jacl

3. <install_root>¥ProcessChoreographer¥config¥bpeunconfig.jacl

4. <install_root>¥ProcessChoreographer¥config¥bpeupgrade.jacl

5. <install_root>¥ProcessChoreographer¥config¥clientconfig.jacl

IBM Web Services Client for C++

IBM Web Services Client for C++ は、独自のインストーラーを備えたスタンドアロン・アプリケーションですが、
WebSphere Process Server メディアで配布されます。WebSphere Process Server は、このソフトウェアを使用せず、ま
た依存関係もありませんが、同様に本製品と共に配布される IBM Message Service Client for C/C++ は、このソフト
ウェアを使用し、依存関係があります。

推奨されるマイグレーション・アクション

GPL ライセンスの下で配布されているオープン・ソース製品である gSOAP ( http://www.cs.fsu.edu/~engelen/soap.html)

など、同じ機能を提供する、無償で入手可能なその他のツールのいずれかを使用してください。

Business Process Choreographer
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Container Manager Persistence over Anything (CMP/A)

汎用ビジネス・プロセス EJB API

v ProcessTemplateData の getAutoDelete() 関数は推奨されません。

推奨されるマイグレーション・アクション

対応するプロセス・テンプレートに対してどのように自動削除が処理されるかを照会するには、
getAutoDeletionMode() メソッドを使用してください。

v 例外 SpecificFaultReplyException は推奨されません。

推奨されるマイグレーション・アクション

アクションは不要です。この例外は WSIF メッセージの処理にのみ必要で、この処理は現在サポートされていませ
ん。

汎用ビジネス・プロセス WebService API - XML スキーマ・タイプ

複合タイプ ProcessTemplateType のエレメント autoDelete は推奨されません。

<xsd:element name="ProcessTemplate" type="tns:ProcessTemplateType"/>
<xsd:complexType name="ProcessTemplateType">

<xsd:sequence>
...

<xsd:element name="autoDelete" type="xsd:boolean" minOccurs="0"/>
...</xsd:sequence></xsd:complexType>

推奨されるマイグレーション・アクション

タイプ ProcessTemplateType のエレメント autoDeletionMode を使用してください

<xsd:element name="ProcessTemplate" type="tns:ProcessTemplateType"/>
<xsd:complexType name="ProcessTemplateType">

<xsd:sequence>
...

<xsd:element name="autoDeletionMode" type="xsd:string" minOccurs="0"/>
...</xsd:sequence></xsd:complexType>

非推奨の ProcessContainer MBean の Observer DB Cleanup メソッド

以下のメソッドは推奨されません。

v public String observerForceRemoveInstanceData(String dataSourceName, String state, String templateName,

String validFrom, String completedBefore )

v public String observerRemoveDeletedInstancesData(String dataSourceName, String completedBefore)

v public String observerRemoveInstanceDataOfTemplate(String dataSourceName, String templateName, String

validFrom)

推奨されるマイグレーション・アクション

以下の新規メソッド (名前は同じで、パラメーター 「dbSchemaName」が追加されている) を使用してください。

v public String observerForceRemoveInstanceData(String dataSourceName, String dbSchemaName, String state,

String templateName, String validFrom, String completedBefore )

v public String observerRemoveDeletedInstancesData(String dataSourceName, String dbSchemaName, String

completedBefore)

v public String observerRemoveInstanceDataOfTemplate(String dataSourceName, String dbSchemaName, String

templateName, String validFrom)
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Container Manager Persistence over Anything (CMP/A)

LDAP スタッフ解決プラグイン

LDAP スタッフ解決プラグインのスタッフ照会に関する属性評価仕様は、推奨されません。

<sldap:attribute name="attribute name"
objectclass="LDAP object class"
usage="simple">

</sldap:attribute>

推奨されるマイグレーション・アクション

LDAP オブジェクトごとに複数の属性をサポートする、結果オブジェクト評価仕様を使用してください。「user」照会
の属性「objectclass」および「attribute」は、ユーザーごとの複数の結果属性をサポートする完全な結果オブジェクト評
価仕様に置き換えられます。

汎用ヒューマン・タスク・マネージャー EJB API

v インターフェース Task の以下のフィールドは推奨されません。

– STATE_FAILING

– STATE_SKIPPED

– STATE_STOPPED

– STATE_TERMINATING

– STATE_WAITING

– STATE_PROCESSING_UNDO

推奨されるマイグレーション・アクション

インライン・ヒューマン・タスクのために、インライン・ヒューマン・タスクに関連したスタッフ・アクティビテ
ィーの取得を使用し、汎用ビジネス・プロセス EJB API 内の ActivityInstanceData インターフェースで
getExecutionState() メソッドを使用して、アクティビティー状態を確認します。

v インターフェース Task のフィールド KIND_WPC_STAFF_ACTIVITY は推奨されません。

推奨されるマイグレーション・アクション

Task インターフェースで isInline() メソッドを使用し、ビジネス・プロセス内でヒューマン・タスクがヒューマ
ン・タスク (スタッフ) アクティビティーに関連付けられているかどうかを判別します。
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Container Manager Persistence over Anything (CMP/A)

非推奨の E メール担当者割り当て基準

エスカレーション・アクション「e-mail」を含むエスカレーションに使用される、E メール受信者の担当者割り当て基
準 (スタッフ動詞) は推奨されません。バージョン 6.1 では必要なくなったためです。これは、以下の担当者割り当
て基準に適用されます。

v 部門メンバーの E メール・アドレス

v グループ・メンバーの E メール・アドレス

v フィルターされたユーザーを除くグループ・メンバーの E メール・アドレス

v グループ検索の E メール・アドレス

v ロール・メンバーの E メール・アドレス

v ユーザーの E メール・アドレス

v ユーザー ID ごとのユーザーの E メール・アドレス

推奨されるマイグレーション・アクション

E メール・アドレスおよび設定済みの言語は、バージョン 6.1 の担当者割り当て基準の標準セットによって、ユーザ
ー ID と共に解決されます。この非推奨情報は、カスタム XSLT 担当者割り当て基準のマッピング (スタッフ動詞)

ファイルを作成するユーザーにとって、特に重要です。バージョン 6.0.2 タスク定義をデプロイしない場合、推奨さ
れない担当者割り当て基準をサポートする必要はありません。バージョン 6.1 の場合は、担当者割り当て基準、
「User Records by user ID」が導入されており、カスタム XSLT ファイルによるサポートが必要です。これは、E メ
ール・アドレスをフォールバックとして解決するためです。

WebSphere Integration Developer 6.1 で、ソース成果物のマイグレーションを開始することで、既存のヒューマン・タ
スク定義内の推奨されない E メール担当者割り当て基準を除去できます。これを行うには、ご使用のバージョン
6.0.2 タスク定義を WebSphere Integration Developer 6.1 にインポートし、少し変更して (タスク記述にブランクを追
加して再度削除するなど)、再度保管します。

BPC 内部メッセージング用の JMS プロバイダーとしての MQ の非推奨事項 (ビジネス・プロセス・コンテナーおよ
びヒューマン・タスク・コンテナーの構成)

MQSeries® を JMS プロバイダーとして使用するようにビジネス・プロセス・コンテナーおよびヒューマン・タス
ク・コンテナーを構成することは、推奨されません。ビジネス・プロセス・コンテナーおよびヒューマン・タスク・
コンテナーは、内部メッセージング (特に長時間稼働するプロセス・インスタンスのナビゲート) に JMS を使用しま
す。

推奨されるマイグレーション・アクション

ビジネス・プロセス・コンテナーおよびヒューマン・タスク・コンテナーの構成中に、デフォルトの JMS メッセー
ジング・プロバイダーを使用します。

ビジネス・オブジェクト

以下のビジネス・オブジェクト・メソッドは推奨されません。

v com.ibm.websphere.bo.BOFactory.createByClass(java.lang.Class iterfaceClass);

v com.ibm.websphere.bo.BOType.getTypeByClass(java.lang.Class className);

推奨されるマイグレーション・アクション

これらのメソッドがバージョン 6.1 で呼び出された場合、「機能はサポートされません」例外が発生します。

Common Event Infrastructure
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ユーザー表示 Common Base Event の作成および編集は推奨されません。

推奨されるマイグレーション・アクション

現在はツールを使用して、モニター対象の発行イベントに含めるビジネス・オブジェクト・データを指定できます。

zOS

esb/messageLogger/qualifier で String オブジェクトを JNDI にバインドする要件は廃止予定です。

推奨されるマイグレーション・アクション

メッセージ・ロガー・プリミティブは、CommonDB データベースにメッセージ情報を保管するようになります。必要
に応じて、プロファイル拡張フェーズ中に、 ESB_MESSAGE_LOGGER_QUALIFIER という名前の WebSphere 変数
が作成され、その値が、選択された CommonDB スキーマ修飾子の変数に設定されます。

WebSphere InterChange Server

『WebSphere InterChange Server API』のサポート にリストされている API (アプリケーション・プログラミング・イ
ンターフェース) は現在は非推奨ではなくなりました。
注: これらの API は、以前に WebSphere Process Server バージョン 6.0.2 で非推奨でした。

推奨されるマイグレーション・アクション

これらの API は、マイグレーション済みの WebSphere InterChange Server コンポーネントを使用したアプリケーシ
ョンにのみ使用する必要があります。その他のすべての場合には、 WebSphere Process Server 用のサービス・デー
タ・オブジェクトを使用する必要があります。

WebSphere Enterprise Service Bus (WESB)

WESB がセキュアな WSRR インスタンスと通信する際に使用される SSL レパートリーを識別する現在のメソッド
は、推奨されていません。

推奨されるマイグレーション・アクション

新規プロパティーが WSRR 定義に追加されており、同様のレパートリーの指定が可能です。

WebSphere Process Server バージョン 6.0.2 で使用すべきで
ないフィーチャー

Human Task Manager

タスク・コンテキスト変数 %htm:task.clientDetailURL% が不要になりました。このため非推奨になりました。

推奨されるマイグレーション・アクション

アクションは不要です。

TEL でのすべてのエスカレーション E メールに使用される標準の E メール実装が推奨されなくなり、これに代わっ
て TEL での E メール定義用の固有のサポートが提供されています。

推奨されるマイグレーション・アクション

エスカレーションについては、カスタマイズ可能な E メール・フィーチャーを使用してください。
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バージョン 6.0 では非推奨であった以下のタスク・オブジェクト・メソッドが、非推奨ではなくなりました。

getInputMessageTypeName()

getOutputMessageTypeName()

推奨されるマイグレーション・アクション

これらのメソッドが使用できるようになりました。

Business Process Choreographer

Generic Business Process EJB API インターフェース ActivityInstanceData、ProcessInstanceData、および
ProcessTemplateData において、メソッド getProcessAdministrators() は推奨されません。

推奨されるマイグレーション・アクション

これらに対応する以下のメソッドを使用してください。

v HumanTaskManagerService インターフェースの getUsersInRole() メソッドと組み合わせて使用する
getProcessAdminTaskID()。以下に例を示します。

htm.getUsersInRole(actInstData.getProcessAdminTaskID(), WorkItem.REASON_ADMINISTRATOR)

v HumanTaskManagerService インターフェースの getUsersInRole() メソッドと組み合わせて使用する
getAdminTaskID()。以下に例を示します。

htm.getUsersInRole(procInstData.getAdminTaskID(), WorkItem.REASON_ADMINISTRATOR)

v HumanTaskManagerService インターフェースの getUsersInRole() メソッドと組み合わせて使用する
getAdminTaskTemplateID()。以下に例を示します。

htm.getUsersInRole(procTemplData.getAdminTaskTemplateID(), WorkItem.REASON_ADMINISTRATOR )

Generic Business Process EJB API の BusinessFlowManagerService インターフェースおよび Generic Task EJB API の
HumanTaskManagerService インターフェースでは、以下のメソッドは推奨されません。

v query(String storedQueryName, Integer skipTuples)

v query(String storedQueryName, Integer skipTuples, Integer threshold)

推奨されるマイグレーション・アクション

これらに対応する以下のメソッドを使用してください。

v query(String storedQueryName, Integer skipTuples, List parameters)

v query(String storedQueryName,Integer skipTuples, Integer threshold, List parameters)

SCA 管理コマンド

以下のコマンド (wsadmin を介して使用される) は推奨されません。

v configSCAForServer

v configSCAForCluster

推奨されるマイグレーション・アクション

configSCAForServer の代わりに、同等の機能を持つ以下の 2 つのコマンドを使用してください。 :

v configSCAAsyncForServer

v [オプション; 必要な場合のみ使用] configSCAJMSForServer

configSCAForCluster の代わりに、同等の機能を持つ以下の 2 つのコマンドを使用してください。

v configSCAAsyncForCluster

v [オプション; 必要な場合のみ使用] configSCAJMSForCluster
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以下の JACL スクリプトは推奨されません。

v deleteAuditLog.jacl

v deleteInvalidProcessTemplate.jacl

v deleteInvalidTaskTemplate.jacl

v queryNumberOfFailedMessages.jacl

v replayFailedMessages.jacl

v cleanupUnusedStaffQueryInstances.jacl

v refreshStaffQuery.jacl

推奨されるマイグレーション・アクション

推奨されない各 JACL スクリプトについては、対応する Jython スクリプトが新しく提供されています。 この Jython

スクリプト (*.py) (<install_root>/ProcessChoreographer/admin ディレクトリー内にあります) を使用してください。

WebSphere InterChange Server

注: これらの API は、バージョン 6.1 では非推奨ではありません。

『WebSphere InterChange Server API』のサポートにリストされている API (アプリケーション・プログラミング・イ
ンターフェース) は推奨されません。

推奨されるマイグレーション・アクション

WebSphere Process Server 用に作成されたコードでは、これらのインターフェースを使用すべきではありません。

IBM WebSphere InterChange Server Access for Enterprise JavaBeans™ (EJB) のサポートは推奨されません。

推奨されるマイグレーション・アクション

WebSphere Process Server 用に開発されたアプリケーションでは、Access for Enterprise JavaBeans を使用すべきでは
ありません。

WebSphere Process Server バージョン 6.0.1 で使用すべきで
ないフィーチャー

WebSphere Process Server バージョン 6.0.1 には、使用すべきでないフィーチャーはありません。

WebSphere Process Server バージョン 6.0 で使用すべきでな
いフィーチャー

アプリケーション・プログラミング・モデルおよびコンテナー・サポート・フィーチャー

BRBeans コンポーネントは推奨されないので、ビジネス・ルールと差し替えられます。

推奨されるマイグレーション・アクション

ユーザーは、使用されているすべての BRBeans を手動で除去し、ビジネス・ルールに移行する必要があります。
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バージョン 6 で、一部の BPEL ビジネス・プロセス・モデル構成体が構文的に変更されました。WebSphere

Integration Developer バージョン 6.0 では、構文のみがサポートされます。これらの構成体のマイグレーションが可
能です。

推奨されるマイグレーション・アクション

WebSphere Integration Developer 提供のマイグレーション・ウィザードを使用して、 WebSphere Business Integration

Server Foundation バージョン 5.1 のサービス・プロジェクト (プロセス定義を含む) を WebSphere Process Server バ
ージョン 6.0 にマイグレーションしてください。マイグレーション・ウィザードが完了したら、いくつかの手動ステ
ップを実行してマイグレーションを完成させる必要があります。サービス・プロジェクトのマイグレーションの詳細
については、WebSphere Integration Developer バージョン 6.0 のインフォメーション・センターを参照してくださ
い。

WebSphere Business Integration Server Foundation バージョン 5.1 には、取り消しサービスの入力用のオプションがあ
ります。この取り消しサービスでは、出力データによってオーバーレイされる、補正可能なサービスの入力データを
マージした結果のメッセージを暗黙的に提供します。BPEL が提供する拡張補正のサポートを前提として、この機能
は推奨されません。

推奨されるマイグレーション・アクション

ビジネス・プロセスの BPEL 補正を使用してください。
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Business Flow Manager の機能性の変更のため、WebSphere Process Server バージョン 6.0 の汎用プロセス API で
は、以下のメソッドは推奨されません。

v WorkList オブジェクトの名前が StoredQuery に変更されました。このため、BusinessFlowManager Bean で以下のメ
ソッドは使用すべきではありません。該当する場合、WebSphere Process Server バージョン 6.0 を使用するメソッ
ドを以下に示します。

– newWorkList( String workListName, String selectClause, String whereClause, String orderByClause, Integer

threshold, TimeZone timezone )

代わりのメソッド: createStoredQuery( String storedQueryName, String selectClause, String whereClause, String

orderByClause, Integer threshold, TimeZone timezone )

– getWorkListNames()

代わりのメソッド: getStoredQueryNames()

– deleteWorkList( String workListName )

代わりのメソッド: deleteStoredQuery( String storedQueryName )

– getWorkList( String workListName )

代わりのメソッド: getStoredQuery( String storedQueryName )

– executeWorkList( String workListName )

代わりのメソッド: query( String storedQueryName, Integer skipTuples )

– getWorkListActions()

サポートされません。

v WorkListData オブジェクトは推奨されません。

代わりに、StoredQueryData を使用してください。

v ProcessTemplateData オブジェクトの以下のメソッドは、サポートされなくなりました。

getInputMessageTypeTypeSystemName()

getOutputMessageTypeTypeSystemName()

v ProcessInstanceData オブジェクトの以下のメソッドは、サポートされなくなりました。

getInputMessageTypeTypeSystemName()

getOutputMessageTypeTypeSystemName()

v ActivityInstanceData オブジェクトの以下のメソッドは、サポートされなくなりました。

getInputMessageTypeTypeSystemName()

getOutputMessageTypeTypeSystemName()

v ActivityServiceTemplateData オブジェクトの以下のメソッドは、サポートされなくなりました。

getInputMessageTypeTypeSystemName()

推奨されるマイグレーション・アクション

代わりのメソッドがある場合は、そのメソッドを使用してください。
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Human Task Manager の機能性の変更のため、WebSphere Process Server バージョン 6.0 の汎用プロセス API では、
以下のメソッドは推奨されません。

v HumanTaskManager Bean では、以下のメソッドは使用すべきではありません。WebSphere Process Server バージョ
ン 6.0 で使用する代わりのメソッドを以下に示します。

– createMessage( TKIID tkiid, String messageTypeName )

代わりに、createInputMessage( TKIID tkiid )、 createOutputMessage( TKIID tkiid )、createFaultMessage(

TKIID tkiid ) の個別のメソッドを使用してください。

– createMessage( String tkiid, String messageTypeName )

代わりに、createInputMessage( String tkiid )、createOutputMessage( String tkiid )、createFaultMessage( String

tkiid ) の個別のメソッドを使用してください。

v Task オブジェクトで、以下のメソッドがサポートされなくなりました。

getInputMessageTypeName()

getOutputMessageTypeName()

推奨されるマイグレーション・アクション

代わりのメソッドがある場合は、そのメソッドを使用してください。

以下のデータベース・ビューは推奨されません。

v 説明

v CUSTOM_PROPERTY

推奨されるマイグレーション・アクション

DESCRIPTION ビューの代わりに TASK_DESC ビューを、CUSTOM_PROPERTY ビューの代わりに TASK_CPROP

ビューを使用してください。

Java コードの断片のプログラミング・モデル

v WebSphere Business Integration Server Foundation バージョン 5.1 では、インライン Java コードの断片 (アクティ
ビティーおよび条件) 内部の BPEL 変数に、getter メソッドおよび setter メソッドを通じてアクセスします。これ
らのメソッドはサポートされません。 Java コードの断片内の BPEL 変数を表すために使用される WSIFMessage

メソッドも、サポートされません。

v メソッド <typeOfP> getCorrelationSet<cs> Property<p>() は、スコープ・レベルで宣言された相関セットを考慮しな
いため、サポートされません。プロセス・レベルで宣言された相関セットにアクセスする場合のみ使用可能です。

v Java 断片アクティビティー内部のカスタム・プロパティーにアクセスする WebSphere Business Integration Server

Foundation バージョン 5.1 メソッドはサポートされません。

v 以下の getPartnerLink メソッドはサポートされません。スコープ・レベルで宣言されたパートナー・リンクを考慮
していないため、プロセス・レベルで宣言されたパートナー・リンクにアクセスする場合にのみ使用可能です。

EndpointReference getPartnerLink();

EndpointReference getPartnerLink( int role );

void setPartnerLink( EndpointReference epr );

推奨されるマイグレーション・アクション

WebSphere Integration Developer 6.0 提供のマイグレーション・ウィザードを使用して、 WebSphere Business

Integration Server Foundation バージョン 5.1 のサービス・プロジェクト (プロセス定義を含む) を WebSphere Process

Server バージョン 6.0 にマイグレーションしてください。マイグレーション・ウィザードが完了したら、いくつかの
手動ステップを実行してマイグレーションを完成させる必要があります。サービス・プロジェクトのマイグレーショ
ンの詳細については、WebSphere Integration Developer バージョン 6.0 のインフォメーション・センターを参照して
ください。
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アプリケーション・サービス・フィーチャー

拡張メッセージング・サービス・フィーチャー、およびすべての EMS/CMM API と SPI は推奨されません。

com/ibm/websphere/ems/CMMCorrelator

com/ibm/websphere/ems/CMMException

com/ibm/websphere/ems/CMMReplyCorrelator

com/ibm/websphere/ems/CMMRequest

com/ibm/websphere/ems/CMMResponseCorrelator

com/ibm/websphere/ems/ConfigurationException

com/ibm/websphere/ems/FormatException

com/ibm/websphere/ems/IllegalStateException

com/ibm/websphere/ems/InputPort

com/ibm/websphere/ems/OutputPort

com/ibm/websphere/ems/transport/jms/JMSRequest

com/ibm/websphere/ems/TimeoutException

com/ibm/websphere/ems/TransportException

com/ibm/ws/spi/ems/CMMFactory

com/ibm/ws/spi/ems/format/cmm/CMMFormatter

com/ibm/ws/spi/ems/format/cmm/CMMParser

com/ibm/ws/spi/ems/format/Formatter

com/ibm/ws/spi/ems/format/Parser

com/ibm/ws/spi/ems/transport/CMMReceiver

com/ibm/ws/spi/ems/transport/CMMReplySender

com/ibm/ws/spi/ems/transport/CMMSender

com/ibm/ws/spi/ems/transport/MessageFactory

推奨されるマイグレーション・アクション

拡張メッセージング・サービスとその関連ツールを使用する代わりに、標準の JMS API、またはそれと同等のメッセ
ージング・テクノロジーを使用する必要があります。

WebSphere Business Integration Server Foundation バージョ
ン 5.1.1 で使用すべきでないフィーチャー

WebSphere Business Integration Server Foundation バージョン 5.1.1 には、使用すべきでないフィーチャーはありま
せん。

WebSphere Business Integration Server Foundation バージョ
ン 5.1 で使用すべきでないフィーチャー

インストールおよびマイグレーション・ツール
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WebSphere Studio Application Developer Integration Edition バージョン 5.0 またはそれ以前にモデルとなっていたビジ
ネス・プロセスは、使用すべきではありません。

推奨されるマイグレーション・アクション

WebSphere Studio Application Developer Integration Edition バージョン 5.1 で提供されている マイグレーション・オ
プションを使用して、ビジネス・プロセスを BPEL 関連のプロセスにマイグレーションしてください。

バージョン 5.0 以前の WebSphere Studio Application Developer Integration Edition で作成されたビジネス・プロセス
で使用される、いくつかの Business Process Choreographer API インターフェースおよびメソッド。

推奨されるマイグレーション・アクション

これらの API インターフェースおよびメソッドの詳細なリストが必要な場合は、Business Process Choreographer で提
供される Javadoc を参照してください。

アプリケーション・プログラミング・モデルおよびコンテナー・サポート・フィーチャー

以下の public クラス、メソッド、および属性を含むビジネス・ルール Bean プログラミング・インターフェースは使
用すべきではありません。

v public クラス:

– com.ibm.websphere.brb.RuleImporter

– com.ibm.websphere.brb.RuleExporter

v public メソッド:

– getLocalRuleManager() on class com.ibm.websphere.brb.TriggerPoint

v Protected 属性:

– ruleMgr on class com.ibm.websphere.brb.TriggerPoint

推奨されるマイグレーション・アクション

アクションは不要です。

以下の com.ibm.websphere.scheduler クラス・プログラミング・インターフェースの scheduler.Scheduler メソッドは使
用すべきではありません。

public BeanTaskInfo createBeanTaskInfo();

public MessageTaskInfo createMessageTaskInfo();

推奨されるマイグレーション・アクション

以下のメソッドを使用します。

public Object createTaskInfo(Class taskInfoInterface) throws TaskInfoInvalid;

BeanTaskInfo ti = (BeanTaskInfo) Scheduler.createTaskInfo(BeanTaskInfo.class);

Web サービスのゲートウェイ・カスタマイズ API は使用すべきではありません。

推奨されるマイグレーション・アクション

アクションは不要です。ただし、可能であれば、フィルターなどの Web サービスのゲートウェイ固有のインターフ
ェースではなく、XML ベースのリモート・プロシージャー・コール (JAX-RPC) のハンドラー用の Java API を使用
してください。Web サービスのゲートウェイ API は、将来のリリースでは置き換えられる予定です。詳細について
は、 WebSphere Business Integration Server Foundation インフォメーション・センターにあるトピック『JAX-RPC

handlers - An alternative to gateway filters』を参照してください。
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第 4 章 マイグレーションのトラブルシューティング

マイグレーション中に問題が発生する場合は、ここで説明する情報を参考にしてく
ださい。

バージョン間のマイグレーションのトラブルシューティング
WebSphere Process Server の古いバージョンからのマイグレーション時に問題が発
生した場合は、このページのトラブルシューティングのヒントを参照してくださ
い。

v WebSphere Process Server の旧バージョンから バージョン 6.1 へのマイグレーシ
ョン中に問題が発生する場合は、ログ・ファイルや他の入手可能な情報を確認し
てください。

1. マイグレーション・ジョブの実行時に生成された 2 つのファイルで、診断情
報を探します。 このファイルは、 WROUT ステップと WRERR ステップで
JESOUT データ・セットに書き込まれます。 SDSF から参照してください。

2. 以下のログ・ファイルを探してください。これらのファイルは ASCII フォー
マットです (このファイルを z/OS で表示する場合は、まず EBCDIC に変換
する必要があります)。

– migration_backup_directory/base_backup/WASPreUpgrade.time_stamp.log

– migration_backup_directory/base_backup/WBIPostUpgrade.time_stamp.log

– migration_backup_directory/base_backup/WBIPreUpgrade.time_stamp.log

– /WebSphere/V6R1/DeploymentManager/profiles/default/logs/

WASPreUpgradeSummary.log

– /WebSphere/V6R1/DeploymentManager/profiles/default/logs/

WASPostUpgradeSummary.log

– /WebSphere/V6R1/DeploymentManager/profiles/default/logs/

WASPostUpgrade.time_stamp.log

– /WebSphere/V6R1/AppServer/profiles/default/logs/WASPreUpgradeSummary.log

– /WebSphere/V6R1/AppServer/profiles/default/logs/WASPostUpgradeSummary.log

– /WebSphere/V6R1/AppServer/profiles/default/logs/

WASPostUpgrade.time_stamp.log

3. ログで、以下のメッセージを探します。

MIGR0259I: マイグレーションは正常に完了しました。

MIGR0271W: マイグレーションは、1 つ以上の警告を伴って、正常に完了しま
した。

4. アクセスしようとしているリソースをホスティングしているサーバーのサービ
ス・ログの Application Server Toolkit (AST) に組み込まれている Log and

Trace Analyzer を開いて、エラー・メッセージおよび警告メッセージを参照し
ます。
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Application Server Toolkit でのコンポーネントのデバッグを参照してくださ
い。

5. WebSphere Process Server で dumpNameSpace コマンドを実行し、出力をパイ
ピング、リダイレクト、および詳細出力にして、出力を見やすくします。

このコマンドを実行すると、WebSphere Process Server 名前空間のすべてのオ
ブジェクトがディレクトリー・パスとオブジェクト名を含めて表示されます。

6. クライアントがアクセスする必要があるオブジェクトが表示されない場合は、
管理コンソールを使用して、以下の状態を確認します。

– ターゲット・リソースをホスティングしているサーバーが開始しているこ
と。

– ターゲット・リソースをホスティングしている Web モジュールまたは
Enterprise JavaBean コンテナーが稼働していること。

– ターゲット・リソースの JNDI 名が正しく指定されていること。

これらのステップのいずれでも問題を解決できない場合は、IBM サポートとの連
絡方法なども記載されている追加のトラブルシューティング・リソースについ
て、トラブルシューティングおよびサポートを参照してください。

v マイグレーション・プロセス時に、 WBIPreUpgrade ステップまたは
WBIPostUpgrade ステップで問題が発生することがあります。

– WBIPreUpgrade ステップで問題が発生する場合があります。

- 「見つかりません」または「そのようなファイルまたはディレクトリーがあ
りません (No such file or directory)」というメッセージが返されます。

この問題は、 WBIPreUpgrade スクリプトが正しい場所 (バージョン 6.1 の
bin ディレクトリー、例えば /WebSphere/V6R1/DeploymentManager/profiles/

default/bin) にない場合に起こることがあります。 WBIPreUpgrade スクリプ
トが正しいディレクトリーにあり、マイグレーション・ジョブがこのスクリ
プトを実行できることを確認してください。

- DB2 JDBC ドライバーおよび DB2 JDBC ドライバー (XA) が、管理コンソ
ールに表示されているサポートされる JDBC プロバイダーのドロップダウ
ン・リスト内で見つかりません。

管理コンソールには、推奨されない JDBC プロバイダー名が表示されなく
なりました。管理コンソールで使用されている新しい JDBC プロバイダー
名は、より説明的で、紛らわしさが解消されています。新しいプロバイダー
名と推奨されないプロバイダー名は、名前だけが異なっています。

推奨されない名前は、マイグレーション上の理由で (例えば、既存の JACL

スクリプトなどのために) jdbc-resource-provider-templates.xml ファイルに引
き続き残されています。ただし、JACL スクリプトでは、新しい JDBC プロ
バイダー名を使用するようお勧めします。

- 以下のメッセージを受け取ります。

MIGR0108E: The specified WebSphere directory does not contain a WebSphere
version that can be upgraded.

これは、マイグレーション・ジョブの WBIPreUpgrade ステップで使用した
ディレクトリーが間違っている場合に発生することがあります。
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– WBIPostUpgrade ステップで問題が発生する場合があります。

- 「見つかりません」または「そのようなファイルまたはディレクトリーがあ
りません (No such file or directory)」というメッセージが返されます。

この問題は、 WBIPostUpgrade スクリプトが正しい場所 (バージョン 6.1 の
bin ディレクトリー、例えば /WebSphere/V6R1/DeploymentManager/profiles/

default/bin) にない場合に起こることがあります。 WBIPostUpgrade スクリプ
トが正しいディレクトリーにあり、マイグレーション・ジョブがこのスクリ
プトを実行できることを確認してください。

- セル内で統合ノードをマイグレーションすると、以下のエラー・メッセージ
を受け取ります。

MIGR0304I: The previous WebSphere environment is being restored.
com.ibm.websphere.management.exception.RepositoryException:
com.ibm.websphere.management.exception.ConnectorException: ADMC0009E:

The system failed to make the SOAP RPC call: invoke
MIGR0286E: The migration failed to complete.

接続タイムアウトは、統合ノードの WBIPostUpgrade マイグレーション・ス
テップ中に、統合ノードが Deployment Manager から構成の更新を検索しよ
うとするときに発生します。バージョン 6.1 にマイグレーションする構成に
以下のいずれかの要素が含まれている場合、構成全体のコピーにかかる時間
が、接続タイムアウトより長くなる可能性があります。

v 小規模アプリケーションが多数ある

v 大規模アプリケーションがいくつかある

v 非常に大規模なアプリケーションが 1 つある

これが発生した場合は、タイムアウト値を変更してからマイグレーション・
ジョブを実行してください。

1. 統合ノードのマイグレーション先のバージョン 6.1 プロファイルの
properties ディレクトリーに移動します。このディレクトリーは、例えば
次のようになります。

/WebSphere/V6R1/AppServer/profiles/default/properties

2. このディレクトリー内の soap.client.props ファイルを開き、
com.ibm.SOAP.requestTimeout プロパティーの値を見つけます。これは、
秒単位のタイムアウト値です。デフォルト値は 180 秒です。

3. com.ibm.SOAP.requestTimeout の値を変更して、構成をマイグレーション
できるよう十分に大きくします。例えば、以下のように入力すると、タ
イムアウト値は 30 分になります。

com.ibm.SOAP.requestTimeout=1800

注: タイムアウト値には、必要を満たす最小の値を選択してください。選
択したタイムアウトの少なくとも 3 倍の長さの待機時間を見込んでくだ
さい。つまり、ファイルをバックアップ・ディレクトリーにダウンロー
ドする時間、マイグレーション済みのファイルをデプロイメント・マネ
ージャーにアップロードする時間、およびデプロイメント・マネージャ
ーとマイグレーション済みのノード・エージェントとを同期化する時間
です。
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4. マイグレーション・ジョブの WBIPreUpgrade ステップで作成したバック
アップ・ディレクトリーの、以下のロケーションに移動します。

migration_backup_directory/profiles/default/properties

5. このディレクトリー内の soap.client.props ファイルを開き、
com.ibm.SOAP.requestTimeout プロパティーの値を見つけます。

6. com.ibm.SOAP.requestTimeout の値を バージョン 6.1 ファイルで使用し
ているのと同じ値に変更します。

- 「Unable to copy document to temp file」というエラー・メッセージが表示
されます。以下に例を示します。

MIGR0304I: The previous WebSphere environment is being restored.
com.ibm.websphere.management.exception.DocumentIOException: Unable to copy
document to temp file:

cells/sunblade1Network/applications/LARGEApp.ear/LARGEApp.ear

ファイル・システムに空きがない可能性があります。ファイル・システムに
空きがない場合、一部のスペースを消去して WBIPostUpgrade コマンドを再
実行してください。

- 以下のメッセージを受け取ります。

MIGR0108E: The specified WebSphere directory does not contain a WebSphere
version that can be upgraded.

このエラーの原因として、以下のような理由が存在すると考えられます。

v WBIPreUpgrade ステップまたは WBIPostUpgrade ステップを実行中に、
誤ったディレクトリーが使用された可能性があります。

v WBIPreUpgrade コマンドが実行されなかった。

- 以下のエラー・メッセージを受け取ります。

MIGR0253E: The backup directory migration_backup_directory does not exist.

このエラーの原因として、以下のような理由が存在すると考えられます。

v 誤ったバックアップ・ディレクトリーが指定されていた可能性がある。

例えば、ディレクトリーが、WBIPreUpgrade コマンドの実行後に削除され
た バージョン 6.0.x ツリーのサブディレクトリーであり、
WBIPostUpgrade コマンドの実行前に、製品の旧バージョンがアンインス
トールされたということが考えられます。

1. エラー・メッセージに示されているディレクトリー構造全体が存在す
るかどうかを判別します。

2. 可能であれば、正しいマイグレーション・バックアップ・ディレクト
リー全体を指定して、WBIPreUpgrade コマンドを再実行します。

3. バックアップ・ディレクトリーが存在しない場合で、旧バージョンが
削除されている場合は、バックアップ・リポジトリーまたは XML 構
成ファイルから旧バージョンを再ビルドします。

4. WBIPreUpgrade コマンドを再実行します。

- WBIPostUpgrade コマンドの実行後に、WBIPreUpgrade をもう一度実行しな
ければならなくなりました。
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Deployment Manager または管理対象ノードのマイグレーションの過程で、
WBIPostUpgrade が旧環境を無効にする可能性があります。WBIPostUpgrade

の実行後に、WBIPreUpgrade を旧インストールに対してもう一度実行する場
合、旧 install_root/bin ディレクトリーに存在する
migrationDisablementReversal.jacl スクリプトを実行する必要があります。こ
の JACL スクリプトを実行すると、バージョン 6.0.x 環境はもう一度有効
な状態になり、WBIPreUpgrade を実行して有効な結果を出すことができるよ
うになります。

スクリプト記述について詳しくは、スクリプト記述入門を参照してくださ
い。ここで説明されているスクリプト記述は、WebSphere Process Server で
使用可能です。

- 統合マイグレーションが、メッセージ MIGR0405E で失敗します。

統合マイグレーションの一環として Deployment Manager で実行されたマイ
グレーションが失敗しました。このエラーが発生した詳しい理由について
は、Deployment Manager ノードの ...DeploymentManagerProfile/temp ディレ
クトリーの下にあるフォルダー your_node_name_migration_temp を開いてく
ださい。以下に例を示します。

/websphere61/procserver/profiles/dm_profile/temp/nodeX
_migration_temp

Deployment Manager ノード上のこのノードのマイグレーションに関係する
ログや他のすべての情報は、このフォルダーに置かれています。このフォル
ダーは、このシナリオに関連した IBM サポートでも必要になります。

- WebSphere Process Server バージョン 6.1 アプリケーションがマイグレーシ
ョン中に失われる。

統合マイグレーション中に、バージョン 6.1 アプリケーションのいずれかが
インストールに失敗する場合、それらのアプリケーションは構成の同期化中
に失われます。これが発生する理由は、WBIPostUpgrade の最終手順の 1 つ
で、syncNode コマンドが実行されるためです。この結果、Deployment

Manager ノードの構成がダウンロードされ、統合ノードの構成が上書きされ
ます。アプリケーションのインストールが失敗すると、それらのアプリケー
ションは Deployment Manager ノードの構成に含まれなくなります。この問
題を解決するには、マイグレーション後にアプリケーションを手動でインス
トールしてください。標準 のバージョン 6.1 アプリケーションの場合、
install_root/installableApps ディレクトリーにあります。

マイグレーション中に失われたアプリケーションを手動でインストールする
には、wsadmin コマンドを使用して、マイグレーション・ツールがバックア
ップ・ディレクトリーに作成した install_application_name.jacl スクリプトを
実行します。

Wsadminツールを参照してください。

- WebSphere Process Server バージョン 6.1 アプリケーションのインストール
が失敗する。

WBIPostUpgrade の完了後に、wsadmin コマンドを使用して、アプリケーシ
ョンを手動でインストールします。
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マイグレーション中にインストールが失敗したアプリケーションを手動でイ
ンストールするには、wsadmin コマンドを使用して、マイグレーション・ツ
ールがバックアップ・ディレクトリーに作成した install_application_name.jacl

スクリプトを実行します。

『Wsadmin ツール』または WBIPostUpgrade コマンドを参照してくださ
い。

v マイグレーション・プロセスで、バージョン 6.0.x 構成に存在するエンタープラ
イズ・アプリケーションを新しいバージョン 6.1 構成にインストールするオプシ
ョンを選択すると、マイグレーションのアプリケーション・インストール・フェ
ーズでエラー・メッセージが表示される場合があります。

バージョン 6.0.x 構成に存在するアプリケーションのデプロイメント情報が誤っ
ている可能性があります。その場合、WebSphere Process Server の旧ランタイム
で十分に検証されなかったために XML 文書が誤っているという場合がほとんど
です。ランタイムのアプリケーション・インストール検証プロセスが改善されて
いるため、これらの誤った形式の EAR ファイルのインストールが失敗します。
このため、WBIPostUpgrade のアプリケーション・インストール・フェーズで障害
が発生し、「E:」エラー・メッセージが生成されます。これは「致命的な」マイ
グレーション・エラーと見なされます。

アプリケーションのインストール中に、マイグレーションがこのような方法で失
敗する場合、以下のいずれかを実行してください。

– バージョン 6.0.x アプリケーションの問題を修正してから、再マイグレーシ
ョンする。

– マイグレーションを続行し、これらのエラーを無視する。

この場合、マイグレーション・プロセスでは、障害が起こったアプリケーショ
ンはインストールされませんが、他のすべてのマイグレーション手順は完了し
ます。

後で、アプリケーションの問題を修正してから、管理コンソールまたはインス
トール・スクリプトを使用して新しい バージョン 6.1 構成に手動でインスト
ールできます。

v WebSphere Process Server バージョン 6.0.1.3 より古い バージョン 6.0.x ノード
を含んでいるか、これらのノードと相互運用する バージョン 6.1 セルにマイグ
レーションすると、クラスター機能に障害が発生する場合があります。

これらのバージョン 6.0.x サーバーを始動すると、以下の問題が発生する可能性
があります。

– First Failure Data Capture (FFDC) ログに ClassNotFoundException エラー・メ
ッセージが記録される場合があります。この例外は RuleEtiquette.runRules メソ
ッドからスローされ、以下のような形式になっています。

Exception = java.lang.ClassNotFoundException
Source = com.ibm.ws.cluster.selection.SelectionAdvisor.<init>
probeid = 133
Stack Dump = java.lang.ClassNotFoundException: rule.local.server
at java.net.URLClassLoader.findClass(URLClassLoader.java(Compiled Code))
at com.ibm.ws.bootstrap.ExtClassLoader.findClass(ExtClassLoader.java:106)
at java.lang.ClassLoader.loadClass(ClassLoader.java(Compiled Code))
at java.lang.ClassLoader.loadClass(ClassLoader.java(Compiled Code))
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at java.lang.Class.forName1(Native Method)
at java.lang.Class.forName(Class.java(Compiled Code))
at com.ibm.ws.cluster.selection.rule.RuleEtiquette.runRules(RuleEtiquette.java
:154)at com.ibm.ws.cluster.selection.SelectionAdvisor.handleNotification
(SelectionAdvisor.java:153)
at com.ibm.websphere.cluster.topography.DescriptionFactory$Notifier.run
(DescriptionFactory.java:257)
at com.ibm.ws.util.ThreadPool$Worker.run(ThreadPool.java:1462)

– 以下のような形式の java.io.IOException が記録される場合があります。

Exception = java.io.IOException
Source = com.ibm.ws.cluster.topography.DescriptionManagerA. update probeid

= 362
Stack Dump = java.io.IOException
at com.ibm.ws.cluster.topography.ClusterDescriptionImpl.importFromStream
(ClusterDescriptionImpl.java:916)
at com.ibm.ws.cluster.topography.DescriptionManagerA.update
(DescriptionManagerA.java:360)
Caused by: java.io.EOFException
at java.io.DataInputStream.readFully(DataInputStream.java(Compiled Code))
at java.io.DataInputStream.readUTF(DataInputStream.java(Compiled Code))
at com.ibm.ws.cluster.topography.KeyRepositoryImpl.importFromStream
(KeyRepositoryImpl.java:193)

マイグレーション中にバージョン 6.1 クラスター情報がセル全体に配布されま
す。バージョン 6.0.1.3 以降ではない WebSphere Process Server バージョン 6.0.x

ノードは、この情報を読み取ることができません。

この問題を回避するには、Deployment Manager をバージョン 6.1 にマイグレー
ションする前に、バージョン 6.1 セルに含まれるか、このセルと相互運用される
すべてのバージョン 6.0.x ノードをバージョン 6.0.1.3 以降にアップグレードし
ます。

v 管理対象ノードを バージョン 6.1 にマイグレーションした後、アプリケーショ
ン・サーバーが始動しない場合があります。

アプリケーション・サーバーを始動しようとすると、以下の例のようなエラーが
発生する場合があります。

[5/11/06 15:41:23:190 CDT] 0000000a SystemErr R
com.ibm.ws.exception.RuntimeError:

com.ibm.ws.exception.RuntimeError: org.omg.CORBA.INTERNAL:
CREATE_LISTENER_FAILED_4

vmcid: 0x49421000 minor code: 56 completed: No
[5/11/06 15:41:23:196 CDT] 0000000a SystemErr R at
com.ibm.ws.runtime.WsServerImpl.bootServerContainer(WsServerImpl.java:198)
[5/11/06 15:41:23:196 CDT] 0000000a SystemErr R at
com.ibm.ws.runtime.WsServerImpl.start(WsServerImpl.java:139)
[5/11/06 15:41:23:196 CDT] 0000000a SystemErr R at
com.ibm.ws.runtime.WsServerImpl.main(WsServerImpl.java:460)
[5/11/06 15:41:23:196 CDT] 0000000a SystemErr R at
com.ibm.ws.runtime.WsServer.main(WsServer.java:59)
[5/11/06 15:41:23:196 CDT] 0000000a SystemErr R at
sun.reflect.NativeMethodAccessorImpl.invoke0(Native Method)
[5/11/06 15:41:23:196 CDT] 0000000a SystemErr R at
sun.reflect.NativeMethodAccessorImpl.invoke(NativeMethodAccessorImpl.java:64)
[5/11/06 15:41:23:197 CDT] 0000000a SystemErr R at
sun.reflect.DelegatingMethodAccessorImpl.invoke

(DelegatingMethodAccessorImpl.java:43)

管理対象ノードのサーバーが listen するポート番号を変更します。例えば、
Deployment Manager がポート 9101 で ORB_LISTENER_ADDRESS を listen し

第 4 章 マイグレーションのトラブルシューティング 85



ている場合、管理対象ノードのサーバーはポート 9101 で
ORB_LISTENER_ADDRESS を listen してはいけません。この例のような問題を
解決するには、以下の手順を実行します。

1. 管理コンソールで、「アプリケーション・サーバー」 → 「server_name」 →

「ポート」 → 「ORB_LISTENER_ADDRESS」をクリックします。

2. ORB_LISTENER_ADDRESS のポート番号を使用されていない番号に変更しま
す。

v 管理対象ノードの バージョン 6.1 へのマイグレーション時に同期に失敗する
と、サーバーが始動しない場合があります。

管理対象ノードをバージョン 6.1 にマイグレーションすると、以下のようなメッ
セージが記録される場合があります。

ADMU0016I: Synchronizing configuration between node and cell.
ADMU0111E: Program exiting with error:

com.ibm.websphere.management.exception.AdminException: ADMU0005E:
Error synchronizing repositories

ADMU0211I: Error details may be seen in the file:
/opt/WebSphere/61AppServer/profiles/AppSrv02/logs/syncNode.log

MIGR0350W: Synchronization with the deployment manager using the SOAP protocol
failed.
MIGR0307I: The restoration of the previous WebSphere Application Server
environment is complete.
MIGR0271W: Migration completed successfully, with one or more warnings.

これらのメッセージは、以下のことを示しています。

– Deployment Manager の構成レベルがバージョン 6.1 になっている。

– これからマイグレーションする管理対象ノードの構成レベルが (アプリケーシ
ョンも含めて)、Deployment Manager のリポジトリーでバージョン 6.1 になっ
ている。

– syncNode 操作を完了しなかった場合は、管理対象ノードがまったく完了して
いない。

以下のアクションを実行して、この問題を解決します。

1. ノード上で syncNode コマンドを再実行し、ノードを Deployment Manager と
同期化します。

syncNodeコマンドを参照してください。

2. GenPluginCfg コマンドを実行します。

GenPluginCfgコマンドを参照してください。

v WebSphere Process Server の旧バージョンから バージョン 6.1 へのマイグレーシ
ョン中に問題が発生する場合は、ログ・ファイルや他の入手可能な情報を確認し
てください。

– WBIPostUpgrade ステップの前にマイグレーション・ジョブが失敗する場合
は、マイグレーション・ジョブを再実行してください。

– WBIPostUpgrade ステップでマイグレーション・ジョブが失敗する場合は、新
しい 6.1 サーバーの構成が一部しか更新されていないので、新しい 6.1 サー
バーを再作成 (またはバックアップから復元) してから、マイグレーション・
ジョブを再実行します。

– 管理対象 (統合) ノードのマイグレーションで問題が発生する。
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統合ノードは、マイグレーションの対象としては最も複雑なノードです。基本
的に 2 つのマイグレーションが 1 つになっているためです。統合ノードで
は、Deployment Manager のマスター・リポジトリーに含まれているノード構
成情報と、統合ノードに含まれている構成情報をマイグレーションすることが
必要です。統合ノードのマイグレーションには、Deployment Manager とのア
クティブ接続が必要です。セキュリティーを有効にしてある場合は、マイグレ
ーション・ジョブの作成時に生成された説明に従うことが必要です。マイグレ
ーション・ジョブは、セキュア接続を取得するために正しく構成されている
WebSphere 管理者ユーザー ID を使用して実行依頼する必要があります。

バージョン 6.1 Deployment Manager へのマイグレーション中に混合セル内で
Deployment Manager のノード名を変更すると、バージョン 6.x ノード・エー
ジェントは同期化されていないと表示されるか、使用不可として表示される場
合があります。バージョン 6.x のノード・エージェントは、再始動されるま
で、バージョン 6.x の Deployment Manager へのリンクを維持します。したが
って、新しい Deployment Manager との同期化に失敗する可能性があります。
自動同期化を阻止するディスカバリーの問題は、マイグレーション中に
Deployment Manager の名前が変更されたことをノード・エージェントが認識
していないために発生します。この問題が発生する場合は、ノードで以下の手
順を実行してください。

1. ノードを停止します。

2. syncNode コマンドを実行します。

3. ノードを再始動します。

– ジョブがマイグレーションのアプリケーション・インストール・フェーズ中に
失敗する。

マイグレーション・プロセスで、バージョン 6.0.x 構成に存在するエンタープ
ライズ・アプリケーションを新しいバージョン 6.1 構成にインストールするオ
プションを選択する場合、マイグレーションのアプリケーション・インストー
ル・フェーズでエラー・メッセージが表示される可能性があります。

バージョン 6.0.x 構成に存在するアプリケーションのデプロイメント情報が誤
っている可能性があります。その場合、WebSphere Process Server の旧ランタ
イムで十分に検証されなかったために XML 文書が無効である場合がほとんど
です。ランタイムのアプリケーション・インストール検証プロセスが改善され
ているため、これらの誤った形式の EAR ファイルのインストールが失敗しま
す。このため、WBIPostUpgrade のアプリケーション・インストール・フェー
ズで障害が発生し、「E:」エラー・メッセージが生成されます。これは「致命
的な」マイグレーション・エラーと見なされます。

アプリケーションのインストール中に、マイグレーションがこのような方法で
失敗する場合、以下のいずれかを実行してください。

- バージョン 6.0.x アプリケーションの問題を修正してから、再マイグレー
ションする。

- マイグレーションを続行し、これらのエラーを無視する。

1. FINISHUP ステップでマイグレーション・ジョブを再開し、残りのマイ
グレーション機能が実行されるようにする。
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これを行うには、RESTART=FINISHUP パラメーターをジョブ・カード
に追加して、ジョブを再実行依頼します。

2. 後で、アプリケーションの問題を修正してから、管理コンソールまたは
インストール・スクリプトを使用して新しい バージョン 6.1 構成に手動
でインストールできます。

– スペース不足エラーが発生する。

マイグレーション・ログは、temporary_directory_location/nnnnnにあります。こ
こで、temporary_directory_location はマイグレーション・ジョブを作成したと
きに指定した値 (デフォルトは /tmp/migrate) で、nnnnn はマイグレーション・
ジョブの作成中に生成された固有の番号です。通常、マイグレーション・ログ
には、多くのスペースは必要ありません。ただし、トレースを有効にすると、
ログ・ファイルが非常に大きくなる可能性があります。ベスト・プラクティス
は、問題が検出された後でトレースを有効にすることです。トレースが必要な
場合、デバッグ中のプロセスのステップに関連するトレースだけを有効にして
ください。これにより、スペース所要量を減らすことができます。

トレースを有効にするには、マイグレーション・ジョブの作成時に有効にする
か、マイグレーション JCL の変数を無効から有効に変更します。

TraceState=enabled
profileTrace=disabled
preUpGradeTrace=disabled
postUpGradeTrace=enabled

マイグレーション中に、バージョン 6.0.x 構成のバックアップ・コピーが作成
されます。このバックアップが、マイグレーションされる情報のソースになり
ます。デフォルトのバックアップ・ロケーションは、/tmp/migrate/nnnnn です。
このロケーションは、マイグレーション・ジョブの作成時に変更できます。マ
イグレーションするノードのサイズによって、このバックアップは非常に大き
くなる可能性があります。一時スペースが十分でない場合は、このバックアッ
プを移動する必要があります。

– バッチ・ジョブの時間が超過する。

z/OS インストールはそれぞれ、ジョブ・クラスおよび時間制限の点で異なっ
ています。ジョブ・カードに適切なジョブ・クラスおよびタイムアウト値を指
定してあることを確認してください。

– マイグレーション後のサーバー始動中に障害が発生する。

マイグレーション・ジョブの作成時に生成された説明を確認してください。
JCL プロシージャーが PROCLIB に正しくコピーされていること、RACF 定
義が作成されていること、バージョン 6.1 ライブラリーが許可されているこ
と、および必要であればバージョン 6.1 ライブラリーへの STEPLIB ステート
メントが指定されていることを確認します。セルに関連付けられているデーモ
ン・プロセスのレベルが適切であることを確認します。デーモン・プロセスの
レベルは、セル内で管理されるすべてのサーバーの中の WebSphere Process

Server for z/OS の最も高いバージョンでなければなりません。

バージョン 6.0.1.3 以降ではないバージョン 6.0.x ノードを含んでいるか、こ
れらのノードと相互運用するバージョン 6.1 セルにマイグレーションすると、
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クラスター機能に障害が発生する可能性があります。これらのバージョン
6.0.x アプリケーション・サーバーを始動すると、以下の問題が発生する可能
性があります。

- First Failure Data Capture (FFDC) ログに ClassNotFoundException エラー・
メッセージが記録される場合があります。この例外は RuleEtiquette.runRules

メソッドからスローされ、以下のような形式になっています。

Exception = java.lang.ClassNotFoundException
Source = com.ibm.ws.cluster.selection.SelectionAdvisor.<init>
probeid = 133
Stack Dump = java.lang.ClassNotFoundException: rule.local.server
at java.net.URLClassLoader.findClass(URLClassLoader.java(Compiled Code))
at com.ibm.ws.bootstrap.ExtClassLoader.findClass(ExtClassLoader.java:106)
at java.lang.ClassLoader.loadClass(ClassLoader.java(Compiled Code))
at java.lang.ClassLoader.loadClass(ClassLoader.java(Compiled Code))
at java.lang.Class.forName1(Native Method)
at java.lang.Class.forName(Class.java(Compiled Code))
at com.ibm.ws.cluster.selection.rule.RuleEtiquette.runRules
(RuleEtiquette.java:154)
at com.ibm.ws.cluster.selection.SelectionAdvisor.handleNotification
(SelectionAdvisor.java:153)
at com.ibm.websphere.cluster.topography.DescriptionFactory$Notifier.run
(DescriptionFactory.java:257)
at com.ibm.ws.util.ThreadPool$Worker.run(ThreadPool.java:1462)

- 以下のような形式の java.io.IOException が記録される場合があります。

Exception = java.io.IOException
Source = com.ibm.ws.cluster.topography.DescriptionManagerA. update probeid
= 362
Stack Dump = java.io.IOException
at com.ibm.ws.cluster.topography.ClusterDescriptionImpl.importFromStream
(ClusterDescriptionImpl.java:916)
at com.ibm.ws.cluster.topography.DescriptionManagerA.update
(DescriptionManagerA.java:360)
Caused by: java.io.EOFException
at java.io.DataInputStream.readFully(DataInputStream.java(Compiled Code))
at java.io.DataInputStream.readUTF(DataInputStream.java(Compiled Code))
at com.ibm.ws.cluster.topography.KeyRepositoryImpl.importFromStream
(KeyRepositoryImpl.java:193)

マイグレーション時には、バージョン 6.1 クラスター情報がセル全体に配布さ
れます。バージョン 6.0.1.3 より古い バージョン 6.0.x ノードは、この情報を
読み取れません。この問題を回避するには、Deployment Manager をバージョ
ン 6.1 にマイグレーションする前に、バージョン 6.1 セルに含まれるか、こ
のセルと相互運用されるすべてのバージョン 6.0.x ノードをバージョン 6.0.1.3

以降にアップグレードします。

マイグレーション後に、ジョブ出力およびログ・ファイルを注意深く調べて、エ
ラーがないか確認します。

注: WebSphere Process Server には、WebSphere Process Server プロセスのダンプ
から情報をフォーマットするのに役立つ対話式問題管理システム (IPCS) verb 出
口があります。この verb 出口には、CBDATA という名前が付けられていまし
た。バージョン 6.0.x 以前では、これは実際のモジュール名の別名でした。バー
ジョン 6.1 では、この別名は除去されました。したがって、バージョン 6.1 以降
では、別名ではなく、この verb 出口の実際の名前 (BBORDATA) を使用する必
要があります。
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ノードをバージョン 6.1 にマイグレーションしてから、バージョン 6.0.x に戻す
必要があることが明らかになった場合は、 環境のロールバックを参照してくださ
い。

これらのステップのいずれでも問題を解決できない場合は、IBM サポートとの連
絡方法なども記載されている追加のトラブルシューティング・リソースについ
て、トラブルシューティングおよびサポートを参照してください。

次のタスク

問題がリストされていない場合は、IBM サポートにお問い合わせください。

関連概念

47ページの『Business Process Choreographer に関するマイグレーションの考慮
事項』
サーバーで Business Process Choreographer を稼働させている場合、いくつかの
制限事項および実行する必要のある追加タスクに注意してください。

関連タスク

25ページの『マイグレーションの検査』
ログ・ファイルを確認し、管理コンソールで操作を確認して、マイグレーション
が正常に行われたことを検査します。

関連情報

Application Server Toolkit でのコンポーネントのデバッグ

Wsadmin ツール

syncNode コマンド

GenPluginCfg コマンド

トラブルシューティングおよびサポート

ご使用の IBM ソフトウェアに関する問題の理解、特定、および解決を支援する
ため、トラブルシューティングおよびサポート情報では IBM 製品で提供されて
いる問題判別リソースの使用について説明しています。

スクリプト記述入門
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